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　アルバイトを終えた織おり原はら礼れいは、友人たちと約束していた居酒屋に駆かけつけた。店内を見回し、見知った顔を探す。

「お待たせ、遅おそくなってごめん！」

　礼は奥の席に友人たちを見つけ、謝りながら彼らの待つテーブルへと足早に向かった。

「大だい丈じよう夫ぶ、いま注文したばっかりだよ」

　テーブルには、飲み物のグラスが三つとお通しが四つ並んでいる。到とう着ちやくが遅おくれそうだから、先に始めてくれと云いってあったのだ。

「お疲つかれ。礼は何飲む？　食い物はてきとうに頼たのんどいたから、足りなかったらあとで追加しようぜ」

「ありがと。何を飲もうかな」

　手て渡わたされたドリンクメニューに目を通す。美味おいしそうな季節限定カクテルもあったけれど、いまの空腹状態でアルコールを飲んだら早々に酔よっ払ぱらってしまいそうだ。

「あ、すみません、烏うー龍ろん茶ちや一つお願いします」

　通りかかった店員に飲み物を注文し、礼は手前の席に腰こしを下ろした。最近かけ始めた黒くろ縁ぶちの伊達だて眼鏡を外すと、顔が軽くなる。

　飲み会と云っても、今日の面めん子つはごく親しい友人と礼の四人だけだ。

　礼以外の面子は、高校からのつき合いである若わか林ばやしの他ほか、講義とアルバイトで忙いそがしい日々の中でも親しくなれた名な塚づかと小こ湊みなとだ。

　母を亡なくし天てん涯がい孤こ独どくになったときも、彼らがいたから自じ暴ぼう自じ棄きにならずにすんだ。

　黙だまって傍そばにいてくれたり、食事を忘れがちな礼を連れ出してくれたりと、礼のことを気き遣づかってくれた。

　普ふ段だん、自分のことで手て一いつ杯ぱいで不義理ばかりしているというのに、本当によくしてくれることに心から感謝している。

「んじゃ、改めてかんぱーい」

　礼のぶんの烏龍茶が届いたところで、グラスをぶつけ合う。礼は口を潤うるおしてから、膝ひざに手を突つき、頭を下げた。

「みんな、このところ迷めい惑わくばっかりかけててホントにごめん！」

　夏休みが明けてから、世話になりどおしの彼らに心からの謝罪を告げる。

　新学期、いつものように大学に足を運んだけれど、礼の周囲は騒さわがしくなっていた。［フェデリーカ］での仕事のことが、一部の学生たちの間で噂うわさになっていたのだ。

「何水くさいこと云ってるんだ。俺たちが迷惑だなんて思うわけないだろう？」

「そうだよ。困ったときはお互たがい様だろ。俺だって前にレポート手伝ってもらってすげー助かったし」

「あのときはこの世の終わりみたいな顔してたよな」

「仕方ねーだろ！　いきなりＰＣ壊こわれて、データ全部ダメになったんだから。お前らだって、同じことになったら絶対パニックになるって」

「とにかく、織原が謝る必要なんてないよ。友達なんだから」

「……本当にみんなありがとな」

　改めて感謝を告げると、三人とも照れくさそうな顔になった。

　礼はこの夏、アメリカにいた。

　渡と米べいの目的は、世界的に有名な［フェデリーカ］という老舗しにせ時計ブランドのリニューアルプロジェクトのイメージモデルを務めるためだ。

［フェデリーカ］は強ごう引いんな拡大路線が失敗し、大きな負ふ債さいを抱かかえて倒とう産さんした。それを買い取ったのが、設立十年ほどの商社［ＨＵＥＳヒユーズ］だ。つまり、ブランドを立て直すためのプロジェクトの一いつ端たんを、礼が担になうことになったというわけだ。

（まるで、映画の登場人物になったみたいな感じだったな）

　礼がそんな大役を任されることになったのは、いくつもの偶ぐう然ぜんが重なった結果だ。

　とある有名な写真家が日本を訪おとずれた際、すれ違ちがうように出で逢あった礼の写真を撮とっていったのだが、その一枚が［フェデリーカ］の立て直しを図はかっている人物の目に留まり、イメージモデルに抜ばつ擢てきされることになったのだ。

　映画だったとしたら、アルバイト先のカフェに眉び目もく秀しゆう麗れいな外国人が自分を訪ねてきたあの日が、オープニングだろうか。

　どう考えても身の丈たけに合わない大きな仕事に尻しり込ごみしていた礼だったけれど、その背中を押してくれたのはこの友人たちだ。

『そんな機会、二度とないって！　引き受けるべきだって！』

『織原、顔立ち綺き麗れいだもんね。そのスカウトの人、見る目あるよ』

『礼の気持ち次し第だいだろ。少しでも興味を引かれるなら、断らないほうがいいんじゃないか？』

　海外に行けるチャンスや高額なギャラも魅み力りよく的てきだったけれど、自分が誰だれかに必要とされているということが密ひそかに嬉うれしかった。

　迷いを引き摺ずりつつも、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるような気持ちでイメージモデルの仕事を引き受けたのだった。

　途と中ちゆう、トラブルに見み舞まわれたりはしたけれど、どうにか無事に役目を果たすことができた。

　新学期に合わせて日本へ帰国し、平和な日常が戻もどったつもりでいたのだが、思わぬ環かん境きようの変化があった。大学内で礼のことが噂になってしまっていたのだ。

（日本での展開はまだ先みたいだから、安心してたんだけどな……）

　新商品はまだ欧おう米べいでしか販はん売ばいしていないし、礼をイメージに使った広告も日本では公開されていない。

　けれど、よく考えたらインターネット上では国境は関係ない。［フェデリーカ］の公式サイトに行けば、広告も新商品発表パーティのショーの動画も見ることが可能だ。

　礼の名前が大々的に広告に並記されているわけではないけれど、ショーでも司会から紹しよう介かいされたし、招待客へ配られたプレスリリースにも名前が書かれていたはずだ。詳くわしく調べれば、どこかの記事に礼の名前が載のっているだろう。

　ファーストネームはともかく、『オリハラ』という響ひびきの名字に頻ひん繁ぱんに出会うことはない。

　ショーの動画を偶然見かけた誰かが、同じ大学に同どう姓せい同名の学生がいることに気づいたのだろう。多分、そこから学生の間に噂が広がっていったに違いない。

（いまのところ、憶おく測そくばっかり広がってるみたいだけど……）

　噂の人物を探しに来る学生は何人もいるけれど、未いまだ特定に至っていないのはイメージモデルの『レイ・オリハラ』が、実際の礼と結びつかないせいだろう。

　同じ大学に『織原礼』という学生がいることはわかっていても、同一人物かどうか確信が持てずにいるといったところだろう。普段の礼は地味そのものだ。

　プロの手によって仕上げられた自分の姿は、はっきり云って別人だった。彼らがわからなくて当然だ。

　いまは些いささかうるさいけれど、どうせ騒ぎは一過性のものだろう。いまのところ直接声をかけにくる者はいないため、可能な限り目立たないように過ごしている。

　変装したほうがいいというアドバイスは友人たちからもらった。元々、服装は地味なため、黒縁の眼鏡を追加し前まえ髪がみを下ろすようにした。

「ま、しばらくは騒がしいかもしれないが、しばらくすれば落ち着くだろう」

「それまでは俺らがフォローするし、織原は普通にしてりゃいいよ」

「地味な格好してればバレることないって。万が一何か訊きかれたら、別人だって云っときゃいいしさ」

　そんなこんなで些か周囲が騒がしくなったとは云え、日常生活はほぼ変わっていない。平日は大学に通い、講義のない時間はカフェでアルバイトをしている。

『ほぼ』とつけ加えたのは、大きな変化が一つあるからだ。世間一いつ般ぱんでは取るに足らない事こと柄がらの一つだろうけれど、礼にとっては世界がひっくり返ったかのような出来事だ。

　───『恋こい人びと』ができたのだ。

　恋をするだけで、こんなにも日々が一変するとは思いもしなかった。毎日の何もかもが新しん鮮せんで楽しい。

　まともな恋れん愛あいをしたことがなかった礼にとっては初恋のようなものだったし、その相手と相思相愛になれたことが奇き跡せきみたいに思えるのだ。

（……浮うかれすぎかな）

　端はたから見たら浮かれているとしか云いわれないだろうが、事実そうなのだから仕方ない。

　以前は人目も憚はばからず二人の世界に没ぼつ入にゆうしているカップルを呆あきれた気持ちで見ていたけれど、いまは周りが見えなくなる気持ちが理解できる。

（だからって、外でいちゃつく気にはなれないけど）

　礼の場合、相手がよりオープンな性格のため、逆に自制が利きいているような気がする。

　ドリンクと共に運ばれてきていたお通しに箸はしを伸のばしながら、云いそびれていたことを思い出し、改めて告げた。

「みんなに世話になってばっかりだけど、俺にできることがあったら何でも云ってよ」

「そんなこと云うと無む茶ちやぶりされるぞ」

「あ、そうだ。俺、ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど……」

　若林の軽口に笑い合っていると、名塚が遠えん慮りよがちに切り出してきた。

「何？」

「俺さ、たまに近所の施し設せつにボランティアで手伝いに行ってるんだ。初めは姉貴に無む理り矢や理り連れていかれたんだけど、子供たちと遊ぶのがだんだん楽しくなっちゃってさ」

「へえ、そんなことやってるんだ」

　名塚がそういう活動をしていることは知らなかった。親しくしている友人でも知らない一面があるものだ。

「みんな、凄すごくいい子たちなんだ。それで、暇ひまなときでいいからよければ子供たちにマジックショーを見せてやって欲しいなー……って」

「俺に？」

「うん。動画で見た織原のステージ、鳥とり肌はだ立つくらい感動したんだ。あいつらにも見せてやりたいなって思って。プロに頼むなんて厚かましいかもしれないけど……。あ、交通費とか昼食代くらいなら出すからさ」

「何云ってんだよ、交通費なんかいいって。それに俺はプロなんかじゃないし。あれはプロデュースしてくれた人が凄かっただけだから！」

　礼自身は手先が少し器用なだけで、特別な技術を持っているわけではない。あのステージが幻げん想そう的てきだったのは、演出が素す晴ばらしかったからだ。

　世界的に有名なイリュージョニストが指導に当たってくれた。お陰かげでショーの映像は、自分で見ても本物の魔ま法ほうのように見える。

（我ながら、よくあれだけの大役をこなせたよな……）

　無事成功したからいいものの、もしも失敗していたらと思うといまさら震ふるえが走る。

「俺一人じゃ期待されるようなものはできないと思うけど、それでよければやらせてよ」

「ありがとう、織原！」

「うん。あ、でも、アルバイトと被かぶると無理だから、早めに云ってくれると助かる」

「実は今月末にパーティがあるんだけど、そのときでもいいかな？　早すぎる？」

「多分、大だい丈じよう夫ぶだと思う。月末なら調整してもらえるだろうから、ちょっと訊いてみる」

　月末までは二週間ちょっとあるから、簡単なマジックなら練習する時間も取れるだろう。

「色々決まったら知らせるな。俺にできることがあるなら、何でも云ってよ」

「じゃあ、色々手伝ってもらおうかな。でも、本当に簡単なやつしかできないからな！」

　物凄く期待をされても、逆にガッカリさせてしまいかねない。その点だけはきちんと念を押しておきたかった。

「それ、俺も見に行っていい？　ていうか、面おも白しろそうだし俺も手伝わせろよ。若林も一口乗るだろ？」

　小湊も身を乗り出してきた。

「もちろん、そのつもりだ」

「小湊も若林もありがとう！」

　話が纏まとまったところで、先に友人たちが頼んでいた料理が届き始める。美味おいしそうな匂においが空腹を刺し激げきする。

「お待たせしましたー。若わか鶏どりの唐から揚あげとフライドポテト、梅風味鶏とり皮かわポン酢ず、季節のシーザーサラダになります」

「あ、こっちに下さい」

　若林がサラダの器うつわを受け取り、小皿に取り分けてくれる。昔から面めん倒どう見みがよく世話焼きで、冬になると鍋なべ奉ぶ行ぎようになるタイプだ。

「みんな飲み物追加は？」

　喉のどが渇かわいていたため、あっという間に飲み干してしまっていた。他ほかの三人のグラスも、ほぼ空になっている。

「あ、俺ビール」

「ビールもう一つ」

「ジンジャーハイボールお願いします。織原は？」

「それじゃ、俺も同じのを」

　腹に食べ物を入れたあとなら、少しくらいアルコールを摂せつ取しゆしてもいいだろう。云わなければと思っていた友人たちへの謝罪を口にできたことで、だいぶ気が軽くなった。

「かしこまりました。ビールが二つ、ジンジャーハイボール二つでよろしいですか？」

「お願いします」

　オーダーを取った店員が去ると同時に、若林が取り分けてくれたサラダを渡わたしてくれる。

「ほら、お前細いんだからいっぱい食え」

「ありがと。てか、食べてるけど肉がつかないんだよ」

「それじゃあ、足りないのは運動だな。小湊も好き嫌きらいするなよ」

「うっ、わかってるよ！」

　サラダのトマトをそっと除よけようとしていた小湊は、若林の指し摘てきにイタズラがバレた子供のような顔になる。その表情にみんなで笑い声を立てた。










　飲み会は一次会で切り上げることになった。

　明日は土曜だが、大学の講義を取っていたり、アルバイトのシフトがあったりと、それぞれに忙いそがしい。

「ふわふわする～」

　飲み放題だったこともあり、小湊は飲みすぎたようだ。店から出てくる足あし下もとが覚おぼ束つかない。

「おい、小湊。大丈夫か？」

「らいりょーぶらいりょーぶ」

「全然大丈夫じゃないだろう。だから、飲みすぎるなって云ったんだ」

　若林は苦言を呈ていしながらも、ふらつく小湊を支えている。

　二人は同じ学生用マンションの隣となり同士になった縁えんで親しくなったらしいのだが、相あい性しようがよかったのかいまではすっかり気の置けない間あいだ柄がらだ。

（どっちかって云うと、親友っていうより仲のいい兄弟みたいだけど）

　ムードメイカーの小湊と長男気質の若林のやり取りは、ときに漫まん才ざいのようで面白い。常に冷静な若林が、よくペースを乱されている。

「一人で連れて帰るの大変だろ。俺んちすぐそこだから、兄貴に車出してもらおうか？」

「大丈夫だ。電車に乗ればすぐだし、こいつも歩けないわけじゃないからな」

　名塚の申し出を若林はやんわりと断った。その言葉に乗るように、小湊も声を上げる。

「へーきらって！　おれはひとりでかえれる」

「そう云って、マンションのゴミ捨て場で寝ねてたことあっただろう。……ったく、貸し一つだからな。そういや、礼はどうやって帰るんだ？」

　急に水を向けられ、ドキリとする。

「え？　あ、俺はちょっと歩いてこうかなって……」

「お前んちまでちょっと距きよ離りあるだろ。いまならまだバスがあるんじゃないか？」

「うん、まあそうなんだけど───」

　普ふ段だん、礼が自転車で移動していることを知っている若林をどうごまかそうかと逡しゆん巡じゆんする。

　実はすぐそこまで迎むかえが来ることになっている。さっき連れん絡らくを入れたから、もうそろそろ待ち合わせ場所に到とう着ちやくしていることだろう。

　迎えに来てくれるのは、つき合い始めたばかりの『恋こい人びと』だ。友人たちには、まだ『彼』のことは何一つ話せていなかった。

（ちゃんと紹しよう介かいしようとは思ってるんだけど……）

　そうは思っても、なかなか切り出す機会がない。機会というよりはむしろ、度胸と云いうべきだろうか。

『彼』───つまり、礼の恋人は同性だ。そのことを告げたとしても、礼の友人たちなら少し驚おどろくくらいで、きちんと受け止めてくれるだろう。

　偏へん見けんのようなものはないはずだと信じているが、それでも云いにくいのは、ただ単純に恥はずかしいからにすぎない。

　馴なれ初そめやつき合うようになった経けい緯いを訊きかれたりしたら、どうしたらいいのだろうか。

「礼？　もしかして、酔よってるか？」

　云い訳を考えていたせいで、酔いが回ってぼんやりとしていると思われたらしい。

「いや、そういうわけじゃないんだけど……うわっ」

　周りを見ていなかったせいで、何気なく後あと退じさった弾はずみに放置されていた自転車に足を引っかけてしまった。

　思わず蹈鞴たたらを踏ふんでしまったが、よろめいた礼を誰だれかが支えてくれた。

「あ、ありがとうございます」

「まったく、お前は本当に危なっかしいな」

「た、崇たか人と!?」

　振ふり返るとそこには、この先の駐ちゆう車しや場で待ち合わせの予定だった崇人がいた。　>>>♥

「何をそんなに驚いてるんだ？」

「何でここにいるんだよ！　車で待っててって云ったのに……っ」

　驚きのあまり、反射的に責めてしまう。

　わざわざ迎えに来てもらっているのにずいぶんな態度だとは思うけれど、崇人の登場で面めん倒どうなことになったことは間ま違ちがいない。

（絶対、わざとだ……）

　礼の友人たちに一度挨あい拶さつしておきたいと云っていたことを思い出す。そのときは聞き流していたけれど、本気だったようだ。

　衛え本もと崇人、二十九歳。衛本という日系の名前を名乗っているけれど、国こく籍せきはアメリカだ。父親がイタリア人、母親が日本人なのだそうだ。

　───はっきり云って、崇人は目立つ。

　Ｔシャツにパンツというラフな出いで立ちにも拘かかわらず、人目を引くのは百九十センチちょっとの身長とバランスのいいスタイル、そして、整った容よう貌ぼうのせいだ。

　どちらかというと日本人寄りの顔立ちではあるけれど、ずいぶん彫ほりが深く、夜だとわかりにくいけれど、髪かみと瞳ひとみの色はダークブラウンだ。

　外国の血が入っていると一いち目もく瞭りよう然ぜんの容姿に迫はく力りよくのある長身は、敵を威い圧あつすることが仕事のボディガードとしては適任なのかもしれないが、さりげない行動は難しい。

　どういう関係なのか訊かれても、上手うまく説明できる自信がなかったため、離はなれたところで待っていてくれと云ったのだが、聞いてもらえなかった。

「お前の友人にきちんと挨拶がしておきたかったんだ」

「その人知り合いなのか、礼」

「えっ、あ、ええと、その……」

　何と説明すればいいかわからず、口くち籠ごもってしまう。もっと気持ちの整理をしてから、紹介したかったのだがいまとなってはもうどうしようもない。

「俺は衛本という者だ。いつも礼が世話になってるな」

　礼が躊躇ためらっているうちに、崇人が自分から自己紹介してしまう。その親しげな口調に、若林が怪け訝げんな顔をした。

「衛本さん、ですか。失礼ですが、礼とはどういった関係の方ですか？」

「ええと、この人は仕事の知り合いっていうか、面倒を見てもらってるっていうか……あっ、ほら、アメリカで凄すごくお世話になった人がいたって云っただろ？」

　完全に怪あやしんでいる様子の若林に、礼は慌あわててフォローを入れる。アメリカでの出来事は大まかには報告してある。仕事の関係者だと云えば、納なつ得とくしてもらえるはずだ。

「ああ、礼がモデルをしてる会社の方ですか」

「そうそう」

「ボディガードをしてくれてたんだっけ？　わざわざ日本にまで派は遣けんしてくれるなんて、本当に丁てい重ちような扱あつかいを受けてるんだな」

　礼の言葉に皆みな納得しかけたけれど、間かん髪はつ容いれずに崇人が爆ばく弾だんを落とした。

「ま、ボディガード兼けん恋人だからな」

「恋人!?」

「織原の!?」

「え、なになに？　織原の恋人ってこの人が？？？」

　さっきまでふらふらしていた小湊まで食いついている。驚きのあまり、酔いが醒さめてしまったようだ。

「ちょっ、何で云っちゃうんだよ！」

　ぶわっと顔が熱くなる。だから、皆と崇人を会わせたくなかったのだ。

　気が遠くなりそうな気分だけれど、これは絶対にアルコールのせいではない。

「礼、まだ俺のことを話してなかったのか？」

「話してないわけじゃないけど、そんなことまで云ってなかったんだよ！」

　アメリカで世話になった人がいるといった話はしていたけれど、その人を好きになって、つき合うことになったということまでは告げていない。

（だって、どう云えばいいかわかんなかったし……）

　しかも、その人が自分を追いかけて転職してしまったなんて、どう話したとしても惚のろ気けになりそうで嫌いやだったのだ。

「そんなこととは失敬だな」

　批難めいた言葉だけれど、ニヤニヤとした表情を浮うかべている。困っている礼を見て、楽しんでいるのだろう。

「織原、恋人って本当なの？」

　名塚に静かに確かく認にんされる。この場でごまかすほうが怪しいし、噓うそを吐つくのは彼らに対しても崇人に対しても不誠実だ。年ねん貢ぐの納めどきだと諦あきらめ、礼は小さく頷うなずく。

「う、うん」

　肯こう定ていした瞬しゆん間かん、小湊に詰つめ寄られた。

「どうしてもっと早く話してくれなかったんだよ？」

「ごめん、何度も云おうと思ってたんだけど……」

　どう切り出していいかわからず、今日まで話せずにいたのだ。

「小湊、そう云うなって。織原だって切り出しにくかったんだろ？　お前なら恋人ができた途と端たん、浮かれて云いふらしそうだけどな」

「そんなこと───あるかも」

　若林のフォローと、それに対してボケる小湊のやり取りについ吹ふき出してしまう。

「織原が話したいときに話してよ。相手が男の人だってことには驚いたけど、俺たちみんな応おう援えんするからさ。だろ？」

　どんなときもマイペースで落ち着いている名塚の言葉にほっとした。同意を求められた若林と小湊も頷いてくれた。

「……ありがとう、みんな」

　無む闇やみに騒さわぎ立てることなく、礼の気持ちを慮おもんぱかってくれた友人たちの友情に感動していると、そこに崇人が水を差してくる。

「何だ？　説明しにくいなら、俺から話すか？」

「ややこしくなるから崇人は黙だまってて！」

　鷹おう揚ようで大だい胆たんな崇人の性格はいい方向に作用することも多いけれど、デリケートな問題には不向きだ。

（これは性格っていうより、文化の違いかも……）

　アメリカにも同性同士の交際に眉まゆを顰ひそめるようなタイプの人間はいるだろうけれど、日本よりは市民権を得ているように感じる。

　とにかく、崇人を放ほうっておいたら余計に面倒になるだけだ。このまま居酒屋の前で立ち話を続けるのも迷めい惑わくになるし、一ひと先まず頭を整理したい。

「今日は時間も遅おそいし、詳くわしい話はまた今度するから！　ごめん、じゃあ、また月曜日に！　おやすみ！」

「お、おう」

　戸と惑まどいが抜ぬけきれていない様子の友人たちに謝りながら別れを告げ、車を停とめてきたであろう方向へと崇人の背中を押していく。

「忙せわしないな。そんなに急ぐこともないだろう」

「急いでるわけじゃ───まあ、いいや。早く帰ろ！」

　自分の複雑な心理を言葉で上手く説明できる自信がなく、有う耶や無む耶やにしてしまった。

「何だ、そんなに早く二人きりになりたいのか？」

「なっ……誰だれもそんなこと云いってないだろ！」

「云ってるようなものじゃないか？」

「はいはい、勝手にそう思ってれば」

　二人きりになりたくないわけではないけれど、甘い雰ふん囲い気きはまだ恥はずかしい。こんなふうに揶や揄ゆされると、つい否定してしまう。

　もっと素す直なおになる。それが今後の課題かもしれない。

「そ、そういえば、崇人は夕ご飯食べた？」

「ああ、お前を待ってる間に［Ｃｈｅｒｉｓｈチエリツシユ］で食べてきた」

「え？　昼も行ったって云ってなかったっけ？」

「ああ、マスターの作る食事はどれも美味うまいからな」

［Ｃｈｅｒｉｓｈ］とは、礼がアルバイトをしているカフェの名前だ。最初は礼の様子を見に来るだけだったのだが、この一月で崇人はすっかり常連になってしまった。

「行くのはいいけど、あんまり長居して迷惑かけないようにしてよ」

「テラス席に人がいると新規の客が入りやすくなるから、好きなだけいてくれて構わないとマスターに云われたが？」

「あー……」

　どうやら、マスターは長居をする崇人を客引きに利用しているらしい。

　もしかしたら、最近やたらと店内で何かを探しているような仕草をしている客が多いのは、崇人のせいだったのかもしれない。

　確かにイケメンの常連客がいると噂うわさになれば、興味を持つ人も少なからず出てくるだろう。

　礼がシフトに入っている間はできるだけ来ないようにと云ってあるため、崇人目当ての客がいることに気づかなかった。

「ていうか、そんなにのんびりしててちゃんと仕事してる？」

「いまの俺の仕事は、礼のボディガードだ。真ま面じ目めにこなしてるだろう？」

　崇人は来日するに当たり、ヒューバートの紹しよう介かいでクロフォード・グローバルの子会社の日本支社に転職した。

　クロフォード・グローバルは［ＨＵＥＳ］の代表であるヒューバートの父親が会長を務めている企き業ぎようグループだ。

　崇人が新たに所属することになった会社も、以前と同じようなセキュリティを扱う会社らしい。いまは［フェデリーカ］からの依い頼らいで、所属モデルである礼のボディガード兼マネージャーの任についている。

　しかし、ボディガード兼マネージャーと云っても、いまの礼は云うなればオフのようなものだ。イメージモデルとしての仕事はとくにない。

　学業に影えい響きようのない範はん囲いでという条件でイメージモデルを引き受けたため、次に本格的な動きがあるのは冬休みに入ってからになる。

　つまり、いまはマネージメントの仕事はないに等しいということだ。ボディガードをしてもらう必要もない。

　アメリカにいるときは、確かに危険な目にも遭あったけれど、日本国内ではボディガードは必要ないのではないだろうか。

「次の仕事が始まるまでは、俺のことは放っておいてくれても大だい丈じよう夫ぶじゃないの？　別に危ないこともないだろうし……」

「そういうわけに行くか。日本でだって何があるかわからないだろう？　それとも、俺がふらふらしてるのが心配なのか？」

「いや、その……」

「こう見えても、やることはやってるから安心しろ。お前が大学に行ってる間はオフィスに入ってるし、デスクに向かうだけが仕事じゃない」

「それならいいんだけど……」

「それなりの給料ももらってる。そんなに心配なら、ヒューバートに訊きいてみたらどうだ？」

「疑ってるわけじゃないってば」

　崇人の収入が心配だったのではなく、自分のせいで崇人のやりたいことがやれていないのではと不安だったのだが、上手うまく伝わらなかったようだ。

「ああ、そうだ。ヒューバートで思い出した。来週の金曜の夜は空いてるよな？」

「うん、アルバイトも入ってないけど」

「会社関係のパーティがあって、ヒューバートが招待されていたんだが、都合がつかなくなって来日できなくなったそうだ。それで礼に名代として出席してもらいたい」

「えっ、俺でいいの？　社長さんは？」

　もちろん、日本法人には偉えらい人が何人もいる。一度、顔合わせをしたときに『代表取とり締しまり役やく社長』という肩かた書がきが書かれた名めい刺しをもらった。

　ヒューバートとは経けい営えい破は綻たんした［フェデリーカ］を買収し、再生させた［ＨＵＥＳ］の創業者だ。世界的企業のクロフォード・グローバル会長の長男でもある。

　礼をイメージモデルに推おしたのは、他ほかでもないそのヒューバートだ。彼の友人の写真家が旅先で撮とってきた写真を目にし、そこに写っていた礼に目を留めたのだ。

「もちろん、彼も出席する。日本での展開の下準備のようなものだ。本国側の人間が誰か出席していたほうが印象がいいだろう？」

「行けって云うなら行くけど……」

　やはり、自分では場ば違ちがいではないだろうかという気分が拭ぬぐえない。

　ステージの上やカメラのフレームの中では、自分以外の人たちの尽じん力りよくで一つの作品ができ上がっている。

　完成した広告やショーの動画を見て、いわば自分は素材の一部なのだと理解した。

　素晴らしい作品の一いつ端たんを担になっていることは誇ほこらしいし、精せい一いつ杯ぱいのことをやったつもりではあるけれど、だからといってセレブの一員になったとは思えない。

　礼自身は、いまでもただの大学生でしかない。頼たのみを断る気はないけれど、やはり華はなやかな場所は腰こしが引けてしまう。

「今回は内々のパーティだし、マジックを披ひ露ろうしてもらうわけじゃないから安心しろ」

「そうだといいけど……」

　崇人の言葉に、自分がプロのマジシャンだと思われてしまっていることを思い出した。社長に会ったときも、ショーのときの話をしきりに振ふられた。

　褒ほめてもらえるのは嬉うれしいけれど、あのショーが素晴らしかったのは礼の実力ではない。

　そのことを考えると、その場で見せてくれと無む茶ちやぶりしてくる人もいるかもしれない。

（まあ、そのときはそのときか……）

　新商品発表のパーティのときの緊きん張ちようを思い出せば、何でもできる気がしてくる。

「───さっきはすまなかったな」

「え？」

「お前の日常の一部になれていない気がして焦あせっていたんだ。いや、むしろお前の友人たちに妬やいていたのかもな。強ごう引いんな手を使って悪かった」

　崇人の告白に、自分のことばかり考えていたことを反省した。彼がずっと友人たちに紹介して欲しいと云っていたのは、そんな気持ちからだったとは思いもしなかった。

　気恥ずかしさから、崇人の存在を隠かくしていたけれど、隠されている本人の気持ちをもっと慮おもんぱかるべきだった。

「俺こそ、ごめん。自分の都合ばっかりで崇人の気持ちを全然考えてなかったよね……」

　立場を入れ替かえて考えると、相手の気持ちが理解できる。友達にも紹介できないほど恥ずかしい存在なのかと不安になりかねない。

「いや、自分のことばかりで大人げなかったのは俺のほうだ。お前の気持ちに整理がつくのを待つべきだった。ああいうサプライズはよくないな」

　崇人を落ち込ませたいわけではない。ちゃんと自分の気持ちを知ってもらわなければ、誤解がすれ違いを生んでしまう。

　恋こい人びと同士だとしても別々の人間だ。考えていることは言葉にしなければ伝わらない。

「あのさ！　今度、みんなにちゃんと紹介させてよ」

「いいのか？」

「うん。俺、誰だれかとつき合うのって初めてだから、話すのがちょっと恥はずかしくて……。あっ、もちろん崇人のことが恥ずかしいってわけじゃないからね！」

　最後は照れ隠しで早口になってしまった。

　むしろ、強くて、カッコよくて、自じ慢まんの恋人だ。照れくさいのは、そんな崇人に相応ふさわしい人間でいられるだろうかという不安があるせいだ。

「どんなふうに話してくれるのか楽しみだ」

「べ、別に特別なこと話すわけじゃないし……」

　期待の眼まな差ざしを向けられ、視線が泳いでしまう。崇人を紹介するのはいいけれど、馴なれ初そめはどう話せばいいのだろうか。

（意識してると気づいたきっかけだけは絶対に話せないし……）

　第一印象ははっきり云いって、あまりいいものではなかった。ピンチを助けてくれはしたけれど、彼の距きよ離りの近さに戸と惑まどったのだ。

　しかし、それは最初から意識していた証しよう拠こだろう。一緒に過ごしているうちに、気がついたら構えずに接するようになっていた。

　礼は一人っ子で兄弟はいない。だから、崇人への好意は頼たよりになる兄に対する気持ちのようなものだと思っていたのだ。

　そんな自分の気持ちが恋れん愛あい感情なのだと気づいたのは、ずいぶんあとになってからだ。我ながら、鈍にぶいにもほどがある。

　それまでまともな恋愛経験がなかったせいで、判断がつかなかったのだと思う。問題は彼への好意が恋愛のそれによるものだと気づく前に、肉体関係を持ってしまったことだ。

（……あれは不ふ慮りよの事故みたいなものだったけど）

　あるトラブルに巻き込まれそうになったとき、礼を庇かばった崇人の腕うでに注射器が刺ささってしまったのだが、その中身の薬物が問題だった。

　対象を大人しくさせるための薬物だったようだが、よろしくない混ぜ物がしてあったらしく、二人きりになったときに崇人の理性が飛んでしまったのだ。

　そんな崇人に押し倒たおされ、抵てい抗こうも空むなしく抱だかれてしまった。

　女性経験もなかった礼は突とつ然ぜんのことに戸惑い、混乱したけれど、結果的には快感に[image: ]おぼれさせられることになった。ショックでなかったとは云わないが、不快感や嫌けん悪お感かんがなかったことのほうが礼にとっては衝しよう撃げきだった。

（あの時点でとっくに好きになっちゃってたってことだよな……）

　そもそも、崇人が前後不覚になってしまった責任は礼にある。

　危険な目に遭あったのは、勝手な行動をしたツケだ。崇人はその尻しり拭ぬぐいをしようとして、薬を打たれてしまったのだから。

　恋人になってからの崇人は優やさしい。強引なときも多いけれど、あの夜ほどの荒あら々あらしさを見せることはない。時折、あのときの激しさと比べてしまう。

（……だからって、もっと強引にして欲しいなんて云えないけど）

　自分の考えに、じわじわと顔が熱くなってくる。何を考えているのだと自分に呆あきれるけれど、一度脳のう裏りに浮うかんだイメージはなかなか拭えない。

「どうしたんだ？　黙り込んで」

　崇人に声をかけられる。急に声をかけられたせいで頭の中を覗のぞかれたような気分になり、慌あわててしまう。

「な、何でもない」

「いまさらアルコールが回ってきたか？　飲みすぎたんじゃないだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶだって！」

　エッチなことを考えていたなんて知られたら、しつこくからかわれるに決まっている。絶対に口を割るわけにはいかない。

　違う話題でごまかそうと、必死に思考を巡めぐらせる。

「そ、そういえば、ユーインは元気かなあ。ヒューバートが来られないってことは、ユーインもだよね？　日本に来る予定があったなんて全然聞いてなかった」

　ユーインとは、ヒューバートの公私に亘わたるパートナーだ。

　フルネームはユーイン・ウォン・クロフォード。ヒューバートと同じクロフォードという姓せいを不思議に思っていたら、数年前に結けつ婚こんしたのだと教えられた。

「スケジュールが本決まりになったら、お前にも知らせようと思ってたんだがな」

「会えないのは残念だけど、冬休みになったらまた会えるし」

　長期休きゆう暇かに入ったら、またアメリカへ渡わたることになっている。仕事が始まれば、彼らと顔を合わせる機会はたくさんあるはずだ。

「まったく、お前は本当にユーインに懐なついてるな。正直、妬ける」

「なっ、ユーインのことはそういうんじゃないってば！　俺にとって憧あこがれの人っていうか、目標っていうか……」

　彼に対する気持ちこそ、憧しよう憬けいと信しん頼らいによるものだ。

　優しくて穏おだやかで知的で冷静で。礼が思い描えがく『大人』そのものな人だ。容姿自体も見み目め麗うるわしいけれど、それ以上に嫋たおやかで所作が美しい。

（あと、何となく母さんを思い出すっていうか……）

　どことなく、芯しんの強いところが似ているのだ。指し摘てきされなくても、マザコンの自覚はある。女手一つで育て上げてくれた母は、恩返しする間もなく事故で他界してしまった。

　彼女は最さい期ごまで礼の父親のことを教えてはくれなかった。

　幼い頃ころ、何度か訊たずねたことはあったけれど、そのたびに悲しい笑えみを浮かべる母の様子に質問することはなくなった。

　どんな人なのか、どうやって出で逢あったのか、いまとなっては知ることができないだろうと諦あきらめていたのだけれど、アメリカでその疑問の答えを知ることができた。

　不幸中の幸いというか、偶ぐう然ぜんと必然の重なり合った結果だろう。

　礼としては驚おどろきの連続だったのだが、この夏のことは運命のようなものだったのかもしれない。偶然だと思っていた何もかもは、必然だったのだ。

　そんな中で崇人のことを好きになり、そして、つき合うようになったことこそ運命のイタズラだったように思う。

（初めて逢ったときは胡う散さん臭くさく感じてたっけ）

　崇人が最初から親しげだったのは、礼のことをかなり前から知っていたせいだとわかったけれど、出逢った頃はずいぶんと馴れ馴れしくがさつな大人だと思っていた。

　だけど、そんな大おお雑ざつ把ぱな性格のお陰かげで和なごむことができたのも事実だ。

　ただの大学生である自分が、世界的に有名なブランドのイメージモデルを務めるなんて、普ふ通つうに考えたら無理に決まっている。

　本番が近づけば近づくほど、礼の不安は増していった。そんな中、あんな大役をこなすことができたのは、崇人が緊きん張ちようを解ほぐしてくれたお陰が大きい。

　励はげましてくれたり、軽口を叩たたいて気分を軽くしてくれたりと、あとから思い返すとずいぶん礼を慮おもんぱかってくれていたことがわかる。

（仕事中は丸きり別人みたいだけど……）

　二人きりのときは自然体でいるけれど、仕事となると途と端たんに顔つきが変わる。普段はこれだけ存在感を出しているのに、警備中は気配を完全に殺しているのだから凄すごい。

「……っ!?」

　そのとき、突然近くで瞬またたいたフラッシュの眩まぶしさに礼は思わず目を細めた。

「やべっ」

　何があったのか把は握あくする前に、そんな呟つぶやきが聞こえた。怪け訝げんに思っていると、崇人の表情が厳しいものに変わっていることに気がついた。

「まったく……。礼、車に乗ってろ」

「え？」

　崇人は礼に車のキーを渡すと、フラッシュが光った方向へと向かっていく。そして、車の陰に隠かくれた人物を捕とらえ、引き摺ずり出した。

「いまさら隠れたって遅おそいんだよ」

「！」

　くたびれたジャケットを羽織ったその男は、立派な一眼レフのカメラを首から下げていた。さっきのフラッシュは、そのカメラによるものだったのかもしれない。

「お前、どういうつもりだ？　俺たちに何か用か？」

「な、何なんですか？　俺はたまたま通りかかっただけで別に何もしてませんよ……」

　詰つめ寄る崇人に男はへらへらと笑ってごまかそうとしているけれど、その軽けい薄はくさが余計に怪あやしく見せている。

　そんな態度に、崇人は大おお仰ぎようにため息を吐ついた。

「しらばっくれたいなら、もっと上手うまくごまかせ。無関係ならそんなふうに隠れたりするわけないだろう」

「いきなりこっちに向かってくるから、危険を感じただけじゃないですか」

「隠し撮どりしてたくせに、間ま違ちがえてフラッシュ焚たくなんて三流だな。もっと遠くから撮れば俺たちに気づかれることもなかったろうに、三流以前に素人しろうとか？」

「なっ……そっちから絡からんできたくせに失礼だな！　と、とにかく、俺は忙いそがしいんだ。あんたらの相手をしてる暇ひまはない」

　崇人が鼻で笑うと、一いつ瞬しゆん激高しかけたけれど、すぐに態度を取り繕つくろう。カッとしやすいタイプのようだが、自分の置かれた状じよう況きようが悪いことくらいは判断がつくようだ。

「そのカメラの中の写真に俺たちの姿が写ってなければすぐに解放してやるよ」

「だから、何も撮ってねーっつってんだろ。誤作動でフラッシュが光っただけだっての」

　そう云いいながらも、必死にカメラを体で庇かばっている。疚やましいものを隠していますと云わんばかりの態度だ。

　すり抜ぬけて逃にげるタイミングを探しているようだが、目の前に立ち塞ふさがる崇人には隙すき一つ見当たらない。

「だったら、データを見せられるだろう」

「そ、そんなの無理強じいする権利はないだろ!?　いい加減にしないと警察を呼ぶからな！」

　最後の悪わる足あ搔がきのつもりなのだろう。しかし、警察を呼ばれて困るのは自分のほうなのではないだろうか。

「そのほうが好都合だ。早く通報しろ。第三者の立ち会いの下もと、白黒はっきりつけよう」

「なっ……大事になって困るのはそっちだぞ!?」

「迷めい惑わくを被こうむってるのは俺たちのほうなのに、どうして困るんだ？　加害者はお前だろう。いいから、とっとと見せろ」

「あっ、ちょ、ちょっと……っ」

　崇人はまるでマジックのような見事な手て際ぎわで、男のカメラを奪うばい取った。取り返そうとする男から身を躱かわしながら手早く操作し、中のデータを確かく認にんしている。

「おいおい、何も撮ってないって云ったよな。これは何だ？　やっぱり、ずいぶん前から俺たちのことをつけ回してたみたいだな」

　傍はた目めから見ても、崇人の威い圧あつ感かんが増しているのがわかる。詰め寄られているのは自分でないのに、背筋がぞくりと震ふるえた。

「ほら！　いや、それはその、いい被ひ写しや体たいだと思ってつい。ほら、モデルがいいと創作意い欲よくが湧わくっていうか……いいじゃないっすか、よく撮れてるでしょう？」

　さっきとは、云い訳の内容が変わっている。

　口調までがらりと変わり、媚こびるような声こわ音ねになっている。逆ギレで切り抜ける作戦から、ゴマを擂すって見み逃のがしてもらう作戦に切り替かえたようだ。

「つい、で許されてたら、警察は必要ないよな。盗とう撮さつは犯罪だろ？　通報はしないがデータは消させてもらう」

「……仕方ないですね。わかりました……」

　さっきまでムキになって抵てい抗こうしていたくせに、データの消去をすんなりと受け入れたことに違い和わ感かんを覚えた。

「データ消えましたよね？　もういいですか？　早くカメラ返して下さい」

　男はそわそわとカメラの返へん却きやくを急せかしている。

「念のため、これも処分させてもらう」

　崇人は男のカメラを操作したあと、メモリーカードを抜き取った。その途端、男は顔色を変え、声を荒あららげた。

「ちょっと！　データ消したんだからそれは返してくれたっていいだろ！」

「データを復旧されても困るからな」

　そう云って、指先でパキリと折り曲げる。

「あー！」

　男は落らく胆たん混じりの悲鳴を上げた。どうやら、崇人の云うようにあとからデータを復旧させようと思っていたようだ。

「空のカードに未練でもあるのか？」

「そ、そういうわけじゃ……。あーあ、メモリーカードそれしか持ってなかったのに明日あしたからの仕事どうすりゃいいんだ」

　男は棒読みでそう云って、わざとらしく肩かたを竦すくめる。悲ひ嘆たんに暮れた様子を表現しているつもりのようだが、演技が下手へたすぎて見ていられない。

「それはすまなかったな。だったら、これで新しいのを買えばいい」

　崇人は財さい布ふから出した紙し幣へいを男に押しつけたあと、顔を近づけ低く告げる。

「どういうつもりで俺たちをつけ回していたか知らんが、二度と俺たちに近づくな。次、こういう真似まねをするつもりなら、そのときは覚かく悟ごしておけよ」

「……っ」

　男は悔くやしげな顔で小さな舌打ちをし、有料駐ちゆう車しや場の外に停とめていた車に乗り込むと、急発進させ去っていった。

「無断駐車までしてたのか。やっぱり通報しておけばよかったな」

　ため息混じりに呟く崇人の下に駆かけ寄り、声をかける。

「崇人、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、もう大丈夫だ。それより、車に乗っていろと云っただろう。万が一があったらどうするんだ」

「ごめん、崇人が心配で……」

「ボディガードの心配をしてどうする。けど、不安にさせて悪かったな」

「何で崇人が謝るんだよ」

「ああいう悪い虫を寄せないようにするのも俺の仕事だからな。日本だからといって、気を緩ゆるめすぎていたかもな。尾び行こうに気づいた段階で対処しておくべきだった」

「気づいてたの!?」

「妙みような視線には気づいていたんだが、殺気を感じなかったから油断していた。もっとマスコミ対策に本ほん腰ごしを入れるべきだな」

「……俺ももっと気をつけるようにする」

　平和ボケをしているとしたら、礼のほうだ。アメリカで危険な目に遭あったというのに、未いまだに警けい戒かい心しんが薄うすいと云われてしまう。

　大学でも友人たちがいてくれなかったら、もっとよくない状況に置かれていたかもしれない。何度も危険な目に遭ったのに、危機感が足りなすぎる。

「ところで、あの人って何者だったの？」

「多分、フリーのライターかカメラマンだろう。いわゆるパパラッチってやつだろうな。あとで身元を調べておく」

「名前も訊きいてなかったみたいだけど、そんなことできるの？」

　素す性じようや所属について問うようなことはしていなかった。調べるにしても、何か取っかかりが必要なはずだ。

「乗っていった車のナンバーは覚えてる。名前を訊いたところで本名を云うとは思えなかったからな」

「そっか……」

　口で云うだけなら、いくらでも噓うそを吐つくことはできる。追つい及きゆうしたところで、真実を云うとは限らない。

「レンタカーじゃなかったし、車は自家用車だろう。そっちから調べたほうが確実だ」

　専門的なことはわからないが、何か伝つ手てがあるのだろう。崇人が大丈夫だと云うのだから信じるだけだ。

「さて、帰るか。何つーか、無む駄だに疲つかれたな」

「そうだね」

　げんなりとした崇人の呟つぶやきに、礼も苦笑いする。こういうことは精神衛生上、笑い飛ばしてしまったほうがいい。

「早く二人きりになりたいっていうのに、とんだ邪じや魔まが入ったよな」

「な、何、さりげなく同意を求めてるんだよ！」

　さっきごまかした件について、まだ忘れていなかったようだ。駐車場が薄うす暗ぐらくて助かった。室内なら、頰ほおの赤みに気づかれていただろう。

「うんって云っとけ」

「ばか」

　小声で詰なじると、大きな手でがしがしと頭を搔かき回された。










　今日は、いつもとは帰り道が違ちがった。尾行を警けい戒かいしてのことだろうけれど、自分が不安がっていたら崇人も心配すると思い、ドライブを楽しむふりをした。

「ただいまー」

　マンションに着いた礼たちは、まっすぐ崇人の部屋に向かう。

　崇人が礼の部屋の隣となりに越こしてきたのは、夏休みの終わり頃ごろのことだ。

　以前は騒さわがしかった隣りん室しつの住人が礼が不在の間にいなくなっていたと思ったら、入れ替わるように崇人が入室した。

　日本仕様の間取りは狭せまいらしく、賃貸だというのに室内をリフォームして、２ＬＤＫを１ＬＤＫにしてしまっていた。

　生活の基き盤ばんは自宅のままだけれど、最近は崇人の部屋のほうで眠ねむるようになった。ベッドが広くゆったりできるということもあるけれど、根本的な問題はそこではない。

（自分の部屋だと居たたまれないっていうか……）

　母の仏ぶつ壇だんのある自宅で崇人といちゃつくことが気き恥はずかしいのだ。そんな理由からスキンシップを避さけていたら、崇人の部屋のほうに連れ込まれた。

　それ以降、食事や勉強の時間以外はこちらで過ごすことが多くなった。日に日に礼の私物も増えてきていて、ほとんど同どう棲せい状態になっていた。

「フリーの記者ってことは写真とか記事をどこかに売り込むんだよな？　俺の写真なんかどこに売れるんだろ？」

　ああいった記者に狙ねらわれるのは、老舗しにせブランドのイメージモデルを務めたことに対しての有名税というやつなのだろうか。

　しかし、［フェデリーカ］の広こう告こく塔とうになったとは云いえ、現在は欧おう米べいでの展開しかしていない。大学で少し噂うわさにはなっているけれど、国内では話題になっているというほどではない。

「歴史ある老舗ブランドのイメージモデルに抜ばつ擢てきされたのが日本人ってだけで話題性はあるんじゃないのか？　俺はお前自身に魅み力りよくがあったからだと思っているから、こういう云い方はしたくないんだが……ある意味シンデレラストーリーと云えるからな」

「確かに。俺だって夢でも見てるんじゃないかって思ったし」

　天てん涯がい孤こ独どくな大学生が、ある日偶ぐう然ぜん大だい企き業ぎようのトップの目に留まって大役に大抜擢───そんなネタなら書きようによっては感動モノに仕上げることができるかもしれない。

「でも、記事にするのは早いんじゃない？　日本での販はん売ばいが決まってからのほうがいいような気がするけど」

　いまそんな記事を出しても、そこまでの話題になるとは思えない。日本での展開が始まってからでないと、注目度が低い気がする。

　大学内で礼が噂になっているのは、同じ大学に通っている身近な人間の話だからだ。礼が他校の学生だったら、さして興味を持たないだろう。

「一番手になりたいんだろう。二に番ばん煎せんじだとスクープにならない。考えてもみろ。フリーの記者の後追い記事なんてどこが買う？」

「なるほど……」

　稼かせぐためには新しん鮮せんなネタのほうがいいということは理解できる。だけど、どこで礼に目をつけたのだろうか。

「まあ、いま売り込んだとしても、どこも記事を買うことはないから心配するな」

「え、どうして？」

「お前のことが表に出ないよう先に手は打ってある。ヘンに目立つと大学にも行きにくくなるだろう？　ヒューバートはお前の卒業までは日本展開は待つつもりでいるそうだ」

「そうだったの!?」

　イメージモデルを引き受けるに当たって、学業に影えい響きようの出ない範はん囲いでの活動ならという条件を出している。

　礼としては時間の制限のつもりで申し出たことだったけれど、そこまでの配はい慮りよをしてくれていたとは知らなかった。

「……ってことはつまり、俺が迷めい惑わくかけてるってことだよね……」

　もちろん、彼らの気き遣づかいはありがたい。けれど、自分が関かかわっていることでマイナスが生じるとしたら申し訳ない。

「別に気に病やむことはないだろう。あのヒューバートが目の前のことだけを考えていると思うか？　何年も先を見み据すえた上で、お前を起用したいと思ったから契けい約やくしたに決まってる」

「それはそうかも」

　崇人の言葉にはっとする。どんなに優やさしくても、ヒューバートは経営者だ。大局的に見て損をする選せん択たく肢しを選ぶはずがない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前はちゃんとやるべきことをやったんだ。胸を張っていい。それに学生の間は学業が本業なんだから、大人が気遣って当然だ。甘えられるうちは甘えておけ」

「うん、そうだね」

　よく考えたら、イメージモデルは礼でなくてもいい。いち早く展開していきたいのなら、新たな人物を起用すればいいだけの話だ。気負うほうがおこがましい。

「それでも、ああやって湧わいてくるやつらはいるけどな。けど、俺がついてるから安心しろ。絶対に守りとおす」

「ありがと」

「気にかかることがあったら、何でも相談しろ。……っつっても、俺なんかより大学の友達のほうが頼たよりになるみたいだけどな」

「それ、どういう意味？」

　呟きを聞き咎とがめると、崇人はすぐに苦い表情になった。

「悪い、いまのなし」

「なしって云われても聞いちゃったし」

「ああ、くそ。カッコ悪いな……彼らにちょっと妬やいただけだ」

　崇人の気まずげな告白に目を瞠みはる。礼がまじまじと見つめていると、うっすらと頰が染まった。本当に照れているようだ。

「みんな、いい友達だってだけだよ？」

「わかってる。もちろん、疑ってるわけじゃない。ただ、お前に信しん頼らいされていて、一いつ緒しよに大学に通えるやつらが羨うらやましく感じただけだ」

　柄がらにもなく拗すねた態度を取る崇人に胸が甘く締しめつけられる。

「……バカ、崇人は恋こい人びと、だろ。みんなのことも大事だけど、崇人は特別だってわかってるだろ？」

　気恥ずかしさをごまかそうと、早口になってしまう。目の前のしたり顔を見て、すぐに発言を後こう悔かいした。ついさっきまで拗ねていたくせに、もう立ち直ったようだ。

「それなら、特別なことしていいか？」

「ダメって云ってもするくせに」

　こういうことに関して、礼の拒きよ絶ぜつの言葉はほとんど聞き入れられたことがない。

（まあ、本心から嫌いやだってわけじゃないけど……）

　大たい抵ていは体力の限界から終わりを求めるのだが、何だかんだ云ってしつこくつき合わされるのが常だ。

「それはお前が素す直なおじゃないからだろう？」

「そ、そういうわけじゃ───」

「ないと云いきれるか？」

「……あ……」

　駄だ目め押しの問いかけに躊躇ためらいがちに緩ゆるく首を横に振ふると、したり顔の崇人に顎あごを持ち上げられ口づけられる。

「ん……っ」

　唇くちびるを食はまれ、吐と息いきを零こぼすとその隙すき間まから舌先が忍しのび込んでくる。舌同士が触ふれ合った瞬しゆん間かん、ぞくぞくとした甘い痺しびれが背筋を駆かけ抜ぬけていった。

　こうなってしまえば、夜よ更ふかしは決定事じ項こうだ。何だかんだと云っても、最終的にはベッドに引き摺ずり込まれてしまうのだった。

「……崇人……」

　どんな強い酒よりも、崇人の存在が礼を酩めい酊ていさせる。礼は熱い口づけに酔よいしれていった。










　一方的に責められ、快感に蕩とろけた礼の体は、もうすでに力が入らなくなっていた。指先一本持ち上げるのも億おつ劫くうなほどだ。

「や、ぁ、あ……！」

　さっきからしつこく弄いじり回されている剝むき出しの自身は、痛いくらいに張り詰つめていた。じんじんと疼うずき、些さ細さいな刺し激げきにもさざめくように感じてしまう。

　礼はついさっき欲よく望ぼうを爆はぜさせたばかりだ。なのに、昂たかぶりの熱が治まることはなく、崇人の指の動きに過か敏びんに反応していた。

「ああっ、あ、あ、は……っ」

「また出そうだな」

「だって、崇人が……っ」

「俺が何だって？」

「ぅあっ、強く、しな…いで……っ」

　濡ぬれた先せん端たんの窪くぼみをぐりっと指で抉えぐられ、腰こしが跳はねた。とくに敏びん感かんな部分を爪つめで軽く引っかかれ、堪たまらず頭かぶりを振る。

　崇人は本人以上に礼の体を知り尽つくしている。どこをどう責めれば反応するか、わかっているくせに焦じらしてくるからずるい。

（最初から本気出されても困るけど……）

　全力で責め立てられたら、あっという間に理性が飛んでしまう。

「優しくすればいいのか？」

「ひゃ、あ、ぁあ……っ」

　限界まで張り詰めた昂ぶりを根元から大きく舐なめ上げられると、一層蕩けた声が上がってしまう。崇人はそんな礼の反応に、愛あい撫ぶに熱を込めてくる。

「や、そこばっか、溶とけちゃう……っ」

「ここか？」

「あぁあ……ッ」

　崇人はびくんっと跳ねた腰を押さえ込み、見せつけるように礼の屹きつ立りつにわざとらしく舌を這はわせてくる。熱くねっとりとした感かん触しよくと卑ひ猥わいなその仕草に体の芯しんが震ふるえた。

　終わりの見えない愛撫に、おかしくなりそうだった。

　言葉にならないほどの快感と、性器を舐められているという羞しゆう恥ちに頭の中も全身を巡めぐる血液も沸ふつ騰とうしているかのように熱い。

「あ、ぅあ……っ、も、それやだ……っ」

　力の入らない指で崇人の頭を引き剝はがそうとするけれど、びくともしない。

「本当に嫌なのか？」

「ぁん、あ、あ……っ、んん！」

　崇人は先のほうを口に含ふくみ、いやらしく舌を絡からめ、吸い上げる。

　こんなにも追い詰められているというのに、簡単に終わりが来ないのは、すでに二度もイカされているせいだ。

「あ……あっあ……っ」

　自身を舐めしゃぶられながら、後ろの窄すぼまりを指の腹で撫なでられる。

　内側を探さぐられるときの感覚を思い出し、思わずぎゅっとそこに力を入れると、期待に反して指が逃にげてしまう。

「あ……何で……っ」

　今夜はとことん礼を苛いじめるつもりのようだ。強弱をつけて押されるけれど、決して中に入ろうとはしてこない。

「だめ、崇人、も、それやだ」

　もどかしさで無意識に腰が揺ゆれてしまう。自らねだるような動きが恥はずかしいけれど、欲よつ求きゆうは抑おさえきれない。

「んんっ、崇人の、意地悪……っ」

　涙なみだ目めで悪態を吐つくと、崇人は小さく笑う。その直後、やっとローションを纏まとった指先が押し込まれた。

「あっ」

　太い指が難なく奥まで入ってきた。節くれ立った関節が入り口の窄まりに引っかかるたびに、下腹部に力が入る。

「ン、んん、ひぁ……っ」

　崇人はぬるぬると指を抜き差しさせながら、礼の昂ぶりをあやすように舐め上げる。同時に与あたえられる刺激は、礼の感覚を搔かき乱す。

「ああっ、あ、あ！」

　内ない壁へきを指で押し込まれ、屹立の先端を舌先で抉られる。どうしようもない快感に、礼はただ喘あえぐことしかできなかった。

「ぁン、あっ、そこ、ぅあ……っ」

　崇人に出で逢あうまで、同性とつき合うことになるなんて考えたこともなかった。だけど、いまは体を重ねることが当たり前になってしまった。

　それどころか、抱だかれることに慣れた体は欲望を吐はき出すだけでは満足できなくなってしまっている。体を繫つなげ合い、一つになりたいという欲求が抑えられない。

「……ね、も、欲し……」

「何が欲しいって？」

　答えがわかっているくせに、わざわざ訊きいてくる崇人が憎にくらしい。したり顔で「ん？」と口元に耳を寄せてくる。

「……崇人の、入れて……っ」

　言葉にするのを躊躇っている余よ裕ゆうはもうなかった。羞恥と欲望を秤はかりにかけるまでもない。

「仰おおせのままに」

　縋すがるような眼まな差ざしと共にねだると、足を左右に押し開かれ、指で解ほぐされていた場所に熱くて硬かたいものが押し当てられた。

　濡れた感触はローションを纏っているせいだろう。期待に息を詰めた瞬間、薄うすいゴムに包まれた先端が押し込まれた。

「あ、ぁあ……ッ」

　捻ねじ込まれた衝しよう撃げきに小さく達してしまう。そのせいで、吞のみ込んだばかりの崇人の屹立を締しめつけてしまった。

「そう急せかすな。欲しいものはちゃんとやるから」

「だ、だって……」

　内壁が物欲しげにひくついているのが自分でもわかる。早くもっと奥まで来て欲しい。

「ちゃんと見てろ」

　崇人はそう云いって、礼の腰を摑つかんで引き上げる。顔を上げると、淫みだらに張り詰めた自身と、いままさに礼の中に入っていこうとしている怒ど張ちようが目に入った。

「……あ……」

　実際に感じている存在感も凄すごいけれど、視覚で認にん識しきするそのサイズにも圧あつ倒とうされる。あんなものをこれから受け入れようとしているかと思うと、それだけでくらくらしてしまう。

「息は詰めるなよ」

「やっ……あ、ぁああ……っ」

　力任せに腰を引き寄せられ、一息に最奥まで穿うがたれた。体の内側を勢いよく擦こすり上げられ、悲鳴じみた嬌きよう声せいを上げてしまう。

「全部入った」

「……ッ」

　礼は心の底から欲していたものを与えられ、吐と息いきを零こぼす。大きくて硬くて熱いものが、礼の中でドクドクと力強く脈打っている。

（凄い、欲よく情じようしてくれてる……）

　男の生理は単純で繊せん細さいだ。気乗りしない行こう為いだったとしたら、こんなふうに自己主張することもなかったはずだ。

　求めているのは自分だけではないのだとわかり、ほっとする。

　こうしてお互たがいの熱を交わらせているとき、相手への愛いとおしさを改めて実感する。

「何ぼんやりしてるんだ？　これだけで満足したってわけじゃないよな？」

「そんなこと───ぅあ……ッ」

　確かに安あん堵どしていられるような状じよう況きようではない。云い訳をしようとしたところ、抉えぐるように体を突つき上げられて言葉が途と切ぎれてしまった。

「ひゃっ、待っ……ぁん、あっ、あ!?」

　崇人は、衝撃に強こわ張ばった礼の体を容よう赦しやなく揺さぶってくる。突かれるたびに、礼の昂たかぶりの先せん端たんから透とう明めいの蜜みつが溢あふれてしまう。

「急かしたのはお前だろう？」

「そう、だけど……っ、や、あっ、ああ……ッ」

　欲しいと云ったのは礼だ。けれど、あまりに急な荒あら々あらしい責め立てに、自分の感覚がついていかない。

　崇人に抱かれるようになって、限度を超こえた快感は自分でも持て余してしまうものだと知った。気持ちよすぎて怖こわいなんてことがあるなんて、以前は考えたこともなかった。

「おい、そんなに食いつくな」

「知らな……っ、あっ、ア、あ……！」

　深く穿たれた屹立に粘ねん膜まくがいやらしく絡みついているのが、自分でもわかる。崇人は礼の腰こしを摑み、強ごう引いんに抜ぬき差しを繰くり返した。

　そうやって、物欲しげにひくつく内壁を何度も何度も穿たれる。奥を強く突かれる感覚も、体の内側を擦られる感触も堪たまらなかった。

「ああっ、ぁん、あっ、は……っ」

「中凄いな」

　ぐじゅ、ぐじゅ、と聞こえてくる卑ひ猥わいな水音も、礼の感覚を煽あおる。

　屹きつ立りつを捻じ込まれるたびに、喉のどからは甘く蕩とろけきった声が零れ落ち、反り返った屹立からは体液が溢れ出る。

「ひぁっ、あ、や、ぁあっ」

　激しい律動に合わせてベッドが弾はずむ。値段の張るマットレスは軋きしむ音がしないのだと、最近になって気がついた。

　追い立てられ、どんどん息が上がっていく。内臓が迫せり上がってきそうな圧あつ迫ぱく感かんのせいで、上手うまく呼吸ができない。

「っあ、ああ！」

　何度もイカされたあとのせいで、終わりが見えない。おかしくなりそうなほど高まっているのに、熱が爆はぜる予感は遠かった。

「あっあ、あ、も、あたま、溶とけそ……っ」

「それは俺の台詞せりふだ」

「ぁあッ、あっ、は、たか、と……っ」

「うん？」

　たどたどしく名前を呼ぶと、体を屈かがめて耳を寄せてくれる。礼は必死に腕うでを伸のばし、崇人の首にしがみついた。

「崇人、たかと……っ」

「そんなに呼ばなくても、ここにいるだろ？」

　崇人は礼の首筋に唇くちびるを押しつけ、甘く囁ささやいてくる。余裕のない掠かすれた声に鼓こ膜まくまで蕩けてしまいそうだ。　>>>♥

　このまま溶けきったら、一つになれないだろうか？

　ふと、そんなバカなことを考えてしまう。恋こいは人の理性を奪うばい、愚おろかにする。初めて人を好きになって、そのことを身を以もつて実感した。

　身み悶もだえしたくなるくらい恥はずかしいときもあるけれど、だからと云って恋をしたくなかったとは思わない。こんなにも幸せな気持ちを知ることができたのは、崇人に出逢えたからだ。

「すき、崇人、好き……っ」

「ああ、わかってる」

　崇人の責め立てが激しくなっていく。

　指が食い込むほど強く腰を摑まれ、荒々しい抽ちゆう挿そうを繰り返される。これ以上ないほどに硬く張り詰つめた屹立に搔き回され、粘膜が小刻みにひくつく。

「あっあ、あっ、あ……!?」

　喉の奥から押し出される声を抑おさえきれない。啜すすり泣くように喘あえぐ礼を、崇人は力任せに穿ち続ける。がくがくと揺ゆさぶられ、とうとう礼は高みへと上り詰めた。

「あ、あぁあ……っ」

「……っ」

　頭が真っ白になっている中、耳元で息を詰める気配と体の中の怒張が大きく脈動するのを感じ、崇人も終わりを迎むかえたことを知る。

　脱だつ力りよくしてのしかかってくる体は重たかったけれど、ふわふわとした気分の中、その重さがこれが現実なのだと確信させてくれる。

「礼、平気か？」

　汗あせばんだ髪かみを指で梳すきながら、気き遣づかわしげに訊きいてくる。髪から伝わる指の感かん触しよくさえ、礼の感覚をさざめかせる。

「……うん、へーき」

　心配そうな表情に微笑ほほえみ返すと、ほっとした顔になった。

（強引なくせに心しん配ぱい性しようなんだから）

　矛む盾じゆんしているような気がするけれど、どちらも崇人の本心なのだろう。人の心は複雑だ。礼だって、優やさしくされたいし、酷ひどくもして欲しい───なんて思ったりもする。

「でも、ちょっと死んじゃうかと思った……」

　気持ちよすぎて、二度と理性が戻もどってこないのではという気持ちにもなった。いまもまだ快感の余よ韻いんが、体のあちこちに熱を灯ともしている。

　正直云って、指先一本持ち上げる気力も残っていない。

「明日あしたのバイトは何時からだ？」

「午後からだけど……」

　アルバイトのシフトは十三時からだ。土曜の午前中はその週の講義の復習や、レポート作成に充あてるようにしている。

　意識的に時間を確保することで、学業が疎おろそかにならないよう気をつけているのだ。

「なら、もう少しつき合ってもらっても大だい丈じよう夫ぶだな」

「えっ、まだするの!?」

　さっき、気遣ってくれたのは何だったのかと訊きたくなる。午前中を空けているのは勉強のためであって、夜よ更ふかしのためではない。

「平気だって云っただろう？」

「あ、あれは───」

　そういう意味ではないと云いいたかったけれど、そんな言葉くらいで引いてくれる崇人ではない。何を告げたって云い包くるめられるのがオチだ。

（まあ、いいか……）

　たまには怠たい惰だな半日を過ごすのも悪くないだろう。ただし、朝までコースだけは勘かん弁べんして欲しい。

「……ちょっとだけ、だからね」

　念のため、釘くぎは刺さしておくことにした。
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「それじゃ、また来週」

「おう、気をつけて帰れよ」

　講義を終え、若林たちと別れた礼は校舎の間を抜ぬけ、裏門へと向かう。

「まだちょっと早いな」

　今日は講義がいつもより早く終わってしまった。約束の時間にはまだ余裕がある。そう急ぐ必要はなさそうだ。

　これから、崇人が迎えに来てくれることになっている。待ち合わせ場所は大学の裏門を出て少し行ったところにある小さな神社の前だ。

　人目を避さけているいま、人通りの多い場所で落ち合わないようにしてもらっている。どんなに地味な車で来てもらっても、崇人自身が目立ってしまうからだ。

　ビジネス街ならまだしも、学生だらけの大学近辺では浮うきまくってしまう。

　崇人は本当は二十四時間、礼の傍そばに張りついていたいらしい。大学への送り迎えすら必要ないと礼は思っているのだが、一時期狙ねらわれていたことも事実だ。

　それぞれの妥だ協きよう点を探さぐり、いまのスタイルに落ち着いたというわけだ。崇人と過ごす時間が多ければ多いほど嬉うれしいけれど、周りの目も気になってしまう。

「それにしても、緊きん張ちようするなぁ」

　このあと仕事が入っているのだが、今日はカフェのアルバイトではなく、イメージモデルの仕事のほうだ。と云っても、撮さつ影えいをするわけではない。［フェデリーカ］日本法人の代表と共に、あるパーティに出席することになっている。

　公おおやけのイベントではないのだが、ヒューバートの代理でブランドの顔としてゲストに招かれているのだ。

（パーティなんて、あのショーのとき以来だよ……）

　平へい凡ぼんな日本の大学生が『パーティ』などというものに招かれる機会はほとんどない。あったとしても、親しん戚せきの結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんくらいのものだろう。

　つき合いのある親戚がいない礼にとっては、結婚式などの華やかな場とは縁えん遠どおい生活を送ってきた。当然ながら、そんなところに出席できるような私服は持っていない。

　会社でドレスコードに合う衣装を用意してもらい、プロの手によって見られるように仕上げてもらう必要がある。つまり、『レイ・オリハラ』へ変身させてもらうのだ。

　元々、太りにくい体質ではあるけれど、モデルになってから体型維い持じに努めるようになった。崇人の指導の下もと、筋肉トレーニングも始めた。

　周りの人たちと比べたら、礼の体はあまりに貧弱だ。ボディガードが仕事の崇人の体格が見事なのは当然としても、ヒューバートやユーインと並ぶとまるで大人と子供だ。

（実際、まだまだ子供みたいなもんなんだろうけど）

　それでも、なにもせずにはいられなかった。即そく座ざに結果が出るわけではないけれど、少しずつ引き締しまってきているような気はする。

　裏門を通り抜けようとしたとき、ポケットに入れておいた携けい帯たい電話が震ふるえる。

「はいもしもし、崇人？　どうしたの？　いま、待ち合わせ場所に向かってるところだけど、もしかしてもう着いた？」

『すまない、礼。迎えに行けなくなった』

　電話の向こうから、焦あせりの滲にじむ申し訳なさそうな声が聞こえてきた。

「え、どういうこと？」

『俺の代わりに、信しん頼らいできる者を迎えに行かせる。少し待っていてくれるか？』

「いいけど、何かトラブルでもあったの？」

　崇人が自分の代理を寄よ越こすなんて、余程のことだ。手が離はなせないほどの重大な問題が起こったのだろう。

『まあ、トラブルと云えばトラブルだな……。本当にすまない。こっちを他ほかの者に任せられたらよかったんだが、それが難しくてな』

　歯切れの悪さが気になったけれど、いまはそんな説明をしている間はないだろうと思い、口にしかけていた疑問を吞のみ込んだ。

　崇人の声の後ろは妙みように騒さわがしい。電話の向こうが落ち着かない様子であることが、伝わってくる。ここまでの余よ裕ゆうのなさは滅めつ多たにない。

「俺のことは心配しないで大丈夫だから。云ってくれれば、ホテルに直接向かったのに」

　地下鉄を使えば、会場のホテルまではすぐだ。むしろ、この時間だと道が渋じゆう滞たいしている可能性があるため、車のほうが時間がかかるだろう。

『そういうわけにはいかない。迎むかえの車に乗ったら、念のため連れん絡らくを入れてくれるか？　それとホテルについたら、直接客室に向かってくれ。部屋番号はこのあとメールしておく』

「うん、わかった。よくわからないけど、気をつけてね」

　できる限り、崇人に心配をかけないように明るく返す。

（俺にはどうすることもできないもんな……）

　何か手伝えることがあればいいけれど、礼にできることは何もない。心理的負担をかけないようにするだけだ。

『本当にすまない。それじゃ、十五分後に約束した場所に行ってくれ。それまでは人ひと気けのあるところにいるようにしてくれ』

　通話が慌あわただしく打ち切られる。本当に向こうは忙せわしないようだ。

「そういえば、迎えの人の名前くらい訊きいておけばよかったな」

　携帯電話をポケットに戻もどしたところで、はっとした。いつもなら抜かりのない崇人にしては、珍めずらしい不ふ手て際ぎわだ。

　かけ直して確かく認にんするという手もあったけれど、ばたばたとしているときに手を煩わずらわせるのは心苦しい。

　今日のパーティの主しゆ催さいは［ＨＵＥＳ］の取り引き企き業ぎようだが、パーティの警備は［ＨＵＥＳ］の子会社が担になっているらしい。

　崇人はアドバイザーとして、手伝いをすることになっていると云っていた。

　何はともあれ、礼にできることは精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のびをして出席することだけだ。あとは無事に終わることを祈いのるしかない。

　人気のあるところにいろと云われたけれど、電話をしながら歩いていたせいで、あっという間に待ち合わせ場所に着いてしまった。

　いまからキャンパスに戻ってまたここに帰ってきても十五分以上かかってしまいそうだし、近くのコンビニエンスストアも少し離れたところにある。

「ここで待ってても大だい丈じよう夫ぶだよね」

　以前、礼が危険な目に遭あったこともあり、万が一のことを考えているのだろう。けれど、あれはアメリカに滞たい在ざい中のことだったし、犯人は遺産相続で思おも惑わくを巡めぐらせた血けつ縁えん者しやだった。

　呟つぶやきながら、腕うで時ど計けいを確認する。これはイメージモデルをした記念にと、ヒューバートから贈おくられた［フェデリーカ］の腕時計だ。

　学生の礼のために、カジュアルなデザインのものを選んでくれたらしい。値段はかなり張ると思われるが、しまい込んでいるほうが勿もつ体たいないと割り切り、日常的に使っている。

（それにしても、どういうプログラムにしようかなあ……）

　いま、礼の頭を悩なやませているのは、名塚から頼たのまれたマジックショーのことだ。

　今度、子供たちが施し設せつのシスターたちの慰い労ろう会のようなものを開くらしい。そのときにサプライズで一席設けて欲しいということだった。

　詳しよう細さいはまだ相談できていなかったけれど、準備をするなら早いほうがいい。

　コインを操あやつるくらいなら準備なしにできるけれど、子供が喜ぶような派手なマジックは手持ちのネタにない。格好つけるためにはそれなりの仕込みが必要だ。

　講義やアルバイトの合間に、マジック専門店で買ったマジックの種の練習をしている。礼はプロではないし、専門的な訓練をしたこともない。

　子供の頃ころの手遊びとして、簡単な手品をマジシャンの修業をしていた母に教えられていただけだ。人よりは少し手先は器用かもしれないけれど、ただそれだけだ。

　安やす請うけ合いしてしまったけれど、子供たちをガッカリさせたくはない。それなりの見み栄ばえになる程度には練習しなければと意気込んでいた。

「えいっ。うーん、まだぎこちないなー」

　パーカーの袖そで口ぐちから造花を出現させる。最初の摑つかみはベタなもののほうがいいだろうと思い、マジックアイテムを購こう入にゆうしたのだ。

　まるで、たったいま咲さいたかのような動きをさせなければならないのだが、スムーズに花びらが開いてくれない。

　袖の中に造花をしまい直して顔を上げた瞬しゆん間かん、滑すべり込むようにして目の前に真っ白のスポーツカーが停とまった。

　車種には詳くわしくないけれど、目の前の車が高級車で新車同然だということくらい見ればわかる。どんな人物が乗っているのだろうと好こう奇き心しんを抱いだき、さりげなく様子を窺うかがってしまう。

「！」

　しばらくして運転席から降りてきたのは、洗練された車体に見み劣おとりすることのない容姿端たん麗れいな白人の青年だった。

（すっごい美形……）

　抜ぬけるように白い肌はだに、金糸のようにまっすぐなハニーブロンド。煙けむるような長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。

　それに、驚おどろくほどに顔が小さい。完かん璧ぺきに整った顔立ちと仕立てのいいスーツに包まれた体は、まるで西洋人形のようだった。

　身長は礼より少し高いくらいだけれど、優に八頭身はあるのではないだろうか。腰こしの位置がかなり高く、手足の長さも絶ぜつ妙みようだ。

　彼が佇たたずんでいるだけで、見慣れた風景が一枚の絵画のように見える。崇人やヒューバート、ユーインとはまた違ちがったタイプの美び貌ぼうだった。

　大学には海外からの留学生もいるけれど、学生という雰ふん囲い気きではない。年ねん齢れい不ふ詳しような容よう貌ぼうだが、おそらく礼よりは年上だろう。

　それにしても、こんなところに何の用事があるのだろう。

　この付近には小さな神社以外住宅しかないし、大学の来客なら専用の駐ちゆう車しや場がある。わざわざ裏門近くに路上駐車する必要性は感じられない。

　そんな疑問に首を捻ひねっていると、その青年が礼のほうへと歩み寄ってきた。

（な、何でこっちに？）

　振ふり返ってみたけれど礼の背後には植え込みしかなく、左右を見てみても自分以外に誰だれもいない。戸と惑まどっている間も、彼との距きよ離りは縮まっている。

「こんにちは」

「こ、こんにちは……」

　日本語でにこやかに挨あい拶さつされ、面めん食くらいながらも挨拶を返す。薄うすい唇くちびるから発せられた声は、涼すずやかなテノールだった。

（あっ、もしかして道に迷ったとか？）

　この辺りは路地が入り組んでいるため、土と地ち勘かんがないとわかりにくい場所もある。冷静になって考えてみれば、簡単なことだ。

　驚くまでもないことだったと一人で納なつ得とくしていたけれど、そんな礼の予想はあっさりと覆くつがえされた。

「あなたがレイですね？」

「はい……？」

　いま、自分の名前を呼ばれた気がする。驚きのあまり、間の抜けた声を出してしまった。

「レイ・オリハラではないですか？」

「あっ、はい、そうです！」

　再度確認され、慌てて肯こう定ていする。すると、青年はほっとした表情になり、胸に手を当て軽く腰を折った。

「タカト・エモトに代わってお迎えに上がりました。ホテルまでお送りします」

「ああ、代理の方ですか！」

　彼の言葉にようやく得心がいった。代理の迎えの人間とは彼のことだったのだろう。それにしても、崇人は十五分後と云いっていたのにずいぶん早い到とう着ちやくだ。

「お待たせしてしまって、大変申し訳ありませんでした」

「いえ、俺のほうが早く来ちゃっただけなので……」

　本当は十五分後に来いと云われたところを早く来てしまっただけだ。そんなふうに謝られると恐きよう縮しゆくするしかない。

「まったく、あの男はこんな暑いところを待ち合わせ場所に指定するなんて何を考えているんだ……」

「あの、待ち合わせ場所は俺がここにしてくれって云って───」

「この暑さは体に毒だ。さあ、乗って下さい。飲み物も用意してありますから」

　崇人のフォローをしようとしたけれど、彼の言葉に遮さえぎられてしまう。助手席のドアを開けられ、乗り込むよう促うながされる。

「どうしたんですか？　パーティに遅おくれてしまいますよ」

「ええと、じゃあ、失礼します」

　やんわりと急せかされて恐おそる恐る乗り込むと、静かにドアが閉められる。

　革かわ張ばりのシートは心地ここちよく体にフィットするけれど、妙みように落ち着かない。彼もすぐ運転席に乗り込み、エンジンをかけた。

「シートベルトは締しめましたか？」

「あ、はい」

「では、行きましょうか」

　車は滑なめらかに走り出す。車高が低いせいか、視野が狭せまく感じる。いつもとは違う視界が、余計に礼を落ち着かない気分にさせた。

「何か飲まれますか？」

「いえ、いまは結構です。でも、ありがとうございます」

　やたらに人見知りするほうではないけれど、人間離ばなれした美貌の持ち主と狭い空間で二人きりは緊きん張ちようする。

　何か話題になるネタはないだろうかと、当たり障さわりのない質問を投げかける。

「あの、あなたは［フェデリーカ］の社員の方ですか？」

　自分を迎むかえに来てくれたのだから関係者だろうが、所属を訊きいておいたほうが話すことも出てくるだろうと思ったのだ。礼の問いかけに、彼は小さく笑った。

「そういうことは、乗り込む前に確かく認にんしたほうがいいですよ？　もし、僕があなたに危害を加えようとしている人物だったらどうするんですか」

「そ、そういえばそうですね」

「失礼しました。自己紹しよう介かいもまだでしたね」

「あっ」

　所属どころか、名前すら訊いていなかった自分を反省する。

　崇人にも警けい戒かい心しんが薄すぎると云われていることを思い出した。世の中には悪い人間もたくさんいるということは頭ではわかっていても、最初から疑ってかかるのは気が引ける。

　もちろん、悪意を感じる相手のことは警けい戒かいするけれど、そうでなければとくに気にする必要はないと思うのだ。

　もし、反りが合わなかったり、嫌きらわれてしまったら、その段階で距離を取ればいい。いままではそうやって人間関係を築いていった。

（まあ、名前も訊かずに車に乗り込むのはさすがに反省してるけど……）

　少なくとも、この人は悪い人ではないと思う。礼に対する物腰にも嫌いやなものは感じないし、もしも誘ゆう拐かいが目的なら、こんな目立つ高級車には乗ってこないだろう。

「僕のことはクリスとお呼び下さい」

「クリスさん、ですか？」

　それはファーストネームなのだろうか。

「クリスだけで結構ですよ」

「でも」

「あの方もそう呼んで下さいました」

　クリスは懐なつかしそうな声こわ音ねでそう云った。まっすぐ前を向いているけれど、彼はもっと遠くを見ているようだった。

「あの方？」

　まったく話が見えてこない。クリスは戸惑っている礼にくすりと笑う。

「僕のファミリーネームはカノーヴァ。クリス・カノーヴァと申します」

「───え？」

　クリスの告げたフルネームに、礼は小さく息を吞のんだ。一気に血の気が引いていったのがわかる。

『カノーヴァ』とは、礼の父方の姓せいだ。彼が父方筋の名を名乗ったことに驚おどろいてしまったのは、普ふ通つうの一族ではないからだ。

「あの、カノーヴァって……」

「ええ、僕もファミリーの一員です。と云っても本家とは程ほど遠とおい分家ですし、血の繫つながりもありませんが」

「……っ」

　クリスの突とつ然ぜんの告白に身構える。

「そう身構えないで下さい。僕があなたを傷つけることは絶対にありませんから安心して下さい」

「何が目的なんですか？」

　シートベルトを握にぎりしめ、体をドアのほうへと寄せる。狭い車内に逃にげ場はないが、少しでもクリスから距離を取りたかった。

「いきなり現れた男に安心しろと云われても疑わしいですよね。お手数ですが、こちらをご覧いただけますか？」

　信号で停とまったタイミングでタブレットを渡わたされた。

「そのページをスクロールしてみて下さい」

　タブレットの画面に表示されていたのは、カノーヴァグループの主要企き業ぎようの幹部社員の紹介ページだった。

　クリス・カノーヴァと併へい記きされた顔写真をタップすると、プロフィールが表示される。

（何だか凄すごい経歴だな……）

　そこに並んだ経歴は見事なものだった。誕生日から計算すると、彼はいま三十二歳のようだ。容姿はもっと若くも見えるが、纏まとう雰ふん囲い気きはどこか老ろう齢れいなちぐはぐとした印象を受ける。

　飛び級でアメリカの有名な難関大学を卒業後、二十歳はたちで入社し、最速かつ最年少の若さで幹部の一員に加わったと記されている。

　アドレスを見る限りウェブサイトは本物のようだし、いまよりも髪かみは短いけれど、掲けい載さいされている写真は隣となりに座っている男と同一人物だ。

「信じていただけましたか？」

「はあ……」

　間ま違ちがいなく彼がクリス・カノーヴァであることは判明した。

『カノーヴァファミリー』と云えば、その筋では有名なイタリアンマフィアの流れを汲くむ一族らしい。

　マフィアと云いっても、いまは映画やドラマで描えがかれているような非合法なことをしているわけではない。いくつもの会社を経営している企業グループなのだそうだ。

（全部、崇人から聞いた話だけど……）

　崇人が以前所属していたのは、その数多あまたの会社の中の一つだそうだ。

　高校を卒業後に入隊した軍を怪我けがで退たい役えきしてからは、カノーヴァグループの警備会社でボディガードとして働いていたらしい。

　礼の祖父クラウディオは、そのトップにいる。近い関係者にはボスと呼ばれているようだが、表向きは会長ということになっている。

　そして、クラウディオの長男が礼の父親であるレナートだということだ。夢を追いかけ、アメリカに渡った母、花はなと出で逢あい恋こいをしたらしい。

　様々な事情から、両親は礼が生まれる前に別れている。母は日本に帰国し、女手一つで礼を産み育ててくれた。

　礼がクラウディオの直系の孫だということは、ごく一部しか知らないことだ。礼自身、自分がそんな素す性じようだとわかったのは、ついこの間のことだ。

　ファミリー内には、ある程度知れてしまったようだが、厳重な箝かん口こう令れいと礼への接せつ触しよく禁止が云い渡されていると聞いている。

　一度だけ、祖父と対面することができた。だけど、あれ以上の交流は礼を面めん倒どうごとに巻き込むことになりかねないからと、疎そ遠えんなままでいることになったのだ。

　それなのに、わざわざ分家の人間が礼に接触してくる理由がわからない。礼には一族の実態はわからないし、いまも接点はないけれど、面倒な血筋なことだけは確かだ。

（どういうことなんだろう……）

　彼の素性は明らかになったけれど、迎えの人間だと誤解させて礼を車に乗せた理由はまだわからなかった。

「でも、どうして俺たちの待ち合わせ場所が……？」

　崇人が情報を漏もらしたとは考えにくいし、礼も今日のことは誰だれにも話していない。

「スマートホンのセキュリティを破ることくらい、造作もありませんよ」

「!?」

　平然と違い法ほう行こう為いに手を染めていることを口にされ、ぎょっとする。このクリスという男は、思っている以上に危険な人物のようだ。

　万が一の展開を考え、崇人に連れん絡らくを入れようとしたけれど、何故なぜか礼の携けい帯たい電話は圏けん外がいになっていた。

（あれ？　何で？）

　地下でもないのに、都心で電波が通じないなんてことがあるのだろうか。崇人に連絡ができないことに焦あせる礼に、クリスがやんわりと謝罪した。

「申し訳ありません。この車は電波が入らないようにしてあるんです」

「なっ……」

　どうやら、携帯電話の電波を妨ぼう害がいする何かを使っているようだ。

「すみません、あなたとの会話を誰にも邪じや魔まされたくなかったので先手を打たせていただきました。あなたの時間をもう少しだけ僕にいただけますか？　もちろん、ホテルまできちんと送り届けますから安心して下さい」

　語り口は丁てい重ちようだが、やっていることは強ごう引いんだ。自分の意向が拒こばまれることはないと思っているのだろう。

　連絡手段が断たたれていることにパニックになりかけたけれど、ジーノに誘拐されたときと比べたら身体の危険度はかなり低い。

　郊こう外がいへ向かう素そ振ぶりを見せたら、信号などで停まったときに逃げ出せばいい。礼は腹を括くくり、この状じよう況きようを受け入れることにした。

「本当にホテルまで送ってくれるんですね？」

「ええ。亡なきレナートに誓ちかって約束します」

「え？」

　知った名前がもう一つ出てきたことに動どう揺ようする。

「あの……レナートって、俺の父のことですよね……？」

「はい、そうですよ」

（いっそ、訊ききたいことを訊いてみるか？）

　ホテルまでの距きよ離りを考えたら、ある程度の時間はある。しかも、話をするために礼を車に乗せたのなら、最短距離で向かうとも思えない。

　答えが得られなくても、質問をするだけならタダだ。

「あなたは父のことを知ってるんですか？」

　口にしてから、我ながら間の抜ぬけた質問だったと気づく。訊くまでもなく、同じ姓を名乗る親しん戚せきなのだから知っていて当然だ。

　笑われるかと思ったけれど、クリスから返ってきた答えは予想外のものだった。

「知っているも何も、僕にとって世界で一番大切な人です」

「大切な人？」

　半ば恍こう惚こつとした物云いに、些いささか引いてしまう。白はく皙せきの横顔に浮うかべられた微笑ほほえみは、作り物のようだった。

「僕は母の再さい婚こんで、カノーヴァの一員となりました。クラウディオは実力主義ですが、一族の血が一いつ滴てきも入っていない僕に同世代の従兄弟いとこたちは辛しん辣らつだった。わかるでしょう？　イタリア系でもない僕は異い端たんだったんですよ」

「…………」

　クリスの口から語られる過去に、礼は何も云えなかった。

「そんなふうに排はい除じよされていた僕に、レナートは分け隔へだてなく接してくれました。本家の長男なら、もっと威い張ばり散らしたって許されるのに。お陰かげで表立った攻こう撃げきはなくなりました。僕にとっては、いまでも実の父や兄以上の存在です」

　クリスは礼の父、レナートに心しん酔すいしていたようだ。そして、いまもその気持ちが変わることはないのだろう。彼の言葉には大事な人を喪うしなった悲しみと慈じ愛あいが籠こもっている。

「あの、父はどんな人だったんですか？」

　危機感がないわけではなかったけれど、好こう奇き心しんは抑おさえきれなかった。

「レナートは本当に優やさしい人でした。謙けん虚きよで聡そう明めいで公平で……。そういう人だから、一族の家業に対しては、あまりよくは思っていませんでした。普ふ通つうの家に生まれたかったとよく云っていました」

　そう思う気持ちは理解できる。非合法な成り立ちをした組織を全面的には肯こう定ていできない。きっと、父も同じような価値観だったのだろう。

　現在は法を犯おかしてはいないとは云え、築き上げられた財産の全すべてが、真っ当なものだというわけではないはずだ。

　そんな組織を背負わなくてはならないと思ったら、気き鬱うつを感じて当然だ。

「だから、レナートが家を飛び出したときは驚おどろきませんでした。僕には連絡をくれていましたしね。彼が戻もどってきたのは、ハナが姿を消したあとのことです。ハナに捨てられて、レナートがどれだけ心を痛めたか……」

「母は父を捨てたわけじゃ───」

　母が一人で日本に帰ることにしたのは、父への気持ちがなくなったからではない。祖父に別れるように云われたことと婚こん約やく者しやの存在を知ったからだと聞いている。

　もちろん、それらは人づてに聞いた話だけれど、亡くなるまで独身を貫つらぬきとおしたのはきっと父への愛情からだ。

「クラウディオの説得があったことは知っています。レナートもそのことはわかっていました。だけど、本当に愛していたなら、二人で日本に行くという選せん択たく肢しもあったはずです」

「それは……」

　母が生きていれば、当時の事情を説明することもできたかもしれないけれど、いまとなっては叶かなわぬことだ。

「一人で姿を消すなんて独善的すぎる。しかも、そのときにはあなたがお腹なかにいたことも告げずに去るなんて」

「…………」

　父への好意とは打って変わって、母には快くない感情を抱いだいているようだ。

　クリスは俯うつむき、押し黙だまっている礼に気づき、声こわ音ねを柔やわらげる。

「すみません、あなたを責めているわけではないんです。レナートの最さい期ごにも立ち会わせていただいたので、そのときのことを思い出したらつい……」

「最期？」

「僕が最期を看み取とりました。ボスとはあまり会いたがりませんでしたし、あなたのお祖母ばあさまももう亡くなっていましたから。ご兄弟の仲もさほどいいとは云いえませんでしたしね」

「…………」

　祖父と父の間の確かく執しつは聞いている。父が祖父の仕事に対してよく思っていなかったことで、距離が生まれたようだ。

　幼い頃ころから優ゆう秀しゆうだった父は、祖父から将来を嘱しよく望ぼうされていたらしい。その期待も重荷となり、溝みぞが深まっていったのかもしれない。

　反対に礼の叔父おじに当たるロベルトは、優秀な兄と比べられることで劣れつ等とう感かんを抱き、コンプレックスを持つようになったと聞いている。

「あの、父は母のことを何か云ってましたか……？」

「ハナに対しては、最期まで『すまない』と繰くり返し云っていました」

「そう……だったんですね……」

　父は、誰だれよりも自分自身を取り巻く状況を知っていたはずだ。

　何も云わずに姿を消した母を追いかけようとしなかったのは、家のしがらみに巻き込みたくないという想おもいがあったのかもしれない。

「あなたの存在を知っていたら、もっと早く探したのに。そうしたら、レナートが生きているうちに一目でも逢あえたかもしれない。悔くやんでも悔やみきれません」

「────」

　礼には返せる言葉がなかった。自分だって生きているうちに父に会いたかったし、両親にも再会して欲しかった。

「だから、ハナには一言文句を云いたかったんです。すみません。もちろん、あなたを産み育ててくれたことには感謝しています」

「…………」

　当時の状況を想像したら、クリスが母に対してわだかまりを覚えることは仕方ないと理解できる。けれど、礼にとっては優しくて誠実な人だった。悪く云われるのは気持ちのいいことではない。

「あなたの目や声はあの人によく似ています。こうして話していると、あの人が戻ってきてくれたように感じます」

「そんなに似てますか？」

「ええ、とても。佇まいがとくに似ています。先ほど、車の中からあなたを見つけたとき、レナートがそこにいるように見えました」

　会ったことはなくとも、父に似ていると云われるのは嬉うれしかった。ただ、クリスが礼に父を重ねて見ているようで、それが少し引っかかった。

　もしかしたら、彼から感じる好意は、自分に向いたものではなく父であるレナートに対してのものなのではないだろうか。

　面おも影かげを追いたくなる気持ちはよくわかる。礼もユーインに母に似た部分を感じて懐なつかしさを覚えることがある。

　彼も同じような気持ちでいるのかもしれない。

「レイ、どうかお願いです。アメリカに───僕たちの下もとに戻ってきて下さい。カノーヴァの後こう継けい者しやはあなたを措おいて他ほかにはいない」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　後継者って何云ってるんですか？　冗じよう談だんですよね？」

　まったく笑えないけれど、アメリカンジョークは日本人にはわかりにくいこともある。きっと、そういった類たぐいの発言だろう。

「僕は本気です」

「そんなことできるわけないじゃないですか！」

　冗談で云っているわけではないとわかり、思わず大きな声を上げてしまった。

「どうしてですか？　あなたは本家の直系の血を引いているんですよ？　後継者になる資格があります」

　本気で不思議そうに問い返してくる。クリスは心から、礼が後継者になるべきだと思っているようだ。

「どうしてって……俺には荷が重すぎるし、継つぎたいとも思いません。第一、俺が関かかわることを祖父は嫌いやがっているはずです」

　自分はそんな大きな組織を率いるような器うつわではないし、簡単に承しよう諾だくできるような問題でもない。それ以前に、礼の意志一つでどうにかなるようなことではないはずだ。

　クリスにだって、そんな大きな権限はないだろう。どういうつもりで、そんなことを云ってきているのかわからなかった。

「クラウディオのことを心配しているんですか。彼はいまのあなたの生活を慮おもんぱかって、ああいう態度を取っているんですよ。いまは口を開けばあなたのことばかり話しています。本心ではあなたに傍そばにいて欲しいと願っているはずです」

「そ、そんなこと云われても……」

　本音を云えば、祖父ともっと交流したいと思っている。けれど、彼の立場を考えたらそれは難しいだろう。

　カノーヴァ家は普ふ通つうの家族ではない。アメリカで礼が危険な目に遭あったのも、一族のしがらみが理由だ。

　まだ現げん役えきとは云え、祖父ももう高こう齢れいだ。彼の残す莫ばく大だいな遺産の行方ゆくえを気にしている人間はたくさんいる。気に入っていた亡なき長男の血を引く孫が現れたら、取り分が減るかもしれないと危機感を覚えた者もいたのだ。

　金や権力は人を狂くるわせる。それが大きければ大きいほど、人を豹ひよう変へんさせる力も大きくなる。

（俺は別に遺産なんていらないけど……）

　もちろん、お金には困らないに越こしたことはない。事実、数ヶ月前までは学費をどう捻ねん出しゆつしたらいいかと頭を悩なやませていた。

　だからと云って、降って湧わいた身の丈たけに合わない財産が欲しいとは思わない。

　分不相応な金銭で贅ぜい沢たくをしたいとは思わないし、億万長者になりたいとも思わない。日々を堅けん実じつに生きていけるだけでいい。自分の食い扶ぶ持ちくらい、自分で稼かせぐべきだ。

　幸い、［フェデリーカ］からの報ほう酬しゆうで学費に悩むことはなくなった。生活費はアルバイトでの稼ぎで足りている。

　しかし、礼がそんな考えを持っていると知らないロベルトは、自分の地位が脅おびやかされかねないと危き惧ぐし、日本に追い返そうと嫌がらせをしてきた。

　それだけでも迷めい惑わく極きわまりないのだが、さらにロベルトの命を受けていた従兄いとこジーノが暴走し、暴力で礼を取り込もうとした。

　血けつ縁えんなのだから、もっとお互たがいに慮り合えないものかと思うけれど、生まれ育った環かん境きようの特とく殊しゆさを考えたら仕方ない面もあるのかもしれない。

（だからって、許せるわけじゃないけど……）

　ジーノがしでかしたことは嫌がらせの範はん疇ちゆうを超こえており、紛まごうことなく犯罪だった。こうして無事に日常生活に戻もどれたのは、危ないところで崇人が助け出してくれたお陰かげだ。

「あなたに後継者になって欲しいと願っているのは、僕やクラウディオだけではありません。タカトもその一人です」

「───どういうことですか？」

　急に崇人の名前が出てきたことに身構える。

「こんなことを云うとショックを受けるかもしれませんが、あの男があなたの傍にいるのは、あなたがカノーヴァの直系だからです。その血に忠誠を誓ちかっているだけでしかありません」

「そんなこと……」

　ないと云いたかったけれど、礼には断言できなかった。

「あの男だって、あなたが後継者になることを決意すれば喜ぶに決まっています。僕としては彼を喜ばせたいわけではないですけどね」

「そんな、まさか……！」

　反射的に否定したけれど、クリスの言葉で礼の胸にはもやもやとしたものが生まれた。

　崇人自身は組織の正式なメンバーではないとのことだが、彼の父親は祖父、クラウディオの腹心の部下だ。

　礼のボディガードに選ばれたのも、崇人がボスであるクラウディオが信しん頼らいする片かた腕うでの息子むすこだったからという流れだったようだ。

　崇人はカノーヴァファミリーの企き業ぎように勤めていただけだと云いっていたけれど、父親のことは尊敬しているようだ。

　そんな気持ちを考えたら、父親のあとを継ぎたいと思ってもおかしくはない。

　どうして自分のような平へい凡ぼんな大学生を好きになってくれたのだろう───そんな疑問がいまでも拭ぬぐえない。

　そんな不安を抱いだいていたせいで、クリスの言葉が胸に刺ささってしまったのだろう。

　鬱うつ々うつと考え込んでいると、不意に車が停とまる。目的地に着いたのだろうかと顔を上げたけれど、まだ道の途と中ちゆうだった。

　ここはどこなのかと周囲を見回している礼に、クリスは低く問いかけてきた。

「───そんなにあの男はあなたの心を乱しますか？」

「え？」

　その険しさの滲にじむ昏くらい声こわ音ねに背筋がざわりとなる。

「個人的な意見を云わせていただくなら、あの男はあなたには相応ふさわしくないと思います」

「な、何の話ですか？」

　クリスの唐とう突とつな発言に動どう揺ようする。一体、どういう意味合いで云っているのだろうか。

（俺たちのこと知ってるのか……？）

　崇人との関係を隠かくすつもりはないけれど、カノーヴァ家の人間に知られるのはいいことではない気がする。カミングアウトは、少なくとも崇人に相談してからにすべきだ。

　惚とぼけようとしたけれど、クリスは小さく笑った。

「ごまかさなくてもいいんですよ。あの男があなたの恋こい人びとだと調べはついていますから」

「調べって……俺たちのことを調べたんですか!?」

「不ぶ躾しつけな真似まねをして申し訳ありません。あなたの情報は、いま極ごく秘ひ事じ項こうになっているんです。そうでもしないと、居場所さえわかりませんでしたから」

「なっ……」

　クリスの悪びれもない態度に絶句する。身辺を探さぐられた礼がどう感じようが、何とも思っていない様子だった。

　そこまでして自分に会いにこようとした執しゆう着ちやく心も理解できない。血の繫がりだけで、会ったこともない人間を後継者にすえたいと思うものだろうか。

（父さんが親しくしてた人なら、悪い人ではないんだろうけど……）

　だが、礼の常識とは感覚がずれていることは確かなようだ。外見どおり、浮うき世離ばなれしたタイプなのだろうか。

「気持ちはわかります。初めての異国の地で命を助けられたら、誰だれだってその相手に好意を持つに決まっています。いわゆる、吊つり橋効果というものでしょう」

　断定する口調にムッとなる。まるで、自分の気持ちが錯さつ覚かくでしかないと云われたみたいで不ふ愉ゆ快かいだった。

「そんなことありません！　どうして、あなたにそんなこと云われなくちゃいけないんですか!?」

　崇人を好きだという気持ちは、間ま違ちがいなく本物だ。錯覚なのだとしたら、こんなにも悩んだり胸を痛めたりするわけがない。

「ああ、誤解させてしまってすみません。僕はあなたの想おもいを否定するつもりで云ったわけではないんです。ただ、あなたにとって似つかわしくない相手なのではと……」

「云っている意味がわかりません」

　自分でも釣つり合いが取れていないことは自覚している。けれど、第三者にそんなことを云われる筋合いはない。

「誤解しないで下さい。あの男はいい影えい響きようを与あたえる人間ではないと云いたいんです」

「影響？　それこそ、口を出される筋合いはありません」

「もっと冷静になって考えてみて下さい。あんな粗そ雑ざつで乱暴な男の傍にいたら、あなたにいい影響を与えません。はっきり云って害悪です」

「害悪って……」

　酷ひどい云われように返す言葉もない。崇人との関係を否定され、最初は憤いきどおりを感じていたけれど、ずれた発言を繰くり返すクリスに薄うす気き味み悪わるいものを感じ始めていた。

「───僕ではいけませんか？」

「……は？」

　さらに斜ななめ上の問いかけが来た。思い詰つめた表情のクリスを胡う乱ろんな眼まな差ざしでまじまじと見つめてしまう。

「こんなことを申し上げるのはおこがましいとはわかっていますが、あの男よりは有能なつもりですよ。彼と僕、どちらを傍そばに置くべきか考えてみてはいただけませんか？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　何を云ってるんですか!?」

　クリスはどういう意味合いで云っているのだろうか。俄にわかには判断がつきかねた。

「僕はあなたと共にいたいんです」

「……っ」

　自分を見つめてくるクリスの眼差しに、ぞわっと鳥とり肌はだが立った。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみの焦しよう点てんが合っていない。このままここにいては危険だと、本能的な恐きよう怖ふが警笛を鳴らす。

　しかし、礼の体は金かな縛しばりに遭ったみたいに動かなかった。彼の抱いている感情は悪意ではない。けれど、純じゆん粋すいな好意だとも思えない。

「お願いです、レイ」

「……っ!?」

　詰め寄るように迫せまられ、手を取られた。

「あなたに忠誠を誓わせて下さい」

「あ、あの……っ」

　その瞬しゆん間かん、ぼふっと鈍にぶい音がした。クリスに手を握にぎられた弾はずみに、反射的に袖そでに仕込んでおいた造花を無意識に出してしまったのだ。　>>>♥

　クリスは驚おどろいた様子で、礼の手の代わりに握った花を凝ぎよう視ししている。

「これは……？」

「あ、あの、ええと……失礼しますっ」

　逃にげるならいましかない。クリスが目の前の花束に気を取られている隙すきに、シートベルトを外して車から飛び出した。

「レイ、待って下さい！」

　呼び止められたけれど、必死に足を動かす。自分の現在地がわからなかったけれど、少しでも彼から距きよ離りを取ろうと駆かけ出した。

　車が追いかけてくる気配を感じ、公園の中に足を向けた。この道を追ってくるには車を降りる必要がある。

「この公園って……」

　注意書きの看板を見て、パーティのあるホテルの横にある都立公園だということがわかった。つまり、この中を抜ぬけられればホテルの正面に着くはずだ。

「わっ」

　再度走り出そうとしたそのとき、鳴り響ひびき始めた携けい帯たい電話の着信音に飛び上がりそうになる。

　車から離はなれたことで電波が入るようになったのだろう。慌あわただしい手つきでポケットから取り出し、通話をオンにする。

『礼！　よかった、やっと繫つながった』

「崇人……」

　連れん絡らくがつかず心配していたようだ。礼も崇人の声を聞いてほっとする。浮き足立っていた気持ちも幾いく分ぶん落ち着いた。

『いまどこにいる？』

「ホテルの横の公園の中みたいなんだけど、詳くわしい場所はわかんない。ちょっと待って、地図探してみる」

　辺りを見回すと、少し先に案内板が目に入った。そこに記された簡易地図によれば、ホテルまですぐのようだ。

「公園の西側の入り口の近くみたい。崇人はいまどこなの？」

『俺はホテルのロビーにいる。いまから迎むかえに行くから、そこで待ってろ』

「わかった。……あっ、やっぱりちょっとここはまずいかも……」

『まずい？　どうしてだ？』

「ホテルまですぐみたいだから、そっち向かうね。入り口で待ってて」

　ここでぼんやりしていたら、クリスが追いかけてきてしまうかもしれない。

（放ほうっておいてくれればいいんだけど……）

　携帯電話を握りしめたまま、ホテルを目指して走る。木々の間の路地を抜けると、崇人が落ち着かない様子でホテルの入り口で待っている姿が目に入った。

　車が来ていないことを確かく認にんしてから、道路を渡わたって崇人のところへと駆け寄る。

「礼！」

　崇人は礼の姿を見つけた途と端たん、走ってきて抱だきしめてくれる。力強い腕うでの感かん触しよくに、安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「無事でよかった……。心配した」

「ごめん、連絡したかったんだけど電波が通じなくて……」

　事情を話したかったけれど、何から説明すればいいかわからない。

　迎えの人と間違えて見知らぬ男の車に乗ってしまったことを謝らなければならないし、その男がカノーヴァの人間だったことも報告しなくてはならない。

「いいんだ。大体の事情は把は握あくしてる。お前が悪いわけじゃない。今日のことは完全に俺の不ふ手て際ぎわだ。本当に悪かった」

「どういうこと……？」

「詳しい話はあとにしよう。一ひと先まず部屋に───」

「崇人？」

　言葉を止めた崇人の表情を窺うかがうと、厳しい眼差しで礼の背後を睨にらみつけていた。視線の先が気になって振ふり向くと、いつの間にかクリスがそこにいた。

（……っ）

　どうしてと声を上げそうになったけれど、礼の目的地は元々知られていたことを思い出した。車と駆け足では追いつかれて当然だ。

「……クリス・カノーヴァ」

　崇人の口から、彼の名前が零こぼれた。

「久しぶりだな、タカト・ベラルディ。健勝そうで何よりだ。会えて嬉うれしいよ」

　二人はお互たがいに面識があったようだ。久々の対面のようだけれど、どちらも再会を喜んでいる雰ふん囲い気きではなかった。

「心にもないことを口にできる厚こう顔がんさは変わっていないようだな」

「ちゃんと本心だよ。レイを守る盾たてとして綻ほころびがあるようでは困るし、これまでの警護の任務を労ねぎらってあげたくてね」

「お前に労われる謂いわれはないんだがな。───で？　何をしにきた、クリス」

　さりげなく礼を背後に庇かばいながら、崇人はため息交じりに問う。

「何って、訊きくまでもないだろう？　将来、僕が仕える人に一目逢あいに来ただけだよ」

「そっちか……。礼はカノーヴァとは関係ない。不用意に礼に近づくな。関かかわりを持つなとクラウディオから指示が出ているだろう」

　クリスの言葉に、崇人は声を硬かたくする。崇人たちは礼と一族の人間を近づけないように尽じん力りよくしてくれている。

「レイにはあの人の血が流れてるのに、関係ないわけがないだろう？　ボスの指示は頭の悪い輩やからに利用されないようにするための措そ置ちなんだから僕が聞く必要はない」

「お前みたいに頭のイカれたやつに近寄らせないためでもあったんだがな」

「年下のくせに相変わらず生意気だなぁ」

「それはどうも」

「ファミリーの一員でもない人間のくせに何偉えらそうにしてるわけ？　使い勝手がよかったからレイの傍に置かれているだけだっていう意識が足りないな」

　クリスはわざとらしく肩かたを竦すくめてため息を吐ついて見せる。その言動に、崇人は苛いら立だちを感じているようだった。

「好き勝手云いいやがって。相変わらず無礼な男だな」

「君は盾として丈じよう夫ぶではあるけど、頭が足りないね。あんなトラップに簡単に引っかかるなんて。大体、レイのことを自分以外の人間に任せるなんて意識も足りないな」

「面めん倒どうなフェイクを山のように仕込んできたのはお前だろう」

　崇人が礼を迎えに来られなくなったのは、クリスが何かしたせいだったらしい。

　そういえば、邪じや魔まされずに話がしたかったと云っていた。多分、礼と接せつ触しよくするために、手を回したのだろう。

「あれはテストだよ、タカト。そして、君は失格だ。早々にレイの傍そばから去ってくれ」

「お前に試ためされる謂われはないし、お前の命令を聞く立場にはない」

「そう、君には何もない。本来、レイに触ふれる資格も権利もないんだよ」

「なっ……」

　ずいぶんな云われように、礼のほうが頭に血が上ってしまう。そんなことを云われる筋合いはないと文句を云いたかったけれど、崇人に動作で押し止とどめられて口を噤つぐんだ。

「お前がどう思おうがどうでもいいし、お前の云うことを聞く気もない。それとクラウディオにも報告を入れておく」

「見習うべき忠誠心だな。忠犬の面めん目もく躍やく如じよってところか？」

　クリスはそう云いながら、思わせぶりな視線を礼に送ってくる。

　───その血に忠誠を誓ちかっているだけ。

　その言葉が脳のう裏りに蘇よみがえり、胸がひやりとなった。

「ボスだから報告をするわけじゃない。依い頼らい主だからだ。そういうことを云うなら、俺よりもお前のほうが忠実であるべき立場だろう」

「もちろん、ボスに恩義はあるし、僕は僕の義務を果たすつもりだ。ギブアンドテイクだよ」

「幹部の座にまでついたくせに、ずいぶんとドライなんだな」

「僕の忠誠心は違ちがうところにあるからね」

「はあ？」

「ともかく、いつまでもレイを君に預けたままでいるつもりはないからね。本当はそんな手で触れさせたくもないんだけど、いまのところは仕方ない。ずいぶん、君に懐なついているようだからね」

「懐いてって……」

　礼に執しゆう着ちやくしている様子のわりに、見下されている感が拭ぬぐえないのはどうしてだろう。

　崇人に冷ややかな視線を向けていたクリスは眼まな差ざしを柔やわらかくし、優やさしい声こわ音ねで礼に語りかけてきた。

「車から急に飛び出すと危ないですよ、レイ。ホテルまでお送りしますと申し上げたでしょう。でも、そんなそそっかしいところもあの人にそっくりです」

「はあ……」

　よく似ていると云われたときは嬉しかったけれど、何でもかんでも父に関連づけようとするクリスに薄うすら寒いものを感じる。クリスの言葉を聞き、崇人が顔色を変えた。

「ちょっと待て。車から飛び降りたのか!?」

「ち、違っ、大だい丈じよう夫ぶ、心配しなくても停とまってたときに逃にげ出しただけだよ！」

　クリスの発言に血相を変えたのは、崇人のほうだった。

　いくらなんでも映画のアクションシーンのようなことができるわけはない。崇人を安心させようと状じよう況きようを説明する。

「本当だな？」

「本当だって！　ほら、どこも怪我けがしてないだろ？」

　無む茶ちやをした前例がいくつもあるため、不安が拭いきれないのだろう。そういった意味では信用が薄い自覚はある。

「二度とあんな真似まねはなさらないで下さい。もしも、あなたに傷がついてしまったら、僕は自分を許せなくなっていたところです」

　誰だれのせいであんな行動を取らなければならなかったのかと文句を云いたくなったけれど、声を荒あららげたところで動じるとも思えない。

　礼は深呼吸して、気持ちを落ち着ける。そして、ゆっくりと言葉を句切るようにして告げる。

「大丈夫です。あなたの車にはもう乗りませんから」

「この車はお気に召めしませんでしたか？　日本車のほうが安心できるかもしれませんね。次回までに新しい車を用意しておきます。希望があるようでしたら、おっしゃって下さい」

「そういうことを云ってるんじゃなくて……！」

　言葉が通じるのに、話が通じないことにストレスが溜たまる。反論を聞き流し、クリスは礼に嬉しそうに語りかけてくる。

「そういえば、レイ、さっきのはマジックですか？　とても驚おどろかされました。でも、初めてのあなたからの贈おくり物、大切にします」

「あ、いや……」

　胸ポケットに差していた手品用の花を取り出し、クリスは気き障ざに口づける。

（別にあげたわけじゃないんだけど……）

　返して欲しいとは云いがたい雰囲気だ。安っぽい造花なのに、クリスの手元にあるだけで生き生きとした可か憐れんなブーケに見えるから不思議だった。

「贈り物？　あいつにやったのか？」

「あ、いや、手を握にぎられたから、つい……あっ、別に何かされたわけじゃないから！」

　一いつ瞬しゆん、剣けん吞のんな空気になった崇人を宥なだめようと必死にフォローする。人目があるところでこれ以上の揉もめごとになるのは避さけたい。

　実際、手に触れられたくらいで過か剰じような反応だったかもしれないけれど、あの狭せまい空間の中で迫せまられて平静ではいられなかったのだ。

　礼に危害を加える気がなかったからよかったものの、もしも悪意を持っている相手だったら危険な目に遭あっていたかもしれない。

「───礼、そろそろ行こう。急がないと準備が間に合わなくなるな」

　崇人に云われ、ホテルに来た目的を思い出した。今日は［フェデリーカ］の顔として、パーティに招待されているのだ。

　開始時間よりも早めに来たのは、その仕し度たくのためだ。いまの普ふ段だん着ぎのまま参加するわけにはいかない。

「そうだったね！　早くしないと」

　この場を離はなれる理由ができたことにほっとする。

「ああ、今日はお仕事でしたね。引き留めてしまって失礼しました」

「あなたも帰って下さい。俺は祖父の仕事に、一いつ切さい関かかわるつもりはありませんから」

「いますぐに先のことまで決めたりしなくていいんですよ。突とつ然ぜん、将来のことを云われても混乱しますよね？　些いささか尚しよう早そうでしたね。焦あせりすぎていました」

「混乱してるわけじゃ───」

「しつこいぞ。ぐだぐだ云ってないで、さっさとアメリカに帰れ。もちろん、一人でな。今日のことはクラウディオにも報告しておくからな」

「好きにすればいい。ボスは僕の行動に理解を示してくれると思いますよ」

　クリスには不思議な自信があるようだ。その根こん拠きよとなるものでもあるのだろうか。

「レイ。将来を決めるには、心の準備も必要でしょう。時間をかけて、僕の云ったことをよく考えてみて下さい」

「俺の答えはもう決まってると何度云ったらわかるんですか」

「いまは冷静じゃないんですよ。それはサプライズをしてしまった僕の責任ですね」

　彼は自分の云うことを礼がいつか必ず聞き入れると信じているのだろう。

　きっと、これまでの人生において思いどおりにならないことなどなかったに違いない。

　こういうタイプは人の心はそんなふうにコントロールできるものではないと気づいたとき、どんな行動を取るのだろうか。

「今日のところはレイに免めんじて引くとしましょう。くれぐれも失礼のないようにな、タカト。次に今日のような不ふ手て際ぎわがあったら、ただではすまないと思え」

「だから、お前の命令は受けないと云ってるだろう……」

　話を聞こうともしないクリスの態度に、崇人はあからさまにげんなりとしている。

「来月いっぱいまで夏期休きゆう暇かを取ったんです。初めての日本ですから、あちこち見てみようと思ってるんですよ。よかったら、一いつ緒しよに食事でもしましょう。僕たちの未来を話し合いたいですしね」

「み、未来？」

　よく考えろと云いっていたくせに、結論は一つしかないものと信じているようだ。

「それでは、また」

　クリスは優ゆう雅がに一礼すると、スポーツカーに乗り込み、去っていった。

（よかった……帰ってくれた……）

　思っていたよりもあっさり引いていったことにほっとすると同時に、礼を庇かばってくれていた崇人の体からも力が抜ぬける。

「崇人……」

「大丈夫か？」

「う、うん。ちょっと驚いたけど大丈夫」

「迎むかえに行けなくてすまなかった。怖こわい思いをさせたよな。判断ミスだった。反省してる」

　崇人から謝罪を受ける。自責の念に駆かられている様子だ。

「俺も油断しすぎてた、ごめん」

　初対面の相手なのに、正体を確かく認にんせずに車に乗り込んでしまうなんて、いまどきの小学生だってしないだろう。

「それは俺の指示が悪かったんだ。あいつにまんまと一いつ杯ぱい食わされたってわけだ」

　結果的にクリスの手の平の上で踊おどらされることになった崇人は、悔くやしそうにしている。

「もう行かないと。メイクさんとか待っててくれてるんだよね？」

「そうだったな。部屋はこっちだ」

　崇人にエスコートされ、客室へ通じるエレベーターへと案内される。

「一体、今日は何があったの？」

　周りに人がいないことを確認してから、改めて崇人に問いかけた。自分には何もできないかもしれないけれど、状況は把は握あくしておきたい。

「今日のパーティに、身元の怪あやしい人物が潜せん入にゆうするという情報があったんだ」

「何それ!?」

「同じ日に会社のサーバに怪しい動作が報告されたこともあって、警備計画が漏もれた可能性を考えて警備態勢を見直すことになった。まあ、他ほかにも色々とあってな」

「大丈夫だったの？」

「手間はかかったが、対処はできたし手も打ってある。それだけならまだよかったんだが、お前を迎えに行く直前にクリスが日本に来るという知らせが入ったんだ。放ほうっておくわけにはいかないし、誰かに任せるわけにもいかなかったからな」

「あの人ってそんなに要注意人物だったの……？」

　動向一つでそこまで注意をしなければならないなんて相当のことだ。かなり変わった人物だという印象ではあったけれど、崇人の警けい戒かいぶりは尋じん常じようではない。

「そうだな、厄やつ介かいなのは確かだ。頭は切れるが、性格が偏かたよっているんだ。優ゆう秀しゆうなぶん、思い込みが強いというか、執しゆう着ちやくが強いというか───」

「確かにそんな感じだったかも……」

　人の話を聞かないというか、自分以外の人間を見下しているような空気は感じた。

　突然、礼にファミリーの後こう継けい者しやになれなどと突とつ拍ぴよう子しもないことを云ってきて、そうすることが当然であると心から信じているようだった。

「念のため、あいつに動きがあったら報告をもらえるよう頼たのんでおいたんだが、今回はそれを逆に利用されたというわけだ」

「利用？」

「不ふ審しん者しやの情報やサーバへの侵しん入にゆうはクリスの張った伏ふく線せんだったってことだ」

「全部、あの人の仕し業わざだったってこと!?」

「そうだ。クリスが来日するとしたら、目的はお前しかない。接せつ触しよくしようとする前に俺が確保したほうが早いと判断して、プライベートジェットの到とう着ちやく時に押さえることにしたんだ」

「だから、迎えには来られなくなったんだ」

「結局、どの情報もブラフだった。礼を一人にすることが目的だったんだろう。俺を偽にせの情報で踊らせているうちに、一足早く民間機で入国していたようだ。結果俺を出し抜いて、ああしてお前の前に現れたってわけだ」

「そうだったんだ……」

　自分に会うために、ずいぶんとまどろっこしい手を使ったものだ。いくら崇人というボディガードがいても、普通に会いにくればいいだけの話ではないだろうか。

　クリスには、崇人を困らせることを楽しんでいる様子も見えた。元々、顔見知りだったようだし、二人の間には何かしらの因いん縁ねんがあるのかもしれない。

（訊きいてみてもいいのかな……）

　彼らがお互たがいに快く思っていないことは、詳くわしく聞かずとも伝わってきた。

　悩なやんでいるとエレベーターが到着し、中から人が降りてくる。礼たちはスーツを来た男性たちと入れ替かわるように乗り込んだ。目的の階のボタンが押され、静かに上じよう昇しようしていく。

　崇人は礼の様子に気づくことなく、話を続ける。

「まあ、ビジネスの面ではそんな性格が功を奏しているらしく、かなりのやり手で知られてるようだ。見た目はああだし、物もの腰ごしも柔やわらかいからな。初対面ではその本ほん性しようは見み抜ぬけない」

「…………」

　崇人の言葉が耳に痛い。礼もろくに疑うことなく、彼の車に乗り込んでしまった。

「他の人間に任せたら口先だけで云い包くるめられかねない。だから、俺が出向いたんだが罠わなだったというわけだ」

　淡たん々たんとした語り口だけれど、悔しさが滲にじんでいる。まんまと引っかけられたのだから、忸じく怩じたる思いでいるのかもしれない。

「でも、崇人は悪くないだろ。今日のことは俺が悪いんだから……」

　今日だけではない。毎回、礼が状じよう況きようを軽く見ていたり、油断したせいで危機に陥おちいることが多い。そのたびに崇人が尻しり拭ぬぐいをしてくれているだけだ。

「お前が気負う必要はない。俺は気をつけろとは云っているが、それはそう云うのが俺の役目だからだ。普ふ通つうの大学生はいちいち人を警戒してるわけじゃないだろ？」

「でも、気をつけたほうがいいんだよね？」

「まあな。けど、必要以上にびくびくしながら生活して欲しいわけじゃないんだ。お人ひと好よしすぎるところはあるが、それはお前のいいところだ。短所だと思わなくていい」

「崇人……」

「警戒はして欲しいが怯おびえなくていいってことだ。くそ、上手うまく云えないな」

　むしろ、不器用な物云いから崇人のもどかしさが伝わってくる。そんなふうに真しん剣けんに考えてもらえることが嬉うれしかった。

「あいつはまた接触してくるだろう。どういう行動に出るかわからない男だからな。どんな手で来るか見当もつかないが、お前をアメリカに連れて帰る気でいることは確かだ。できるだけ一人きりにならないようにしてくれ」

「うん、気をつける」

「少しでも普段と違ちがうことがあったら、俺にすぐ報告してくれ」

「わかった」

　崇人は客室のドアの前で立ち止まる。きっと、この部屋でスタッフが待ってくれているのだろう。

「話の続きはまたあとでな。ここからはお前の仕事だ」

「任せてよ」

　本心ではそんなに自信満々ではなかったけれど、大口を叩たたくと腹が据すわるときもある。崇人がカードキーでドアを開けるのと同時に、気合いを入れた。










『今日はお疲つかれさまでした。急なお願いをしてしまって申し訳ありませんでした。代理を引き受けて下さって本当に助かりました』

「いえ、役に立てたならよかったです。ちゃんとできてたならいいんですけど……」

　パーティのあとは、ホテルの部屋に落ち着いた。終しゆう了りよう時間が遅おそかったこともあり、着き替がえをした部屋をそのまま宿しゆく泊はく用に押さえておいてくれたのだ。

　いまは一ひと先まず役目をこなせたことをユーインに報告している。日本とアメリカという距きよ離りがあっても、インターネットを介かいせば顔を見て話せるのが嬉しい。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。ミスター・松まつ井いから立派に務めてくれていたと報告を受けています』

「本当ですか？」

　松井とは［フェデリーカ］日本法人の代表取とり締しまり役やくだ。

　彼にエスコートされる形で、財界人や業界の著名人たちに紹しよう介かいされた。これも日本で新規ラインを展開させるときの布石なのだろう。

『ええ、受け答えもしっかりしていて頼もしかったと。日本での正式展開が楽しみだとも云いっています』

「ありがとうございます。そう云ってもらえてほっとしました」

『堂々とした様子で、初対面のときとは見違えたと云っていました。だいぶ場慣れしてきたんじゃないですか？』

「そんなことないです！　物もの凄すごく緊きん張ちようしてましたよ！　堂々としてるように見えたのは、はったりが利きいたってことだと思います」

　クリスとの一件で神経を使ったぶん、無む駄だな力が抜ぬけたのもあったかもしれない。

『それだって、誇ほこるべき技術の一つですよ。はったりが使えるのはビジネスに於おいて重要なことです』

「ユーインにそう云ってもらえると、自信が持てます」

　ユーインはとても優やさしい人だけれど、お世辞や口先だけのことは云わない人だ。それがわかっているから、褒ほめ言葉を素す直なおに受け取ることができる。

『本当は直接会えたらよかったんですが、残念です』

「俺も凄く会いたかったです。でも、冬休みにはまた会えるんですよね？」

『ええ、もちろん。次は必ずこちらを案内させて下さい。礼に見せたいところがたくさんあるんですよ』

「ホントですか？　楽しみにしてます！」

　ユーインと会話を弾はずませていたら、室内の確かく認にんを終えた崇人が声をかけてきた。

「おい、いつまで話してるんだ？　報告は終わっただろ。もう遅いんだから、そろそろ切り上げとけ」

「近況報告くらいいいだろ！」

「そんなのいつでもできるだろう」

　崇人と云い合いをしていると、モニター越ごしのユーインがくすくすと笑った。　>>>♥

『疲れているところを引き留めてしまいましたね。そろそろお終しまいにしましょうか。誰だれかがヤキモチを妬やいているみたいですしね』

「す、すみません！　俺が話したかっただけなので気にしないで下さい！」

『今晩はゆっくり休んで下さい。また改めて連れん絡らくしますね。おやすみなさい』

「あっ、はい、おやすみなさい」

　にこやかに手を振ふられ、通話がぷつりと途と切ぎれる。ユーインの顔がモニターから消えた直後、崇人に不満をぶつける。

「崇人！　何で邪じや魔まするんだよ」

「何でってユーインも云ってたろ。妬いてるからだよ」

　崇人は照れることもなく、胸を張って主張する。ここまで堂々と云われると、呆あきれる他ほかない。

「……大人げなさすぎない？」

「お前に関しては狭きよう量りような自信がある」

「そんなこと、自信持たないでいいから……」

　呆れつつも、剝むき出しの独どく占せん欲よくにくすぐったい気持ちになってしまう。そんな自分もどうかと思うけれど、惚ほれた弱みというやつなのだろう。

「さっきまでずいぶん我が慢まんしてたんだ。あのおっさんども、俺の礼に気安くベタベタ触さわりやがって」

「おっさんって、取引先の偉えらい人だよ？」

　誰もいないからと云って、そんなぞんざいな物云いはよくないのではないだろうか。それにベタベタと云っても、肩かたに触ふれられたり握あく手しゆしたりした程度だ。

　あまり気持ちのよくない相手もいたけれど、アメリカにいたときに交かわしていたスキンシップと比べると大したことはない。

「だから、我慢してただろ。あれ以上何かしようとしてたら、黙だまってなかったけどな」

「崇人は過保護すぎるよ」

「ほとんどが紳しん士しだったが、下心混じりのやつもいたぞ」

「何でそんなことわかるんだよ」

「目つきが違う」

「そ、そうなんだ……」

　自信満々に断言されたら、否定するのは難しい。

「だから、いまは独ひとり占じめさせろ」

「……別にいまだけじゃなくて、いつでも独り占めしてるだろ」

　それぞれの自宅はあるけれど、ほとんど一いつ緒しよに暮らしているようなものだ。家に帰れば、いつでも二人きりだ。

　気き恥はずかしさを振り払はらおうと、まったく違う話題を探す。

「あ、そうだ。これ、もう脱ぬいでいいよね？」

　用意してもらったスーツは礼の体に合わせて仕立ててあるため着き心ごこ地ちはいいのだが、着慣れていないことに変わりはない。

「久々にこういう格好したら緊張して肩凝こっちゃった」

　気持ちを切り替かえるための話題だったけれど、口にしたら疲れがどっと押し寄せてきた。

　立ちっぱなしのパーティで、足が棒のようになっていたことを思い出す。ベッドに勢いよく倒たおれ込みたいけれど、このスーツを着たままでは緊張が解ほぐれない。

「ああ、着替えてくれて大丈夫だ。もう脱いじまうのは勿もつ体たいないけどな」

「え？」

「俺が脱がせてやろうか？」

「バカ」

　ニヤニヤとしている崇人を睨ねめつけながら、ジャケットを脱ぎクローゼットにかけにいく。ここに置いておけば、明日スタッフが回収してくれることになっている。

「このままイチャイチャしたいところだが、先にすませとかないとな」

「何を？」

「改めて、昼間の詳くわしい話を聞かせてくれ。向こうの出方によって対策を考えないとならないからな」

「そっか、そうだったね」

　パーティの準備もあったため、クリスのことについてはまだじっくりと話し合えていなかった。彼はきっとまた現れるだろう。傾けい向こうと対策を相談しておく必要がある。

「あいつとどんな話をしたか、覚えている限りで構わないから教えてくれ」

　そんな問いに、クリスとの車内での会話を思い出す。

「あの人のこととか、父さんの話とか……」

　主に印象に残っているのは、礼の父・レナートへの想おもいだ。まるで昨日のことのように思い出を語りながら、眼まな差ざしは遠かった。

「父さんと親しくしてたんだって。母親の再さい婚こんで、カノーヴァの一員になったって云ってた。一族の血縁じゃないせいで周りの態度はあんまり快くなかったけど、父さんが凄くよくしてくれたって」

「弟のように可愛かわいがっていたらしい。本当の弟にはあのとおり反発されてたから、そのぶんクリスに兄らしいことをしようと思ったのかもな」

「……そうかもね」

　次男のロベルトは優ゆう秀しゆうで聡そう明めいな兄にコンプレックスを抱いだき、子供の頃ころから捻ひねくれていたらしい。父親の露ろ骨こつな比ひ較かくのせいで普ふ通つうの兄弟のようにはなれなかったらしいと聞いた。

　反りが合わないなら仕方ない。だけど、環かん境きようのせいで兄弟仲よくできなかったのは不幸だ。

「そういえば、クリスと顔見知りみたいだったけど」

「昔はファミリーの集まりに連れていかれることもあったからな。一応、十代の頃から知っている。年が近いという理由で引き合わされてからだから……そうだな、十五、六年くらいのつき合いになるか」

　お互たがいに能力は認めているけれど、好意を持っているわけではない。そんな印象だった。

「じゃあ、幼なじみってこと？」

「まあ、そうだな。決して親しくはないがな。あれだ、犬と猫ねこじゃなくて、何つったか？」

「犬けん猿えんの仲？」

「それだ。初めて会ったときから気に食わなかった。優秀だが、致ち命めい的てきに性格が歪ゆがんでる」

「へ、へえ」

「クラウディオはファミリーを大事にしているが、組織の運営に関しては血の繫つながりよりも能力重視だ。クリスの能力に期待して、ダメな父親の代わりに学費の一いつ切さいを援えん助じよしていた。幼い頃から優秀で、飛び級できるほどの頭だったからな」

「凄いよね、二十歳はたちで会社に入ったんでしょ？」

「そんな話もしてたのか」

「正体を怪あやしんでたら、会社のホームページのプロフィールを見せられたんだ」

「なるほど。あれなら経歴も載のってるし、幹部だという証明もできるしな。あいつの出世の早さにはやっかみも多かったが、足を引っ張ろうとしたやつらが次々に失しつ脚きやくしていく様子はある意味見物だったな」

　崇人はクリスのことを嫌きらってはいても、その実力は認めているようだ。

「とにかく、あいつには気をつけるに越こしたことはない」

　個人的な見解も多く含ふくまれているようだが、崇人がここまで警けい戒かいしているのだからそれなりの理由があるのだろう。

「お前も感じたと思うが、レナートへの執しゆう着ちやくは人一倍強い。亡なくなったときの荒あれようは相当だったと聞いている。多感な時期に彼を看み取とったせいか、些いささか病的なほどだ」

　年ねん齢れいを逆算すると、父を看取ったのはクリスがジュニアハイスクールに上がった頃のことになる。実の父や兄以上の存在だったとしたら、そのときの喪そう失しつ感かんの大きさは窺うかがい知れない。

　去年、母を亡くした礼も立ち直るまでかなりの時間を要した。クリスが思い出に縋すがりたくなる気持ちは理解できなくもない。

「いまカノーヴァに尽つくしているのは、レナートとの繫がりを保つためもあるだろう。だから、きっとお前にも興味を示すだろうと思っていた」

「俺のことはよく調べてるみたいだった」

　自分の与あずかり知らぬところで調査されるのは喜ばしいことではないけれど、とくに後ろめたいことはないから問題ない。

「こういうことをお前に云いうのは気が進まないんだが……クリスは花に対して逆さか恨うらみのような感情を抱いているようだ」

「それは話してて何となくわかった」

「その敵てき愾がい心しんの大きさから、礼に対して危害を加える可能性があると危き惧ぐして警戒していたんだが、心配する方向が違ちがったな」

「母さんが父さんを裏切ったって思ってるのは、ちょっとショックだったな。何も云わずに身を引いた母さんも悪いとは思うけど……」

　自分の身に置き換かえて考えてみると、父が落らく胆たんする気持ちも理解できる。自分の傍そばを去った理由が薄うす々うすわかるだけに、無理に追いかけることもできなかったのだろう。

　客観的に鑑かんがみれば、お互いにお互いを思いやりすぎてすれ違ってしまったのだろうと察することができるけれど、当事者はそこまで俯ふ瞰かんすることは難しかっただろう。

「完全に逆恨みなんだから気にするな。悪いところがあるとしたらレナートと花、二人ともにだ。恋れん愛あいは双そう方ほうに責任がある」

「うん……」

　崇人の云っていることは尤もつともだけれど、そう簡単には気持ちは割り切れない。

「そういえば、どうして俺がアメリカに行ったときに現れなかったわけ？」

　ふと、疑問が浮うかんだ。

　クリスなら、ジーノよりも早く礼の正体を摑つかめたはずだ。父に思い入れがあるのなら、あの時点で現れていてもおかしくはない。

「性格はどうあれ、有能だからな。いまは会社の若手幹部として世界を飛び回ってる。あの頃は、海外で重要な仕事を任されていて国内にいなかったらしい。ネットの接続も怪しいところだったようだから情報入手が遅おくれたんだろう」

「なるほど」

「礼が帰国するのと入れ違いで戻もどってきたと聞いている。向こうで鉢はち合あわせなくて本当によかったよ」

「確かに……」

　あのときクリスがいたら、余計にややこしいことになっていただろう。あのトラブルに加えて、さらなる面めん倒どうが続いていたらと考えただけでうんざりする。

「後こう継けい者しやになれなんてふざけたことを云われたけど、俺には無理に決まってるよね」

　笑いながら告げた礼に対し、崇人は真ま面じ目めな顔で返してきた。

「腹も据すわってるし、頭も回る。俺は無理だとは思わない。その気になれば、組織を纏まとめることも可能だろう」

「え？」

　肯こう定ていが返ってくるのは予想外だった。冗じよう談だん交じりでもなく、飽あくまで真面目なその表情に、小さく息を吞む。

「だが、クラウディオにそのつもりはないし、もちろんお前の両親だってそんなことは望まないだろう」

「────」

　ふっとクリスに言われた言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　───カノーヴァに忠誠を誓ちかっているだけ。

　もしそれが本当なら、礼である必要はない。もしも礼以外の誰だれかがカノーヴァの血を引き、同じようにその身を狙ねらわれていたとしたら同じように恋こいに落ちていただろうか。

（そんなこと、あるわけない）

　崇人は自分を好きになったと云ってくれた。あの言葉は噓うそではないはずだ。心の中で首を横に振ふり、あれはクリスの出任せだと自分に云い聞かせる。

「そういえば、パーティの警備のほうは問題なかった？」

　あまり考えすぎないよう、話を変える。

「ああ。その件に関しては、拍ひよう子し抜ぬけするくらい平和なものだったよ。参加者は経済界の要人が多かったから、警備員を増やしてはおいたんだが、何事もなくてよかった。不ふ審しん者しやの情報が噓だとしても、万が一に備えておかないとな」

「やっぱり、ただのブラフだったんだね」

「今回は引っかけだったからと云って、次も同じ手で来るとは限らない」

「でも、俺が危険な目に遭あうことはないんじゃない？」

　クリスは、礼に危害は加えないと云っていた。そういう意味では心配はないのではないだろうか。

「あいつならお前が眠ねむっているうちにアメリカに連れていくくらいのことはやりかねない。身しん体たいに傷をつけるようなことはしないとは思うが、お前の気持ちまで慮おもんぱかりはしないだろうな」

「……っ」

　崇人の考察にぞくりと背筋が震ふるえる。体を傷つけずに心を傷つけることもあるということを失念していた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺が守るから安心しろ」

「……うん」

　崇人の言葉に、曖あい昧まいに頷うなずく。彼が守ると云っているのは、礼自身とカノーヴァの血を引く跡あと継つぎ候補のどちらなのだろうか。

（そんなこと、崇人は区別なんかしてないだろうけど）

　礼の微び妙みような表情に気づいた崇人に、顔を覗き込まれる。

「何か不安か？」

「ううん、そんなことないよ」

　崇人は自分の身を案じてくれているのに、こんなときに愛情の種類を気にしてしまう自分の小ささが嫌いやになる。

　いまの崇人は恋人とボディガードのどちらなのだろう？───なんて、愚ぐ問もんにもほどがあるとわかっていても、頭から消し去るのは難しい。

「こっちにこい。そんなに心配しなくても、俺はちゃんとここにいるだろう？」

「うん」

　広げられた腕うでに身を任せる。きっかけはどうでもいい。いまは確かに礼に愛を注いでくれて、大事にしてくれている。

「礼」

　名前を呼ばれて顔を上げると、そっと口づけられた。礼は目ま蓋ぶたを下ろし、唇くちびるを開いてキスに応こたえる。

「ん」

　崇人の背中を搔かき抱いだき、礼からも舌を絡からめた。粘ねん膜まくが触ふれ合うと、ぞくりと背筋が震える。そのまま[image: ]おぼれてしまいそうになったけれど、崇人に押し止とどめられた。

「今日はこのへんでやめておこう。疲つかれているのに無理をさせるわけにはいかないよな」

「やだ、もっと」

　離はなれていこうとした口づけを追いかけ、自ら唇を重ねようとすると崇人は不思議そうな顔をした。

「今日はどうしたんだ？」

「……崇人は嫌なの？」

「いや、大だい歓かん迎げいだが驚おどろいただけだ」

　気き恥はずかしさのせいで、拗すねた口調になってしまう。それが余計に甘えているようで、ますます恥ずかしくなった。

「やっぱり、脱ぬがせて」

　不安を振り払はらうかのように、崇人を求めてしまう。崇人は礼が求めるまま、優やさしく抱だいてくれた。










「んぅ、ン、ん……」

　絡まるように抱き合いながら、荒あら々あらしく唇を貪むさぼり合った。熱い舌が口の中で暴れ回る。その動きに追いつけず、翻ほん弄ろうされていく。

「あっ、崇人───」

　ベッドに縺もつれ合うように倒たおれ込み、さらに深く口こう[image: ]こうを貪られた。自分からも舌を絡め、口づけの心地ここちよさに[image: ]れていく。

　少し前までキスもセックスも知らなかったというのに、いまでは当たり前の行こう為いになってしまった。

　もちろん、恥ずかしさはあるけれど、それを引き替かえにしてもいいと思えるほどの恍こう惚こつと幸福を得ることができる。

　ベッドの上の崇人は、マジシャン顔負けの器用さで礼の服を剝はぎ取っていく。

「ね、先に電気消して」

　残らず室内の照明がついた状態だ。せめて、ベッドライトだけにしてもらいたい。

「スイッチの場所がわからない」

「そんなの、このへんに───」

「いいから集中しろ」

　サイドボードを探さぐろうとしたけれど、体を押さえ込まれてしまった。

「待っ……んん」

　制止の言葉はキスで封ふうじられる。

　自分一人だけが脱がされるのは釈しやく然ぜんとしない。そんな気持ちで礼も崇人の服に手をかけたけれど、自分がワイシャツ一枚になった段階でクリアできていたのは、ワイシャツのボタンを三つ外すところまでだった。

「俺の勝ちだな」

「別に勝負なんてしてないし」

「そのわりには悔くやしそうな顔してるぞ」

「うるさいな」

　今度は礼のほうから、無む駄だ口ぐちを唇で塞ふさぐ。自分からのキスは最初のうちは恥ずかしかったけれど、最近はだいぶ慣れてきた。

「ん、ぅん」

　口を薄うすく開き、侵しん入にゆう者しやを招き入れる。崇人の舌は熱くて、口[image: ]を探られているうちに蕩とろけていきそうになる。

　気が遠くなるような口づけの最中、体を弄いじられる。

「んん、んっ……!?」

　剝むき出しになった下か肢しを探られ、兆きざしかけていた自身を握にぎり込まれる。指の圧力を感じた瞬しゆん間かん、ずくりと下腹部が疼うずいた。緩ゆるく擦こすられ、あっという間に張り詰つめる。

「あ……っ、ん、や……」

「嫌？」

「俺ばっか、ずるい……っ」

「その表現は違ちがうんじゃないか？　いま気持ちよくなってるのはお前だろう？」

「そういう、意味じゃ……っん、く、んん」

　潤うるんできた先せん端たんを指先でぐりぐりと抉えぐられ、歯を食い縛しばる。そのまま愛あい撫ぶに[image: ]れてしまいたい気持ちもあったけれど、飛びかけていた意識を引き戻もどした。

「……今日は俺がやる」

　きっ、と顔を上げて宣言すると、崇人は目を丸くした。

「本気か？」

「やってみる。上手うまくできないかもしれないけど……」

　いつも自分ばかりが翻弄されていることが不満だったのだ。

　崇人にとっては礼が大人しく抱かれているだけで満足なのかもしれないけれど、自分にだって何かできることはあるはずだ。

　気け怠だるい体を[image: ]しつ咤たし、起き上がる。崇人を座らせ、足の間に潜もぐり込んだ。

（もう勃たってる……）

　ごくりと喉のどを鳴らし、ベルトを外す。すでに股こ間かんは膨ふくらみ、布地を押し上げていた。ドキドキしながら、そっとファスナーを下ろしていく。

「焦じらしてるつもりか？」

「ち、違うよ」

　思い切って下着を引き下ろすと、芯しんを持ってそそり立った屹きつ立りつが現れた。煌こう々こうとした明かりのせいで形や色がよくわかる。

「……っ」

　こうして実物を間近で見ると迫はく力りよくが凄すごい。

　自分のものとは比べものにならないサイズに男として悔しさを感じなくもないけれど、いまはこれを吞のみ込めるかどうかが大きな懸け念ねんだった。

「本当にできるのか？　無理しなくていいんだぞ」

「できる」

　そう云いいきり、ごくりと喉を鳴らす。張り詰めたそれにそっと手を添そえ、そろそろと顔を寄せた。口づけるようにして唇を押し当て、先端を舐なめてみる。

「……っ」

　舐めた瞬間、崇人がぴくりと反応する。

（あ、おっきくなった……）

　舌の表面で硬かたさと熱さを感じながら、舌を這はわせる。屹立からはドクドクという強い脈みやく拍はくが伝わってくる。

　我ながら大だい胆たんな行為だけれど、嫌けん悪お感かんのようなものは一いつ切さいなかった。むしろ、些さ細さいな変化がよくわかって嬉うれしかった。

　崇人の様子を窺うかがおうと上目遣づかいに見上げると、よくできたと云わんばかりに頭を撫なでられた。

「大だい丈じよう夫ぶ、上手くできてる。すげえいい」

　吐と息いき混じりの褒ほめ言葉が嬉しくて、夢中になってしゃぶりついた。窪くぼみを舌先で探り、先端部分を口に含ふくむ。

　あまりの大きさに深くは吞み込めない。その代わり、アイスキャンディーを舐め溶とかすかのように舌を動かす。

　息遣いから感じてくれている様子なのはわかるけれど、終わりを迎むかえる気配はない。

（俺はすぐいっちゃうのに……）

　崇人に口でされると呆気あつけなく果ててしまう。礼の経験値が低いせいもあるけれど、一番の理由は巧たくみな舌遣いのせいだ。

「んっ……」

　少しでも追い詰められればと、自分がされたときのことを思い出そうとしたら、そのときの感覚まで蘇よみがえってきた。

「礼、腰こし上げろ」

　一いつ生しよう懸けん命めい舌を這わせていたら、不意に指示された。

「こう？　ひゃ……っ」

　指示に従うと、あらぬ場所にとろりとしたものが垂らされる。その冷たさに思わず上うわ擦ずった声が上がった。

　どうやら、バスルームに置いてあったスキンケア用の乳液のようだ。いつ持ってきたのかわからないが、その抜ぬかりのなさに感心する。

「気にせず続けてくれ」

「気になるに決まってるだろ！　ぁン、あ、あ……っ」

　指を押し込まれ、無造作に中を搔かき回される。ぬるぬるとした感かん触しよくに気を取られ、口こう淫いんに集中できない。

　繰くり返される指の抜き差しに、上擦った声が零こぼれてしまう。

「ぅあっ、あ、ん……！」

「どうした、もう休きゆう憩けいか？」

「……っ」

　余よ裕ゆうのある態度が悔しい。指の動きばかり意識しそうになるけれど、目の前にある欲よく望ぼうを追い詰めようと口淫に集中する。

「ン、んん、んー……ッ」

　ぐりっと内ない壁へきを押し込まれた瞬間、びくんっと下腹部が震ふるえた。結局、先に終わりを迎えてしまったのは礼のほうだった。

　荒あらい呼吸を繰り返しながら、絶頂の余よ韻いんに震える体を持て余す。手足に力が入らず、なかなか顔を上げられない。

「俺はまだ終わってないぞ」

「……わかってるよ」

「どうするつもりだ？」

　このまま音を上げるのは本意ではない。少しでも意い趣しゆ返しができればと、次なる行動に出ることにした。

「崇人はそのまま寝ねてて」

　イカされたせいで気怠い体を[image: ]咤し、崇人の膝ひざに乗り上がった。

「本当にできるのか？」

「する」

　鍛きたえ上げられた腹筋に手をつき、腰を上げる。そして、さっきまで指で弄り回されていた窄すぼまりに、ガチガチに張り詰めた崇人の欲望を宛あてがった。

「んっ……！」

　息を止め、先端を吞み込む。柔やわらかくなった窄まりをくぷりと押し開くようにして入り込んできたそれを少しずつ奥へと受け入れていく。

「う…ん、んん……っ」

　触ふれ合う粘ねん膜まくの熱さでゴムをつけるのを忘れていたことに気づいたけれど、いまさら引き返すことなどできない。礼はそのまま腰を落としていき、崇人の全すべてを吞み込んだ。

「うあ……っ」

　自分の中にあるものの圧あつ迫ぱく感かんで内臓が迫せり上がってきそうだ。肩かたを上下させて呼吸を落ち着けようとするけれど、なかなか治まってくれない。

「礼、苦しくないか？」

「……おっきい……」

　崇人の欲望が礼の中でドクン、ドクン、と力強く脈打っている。まるで、もう一つ心臓があるみたいだ。

「そりゃ、お前のせいだ」　>>>♥

　崇人は笑いながら脇わき腹ばらを撫で上げたあと、胸の尖とがりを指先で捕とらえた。すでに硬くなっていたそこを緩ゆるく捏こねられ、礼は上擦った声で喘あえいだ。

「あっ、ぁン、強くしないで……っ」

「優やさしくしてるだろう？　お前が感じすぎてるんだよ」

「んっ、あ、やっ……!?」

　刺し激げきで硬くなったそこを強く抓つねられ、びくんっと体が跳はねる。そうやって押し潰つぶしたあとは、また優しく撫でてくる。

「や、そこばっか、あ、あ……ッ」

　以前は意識をするような場所ではなかったのに、最近はシャツに擦こすれる感触が気になるようになってきてしまった。

「気持ちいいんだろ？」

「いっ、痛くしないで……っ」

　崇人はそこの感度が増してきているのをわかっていて、しつこく責めてくる。

　礼は無意識に崇人の指から逃のがれようと体を[image: ]よじる。その弾はずみに腰が揺ゆれ、繫つながった場所が擦れてしまった。

「あ……っ」

　思わず前まえ屈かがみになると、今度は芯しんを持って勃たち上がった自身に指を絡からめられる。先せん端たんを潤うるませたそこは充じゆう分ぶんに張り詰つめているのに、緩く扱しごかれさらに充じゆう血けつした。

「ひゃ、あ……っ、だめ、また出ちゃう……」

「出せばいいだろう？」

「俺ばっか、やだ……っ」

　一人乱されるばかりでは抱だき合っている意味がない。体を繫げたいまも、崇人にはまだまだ余裕が窺えるのが悔くやしい。

「それなら、お前にもできることはあるんじゃないか？」

「……っ」

　腰を撫でながらの思わせぶりな問いかけに息を吞む。文句があるなら、礼からも仕し掛かけろと云いたいのだろう。

　ろくに力が入らず、体を起こしているのが精せい一いつ杯ぱいな状じよう況きようだったけれど、残った力を振ふり絞しぼった。崇人の鍛え抜かれた腹部に手を突つき、腰を揺らす。

「んっ……」

　内壁が擦れる微かすかな刺激に、吞のみ込んだ欲望を締しめつけてしまう。

「もっと動けるだろう？」

　下半身が麻ま痺ひしてしまったかのように、コントロールが利きかない。けれど、『できない』とは云いいたくなかった。

「う、んん……っ」

　必死に腰を持ち上げ、前後に動く。中の感覚に意識を向けないように努めながら、無心に腰を揺する。さざめきが背筋を走り抜けるたびに、四し肢しの力が抜けていく。

「く、あ……っ、はっ」

「そうだ、上手にできるじゃないか」

「……っ、ばか……っ」

　崇人は礼の腰を撫なでながら褒めてくる。こういうことで褒められるのは、何とも云えず恥はずかしい。

「ほら、どこがいいか自分でわかるだろう？」

「ぁん……ッ、あ、あ！」

　礼の動きに合わせて、崇人は軽く下から突いてくる。想定外の刺激が加わるだけで、快感が一気に増す。

「あ、はっ……ぁあ！」

　そのままの勢いで繰り返し穿うがたれる。ベッドのスプリングの弾だん力りよくも加わり、礼の体は上下に弾んだ。

「あっ、ぁ、ああ……っ」

　動きに合わせて蕩とろけきった声が零れ落ちる。荒い呼吸を繰り返しながら、どうしようもない快楽に[image: ]おぼれていく。

　体を起こしていられなくなり、突っ伏ぷすように前屈みに倒たおれ込む。すると、崇人は礼の尻しりを両手で鷲わし摑づかみ、前後に揺さぶり始めた。

「ああっ、あっあ、ああ……！」

　体の中を熱く張り詰めた屹きつ立りつにめちゃくちゃに突き上げられる快感だけでも堪たまらないのに、昂たかぶった自身まで引き締まった腹部で擦れ、どうしようもなく気持ちいい。

「礼、顔を上げろ。こっちを見るんだ」

「え……？」

　崇人は上半身を起こすと、礼の腰こしを摑み、力任せに持ち上げた。そして、屹立が抜け出る直前に引き下ろす。

「あぁあ……っ」

　筋力に任せて激しく責め立てられ、悲鳴じみた嬌きよう声せいが上がる。気持ちよすぎてどうにかなってしまいそうだ。

　きっと、いまどうしようもなくだらしのない顔をしているに違ちがいない。暗ければ見られることもなかっただろうけれど、照明に照らし出されてしまっている。

「ひぁ…っ、あ、や、ああっ」

　羞しゆう恥ちと快感に神経が焼き切れてしまいそうだった。内ない壁へきを擦り上げられる気持ちよさに、啜すすり泣くように喘いでしまう。

　粘膜は物欲しげにひくつき、崇人の屹立に絡みつく。収縮するそこを荒あら々あらしく搔かき回され、目の前がチカチカと派手にハレーションを起こした。

「いく、いっちゃう、あっ、あ、あー……っ」

　容よう赦しやのない追い上げに、終わりを迎むかえた。

　崇人も深々と捻ねじ込んだ屹立を大きく震ふるわせた。息を詰めて、礼の中に欲よく望ぼうの証あかしを余すことなく注ぎ込んだ。

「……っ」

「はあ、はあ……」

　厚い胸むな板いたにぺたりと伏ふせ、荒あらい呼吸に肩を上下させる。心地ここちよい解放感に包まれながら、快感の余よ韻いんに浸ひたる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、へーき……」

　問われて顔を上げると、派手に爆はぜた白はく濁だくが崇人の顎あごまで飛んでいるのが目に入った。

「ご、ごめん！」

　慌あわてて指で拭ぬぐうと、手首を摑まれた。

「何を謝ることがあるんだ？」

　崇人はそう云って、礼の指先を舐なめる。舌の柔やわらかさを感じた瞬しゆん間かん、ぞくぞくと尾びてい骨こつから震えが駆かけ上がった。

「ちょ、何して……っ」

　そして、そのまま指を口に含ふくまれた。崇人は礼の指先を舌でくすぐり、吸い上げる。その舌した遣づかいに、口こう淫いんを思い出してしまう。

「それやだ……っん、ぅんん」

「何が嫌いやなんだ？」

　崇人は指や指の間に舌を這はわせながら、視線を送ってくる。感かん触しよくだけでなく、視覚からも煽あおられる。見ないようにすればいいのに、どうしても目が反らせない。

「……またしたくなっちゃう……」

　淫みだらな自分が恥ずかしくて、声が小さくなっていく。指先は敏びん感かんだ。強く吸われるたびに深く吞み込んだままの屹立を締めつけてしまう。

　崇人の昂ぶりは、まだ力を漲みなぎらせたままだ。そのことに気づいた瞬間、体が期待してしまう。

「そうするのが嫌なのか？」

　羞恥心を堪こらえながら、小さく首を横に振る。

「それなら何ら問題はない」

「あっ」

　太い腕うでに抱き込まれ、態勢を入れ替かえられる。ベッドに組み敷しかれ、至近距きよ離りで瞳ひとみを覗のぞき込まれる。

「礼」

「もう体力ないってば……！」

「お前は寝ねてるだけでいい」

「そんなこと云ったって───」

　ぐだぐだと訴うつたえていた唇くちびるをキスで塞ふさがれる。するりと忍しのび込んできた舌に口こう[image: ]こうを搔き回され、最後の躊躇ためらいが搔き消えていく。

「……ん……」

　意志の弱い自分に内心ため息を吐つきながら、礼はそっと目を閉じ、崇人の首に腕を絡からめる。いまは何も考えたくなかった。
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（将来かあ……）

　クリスと会ったあの日から、ずっともやもやした気持ちが続いている。彼の言葉は、礼が目を逸そらしていた悩なやみをはっきりと浮うき彫ぼりにさせた。

　母を亡なくして以来、将来の目標があやふやになってしまっている。

　一人で自分を育て上げてくれた母に親孝行したくて、安定した職をとずっと思ってきたけれど、それが叶かなわぬ夢となってしまったいま、自分の夢がわからなくなってしまったのだ。

　このまま真ま面じ目めに勉強して学業を修め、就職活動をして、社会人になる。元々描えがいていた未来を歩んでいくという選せん択たく肢しを選ぶこともできる。

　けれど、本当にそれでいいのだろうかという思いが拭えずにいた。聞き流してきたけれど、母は常々『自分のやりたいことをやりなさい』と云っていた。

　親孝行が最大の目標だった礼は、自分自身がやりたいことを真しん剣けんに考えたことがなかったかもしれない。

（俺、何がしたいんだろう）

　誰だれかの役に立つ仕事なら何でもいい。だけど、そんなことを云ったら、どの仕事だって誰かのためのものだ。

　カフェでの給きゆう仕じはお客様に心地よく過ごしてもらうためのものだし、調理は美味おいしいものを食べてもらうためだ。

　サービス業以外の例えば一日パソコンに向かっている会社の事務員だって、他ほかの社員の仕事をスムーズに回すために働いている。

　そうやって誰かのニーズがあるから、仕事として成り立つわけだ。

　だからと云いって、『何でもいい』という考えで就職なんてできるとは思えない。社員を採用する企き業ぎようだって、受け身の人間よりも積極的な姿勢でいる学生を採りたいはずだ。

　友人たちからは、モデルという選択肢もあるのではと云われたけれど、その世界で食べていくことは不可能だと思っている。

［フェデリーカ］のイメージモデルを引き受けることにしたのは、ヒューバートたちに強く求められたからという理由もある。

　人生において、あそこまで誰かに必要とされたことはない。だからこそ、期待に応こたえたいと奮い立ったのだ。

　けれど、あれは一時的な仕事であって、一生続けられるものではない。数年は専属契けい約やくをしたいと云われているけれど、その後は自分の力で食べていかなくてはならない。

　自分が抜ばつ擢てきされたのは、ブランドリニューアルに合わせた特別な人選だったと理解している。いわば、『ラッキー』だっただけの話だ。

　色々とお膳ぜん立だてをしてもらったからこそ、どうにか務めることができたけれど、一生の仕事にできるほどの才能も能力も野心もない。

　好評を得ることができたのは、プロデュースをした人たちが凄すごかっただけにすぎない。厳しいモデルの世界で生きていくことは、礼には無理だろう。

（だからって、跡あと継つぎなんてあり得ないよな……）

　クリスの言葉が忘れられないのは、将来の目標があやふやになってしまったせいもあるのだろう。

　血の繫つながった人間はそれこそたくさんいるのかもしれないが、個人的な感情で云えば祖父が唯ゆい一いつの肉親だ。家族として祖父と交流はしたいし、孝行もしたい。

　後こう継けい者しやになることで祖父や崇人が喜んでくれるのなら───そんな考えがほんの一瞬過よぎってしまう。

　もちろん、その考えが現実的ではないことはわかっているし、個人的な価値観では『カノーヴァ』の家業は受け入れがたい。時代の混乱があったとは云え、非合法な成り立ちをした組織を肯こう定ていはできないからだ。

　いまは合法なビジネスだけで運営しているとしても、過去は消えない。そう考えたら、いい感情は抱けなかった。

「はあ……」

　理性で考えたら、これまでどおり公務員志望のまま勉学を励はげむのが一番いい。祖父とは疎そ遠えんのまま、日本での日常を続けるべきだ。

　あと一年もしたら就職活動が始まる。それまでには目指す方向性を決めておかなくてはならない。そう頭でわかっているはずなのに、何故なぜかすっきりしない。

　迷いと焦あせりのせいで考えが上手うまく纏まとまらなかった。

「───礼、着いたぞ」

「え？　あ、ホントだ」

　崇人に声をかけられ、我に返る。気がついたら、アルバイト先のカフェの傍そばまで来ていた。店の前までは車が入っていけないため、手前の路地に停車している。

「ずいぶんぼんやりしてるが、疲つかれてるんじゃないのか？」

「そんなことないよ。すっごい元気だって！　ちょっと考えごとしてただけ」

　体調を崩くずしていると思われたら、大学もアルバイトも休ませられてしまいかねない。わざとらしいくらいに快調だと主張する。

「考えごと？」

「あっ、その、来週締しめ切りのレポートが上手く書けなくて」

　云い訳の選択を間ま違ちがえたようだ。慌あわててフォローの言葉を足す。

「そんなに難しい課題が出たのか？」

「資料を図書館に借りに行ったんだけど、ちょっと出で遅おくれちゃったみたいで貸し出し中だったんだよね」

　これはいま考えていたことではないけれど、噓うそというわけではない。てきとうな出任せを云えば、崇人にはすぐ見み抜ぬかれてしまう。

「何て本だ？　買っておいてやる」

「ダメだよ、大学のことで崇人に甘えるわけにはいかないよ。ただでさえ面めん倒どうをかけてるのに。送り迎むかえだけで充じゆう分ぶん助かってるから」

「お前はそういうところが硬かたいよな。わかった、本は買わない。その代わり、課題を俺に見せてみろ。俺の知識でサポートできるならいいだろう？」

「うん、じゃああとで相談させて」

（危なかった……）

　崇人に本当の悩みの内容を知られたら、あれこれと世話を焼かれかねない。その上、後継者問題を気にしていると思われたら、それこそ心配されてしまう。

　相談したくないわけではない。ただ、もう少し自分の気持ちを整理してから話したいのだ。

「それじゃ、行ってきます」

「おい、本当に店まで送っていかなくていいか？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　またあとで」

　車を降りて、カフェへと急ぐ。いくらクリスの件があるからと云っても、こんなに短い距きよ離りを送ってもらうのは情けない。

（俺だって一応男なわけだし……）

　逞たくましさは比べものにならないけれど、女の子のような扱あつかいはされたくない。崇人も礼のそんな気持ちを尊重して、自由にさせてくれているところはある。

「こんにちは、礼くん」

「あっ、こんにちは。今日はいらっしゃいますか？」

　道すがら声をかけてきたのは、同じ商店街の眼鏡店の店主だ。閉店後、夕食を食べにくる常連客で、カフェのマスターの飲み仲間だ。

「もちろん。マスターにいい酒が手に入ったって云っておいてくれ」

「わかりました。でも、宴えん会かいは閉店後にやって下さいね」

　手を振ふって眼鏡店店主と別れ、再び歩き出すと目の前に立ち塞ふさがる人物があった。店主と言葉を交かわしていたせいで、前方にいる人に気づくのが遅おくれてしまった。

　すみませんと謝り、避よけて通りすぎようとしたけれど、相手も同じ方向に体を移動させて礼の邪じや魔まをする。

「あの……？」

　お互たがいにすれ違おうとして偶ぐう然ぜん同じ方向に動いてしまうことはよくあるけれど、男のニヤニヤとした表情を見る限り、意図的なものを感じた。

「お忙いそがしいところすみません。織原礼さんですよね？」

「はい？　すみません、どなたでしたっけ？」

　メリハリのない声で名前を呼ばれ、思わず返事をしてしまった。話しかけてきた男のことをどこかで見た覚えはあるけれど、思い出せない。

（最近、どこかで会ったような気はするんだけど……）

　袖そでを捲まくったよれよれのジャケットに、履はき古した革かわ靴ぐつ。肩かたにかけたビジネスバッグもだいぶ年季が入っているように見える。はっきり云って胡う散さん臭くさい。

　大学や［フェデリーカ］の関係者ではなさそうだし、カフェの常連客なら顔を覚えている。礼が記き憶おくを探さぐっていると、男はバッグの中から写真のようなものを取り出した。

「やっぱり、君がこのモデルの子なんだよね？」

「！」

「本物のほうが幼いね。写真とは全然イメージが違うけど、よく見ると顔が一いつ緒しよだし。でも、凄い変身っぷりだなあ」

　男は［フェデリーカ］の広告写真をプリントしたものを手に、礼の顔と見比べてくる。

「いきなり何なんですか？」

「取材だよ、取材。インタビューしたいんだよ」

　突とつ然ぜんの失礼な振る舞まいに面めん食くらう。イメージモデルの礼が目的だと悟さとり、既き視し感かんの正体に気がついた。

（思い出した！）

　この間の飲み会の帰り、崇人と一緒にいるときに写真を撮とってきた男だ。崇人にデータを消去され追い払はらわれたのに、まだ懲こりていなかったらしい。

「改めて話を聞かせて欲しいんだけど、時間取れないかな？　ちょっとだけでいいからさ」

　いまは崇人がいないせいか、先日よりもやけに態度が大きい。礼のことを軽かろんじている空気が伝わってくる。

　初めから印象はよくなかったけれど、相手によって態度を変える人間はとくに信用ならない。

　いまさら人違いだとごまかすのは難しいだろう。

「俺にできる話は何もありませんから。そういうことは会社のほうに云いって下さい」

　もしも一人のときにしつこく問い詰つめられるようなことがあったら、そう云うように崇人から云い聞かせられている。

「だったら、会社の人をここに呼んでよ。時間ならたっぷりあるし、待つのは慣れてるから気にしないで」

「迷めい惑わくです。インタビューに答える気はありません」

「まあ、そう云わずにさ。照れちゃうのはわかるけど、こっちも訊きくプロだから安心していいよ。モデルなら露ろ出しゆつしたほうが嬉うれしいでしょ？」

「決めつけないで下さい」

「何なら別の日でもいいよ。君のバイト先のカフェで写真撮ったりするのはどうかな。いいお店だよね。コーヒーが評判なんだって？」

「なっ……!?」

　アルバイトのことまで持ち出してきたのは、礼を調べていることをアピールするためだろう。逃にげられないのだと暗に云いたいのかもしれない。

「君、顔立ちが日本人っぽくないけど、どこの血が混じってるの？　ヘンな目の色してるけど、カラコンじゃないよね。何で伊達だて眼鏡なんてかけてるの？　やっぱり、そういう目の色ってコンプレックスある？」

「……っ」

　男は眼鏡の奥の礼の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。不ぶ躾しつけな行動に不快感が込み上げてくる。

「ていうか、何でカフェでバイトなんてしてるの？　モデルでいいお金入ってきたでしょ」

「何なんですか、一体。そんなこと、あなたに何の関係があるんですか？」

「あはは、怒おこらせちゃったかな。ま、今日のところは諦あきらめるよ。都合のいい日ができたら連れん絡らくちょうだい。はい、これが名めい刺し」

「結構です！」

　受け取ったら、取材を承しよう諾だくしたと思われかねない。拒きよ否ひすると、無む理り矢や理り手の中に押し込まれた。

「ほら、遠えん慮りよしないで」

「ちょっ……」

　押しつけられた小さな四角い紙し片へんに反射的に目を落とすと、電車の中なか吊づり広告でよく目にする週刊誌のロゴが印刷されていた。

　胡散臭い風ふう体ていだが、それなりに大きな出版社に出入りしているのだと驚おどろいた。

「じゃあ、また会いにくるから」

　最初のしつこさは何だったのかというくらい、あっさりと立ち去っていった。名刺を渡わたしたことで一仕事終えた気になったのだろうか。

「何なんだよ、もう……」

　名刺は返しそびれてしまったけれど、何かに使えるかもしれない。丸めて近くのゴミ箱に捨てかけたけれど、ポケットに入れ直した。

（こういう場合、この編集部に文句云えばいいのか？）

　わざわざ名刺を提示したのだから、それなりの責任を負う気があるということではないだろうか。そういう意味では、名前や所属がわかってよかったのかもしれない。

　礼がイメージモデルを務めた商品が正式に日本で展開するとなったら、インタビューのようなものを受けることになるかもしれない。けれど、それはブランドのための仕事の一いつ環かんであって、礼が個人的にマスコミに向けて何かを語ることはあり得ない。

　さっきの記者は取材されて嬉しいだろうと云わんばかりの態度だった。

　職しよく業ぎよう柄がら、表に出たがるタイプとばかり接しているのかもしれないけれど、そうではない人間がいることも慮おもんぱかるべきだ。

　インタビュー云うん々ぬん以前に、彼自身には不快感しかない。礼の周りにいるのは尊敬できる大人ばかりだったから、ある意味カルチャーショックだった。

「あっ、バイト！」

　苛いら立だちを落ち着けている場合ではなかった。慌あわてて走り出し、カフェに駆かけ込んだ。

「どうしたの、礼くん。ずいぶんと慌てて」

「あ、マスター。遅れてすみません」

「もしかして、遅ち刻こくすると思って走ってきたのかい？　礼くんにしては珍めずらしいねえ。まだ時間前だから、大丈夫だよ」

　カフェの入り口で呼吸を整えていると、マスターが心配そうに声をかけてきた。

「いや、まあ……」

　自分はいつものように早めに着くつもりだったのだが、思わぬ足止めを食ってしまったのだ。

　云い訳をするのは本意ではないけれど、事情を話しておいたほうがいいかもしれないと思い直した。

　礼がこの店でアルバイトをしているのを知っているということは、客として店に来る可能性もある。その場合、話を先に通しておいたほうが要いらぬ誤解を生まずにすむ。

「あの、実は───」

　先日の隠かくし撮りの一件と、さっきの出来ごとをマスターに報告しておくことにした。

　夏休み中、アルバイトを休まなくてはならなかったため、マスターには［フェデリーカ］での仕事のことは話してある。

　それに、最近は崇人が店の常連客になってしまっている。そのため、礼たちの事情もある程度把は握あくしている。

「それは迷惑な話だな。わかった、その風体の男が来たら気をつけるようにする。他ほかのバイトの子たちにも知らせておくから安心しなさい」

「ありがとうございます。このところ、お騒さわがせばかりして申し訳ありません」

「何云ってるんだよ。困ったときはお互い様だろう？　いつもよく働いてもらっているし、イケメンの常連客も連れてきてくれたしね」

「……っ、その件に関しても本当に申し訳ないです！」

　さらに平身低頭に謝罪する。礼が把握している以上に、崇人はここに通っているのかもしれない。

「いやいや、本当に助かってるんだよ。ほら、ウチの店は少し地味だろう？　衛本さんのお陰かげで若い女性のお客さんが凄すごく増えてるんだよ。最近じゃお昼どきには近くのＯＬさんたちが並んでくれるんだ。忙いそがしいときはたまに手伝ってくれるしね」

「は、はあ……」

［Ｃｈｅｒｉｓｈ］はコーヒー専門のカフェだが、食事のメニューもそれなりに充じゆう実じつしている。アルコールも扱あつかっているため、夜は飲みがてら夕食を食べに来る一人客も少なくない。

　地元の常連客のほうが多く、昼は比ひ較かく的てきゆったりとしていることが多かったのだが、いまは様子が違ちがっているようだ。

　崇人の存在は、かなりの集客力になるのだろう。本当に迷惑でないのならいいけれど、何だか複雑な気分だ。

（まあ、マスターが喜んでるならいいか……）

　直接の礼の功績ではないけれど、迷惑でないならよしとしよう。

「さあ、仕し度たくしておいで。そろそろ仕事帰りのお客さんたちが来る時間だからね」

　控ひかえ室のロッカーに荷物を入れ、店名の入ったエプロンを着けてから急いで表に戻もどる。幸い、まだ客足はそれほど伸のびていないようだった。

「フロア入りますね。注文がまだのテーブルはありますか？」

「窓まど際ぎわの一番テーブルに行ってくれるかい？　君に注文を取りに来て欲しいとのことだ」

「え？」

　この店に指名制度はないため、マスターがそういったことを承諾したことに驚く。

「君の知り合いは本当に美形ばかりだねえ。周りのお客さんたちもそわそわしてるよ」

　マスターの視線の先を見たら、金きん髪ぱつの男性が座っていた。礼たちの会話が聞こえたのか、こちらを振ふり返り、礼に手を振ってくる。

「────」

　今日は招かれざる客が多すぎる。できるだけ彼には近寄りたくなかったのだが、店内では無下な態度を取るわけにもいかない。伝票を手にテーブルへと向かう。

「……ご注文はお決まりでしょうか」

「お勧すすめのメニューはどれですか？」

「どのメニューも美味おいしいですよ。当店の自じ慢まんはマスターの淹いれるコーヒーです。本日の豆はモカを使っております」

「では、それをお願いします」

「コーヒーお一つでよろしいですか。ただいまお持ちいたしますので、少々お待ち下さい」

　注文を取り、すぐさまテーブルを離はなれる。

（何しに来たんだよ！）

　すぐに崇人に連絡すべきかと思ったけれど、いまの時間は会社にいるはずだ。店内にいる間はとくに危険はないだろうと判断し、クリスの目的を探さぐることにした。

「本日のコーヒー一つ入りました」

「コーヒー一つね。で、あの人、何だって？　今度は映画に出てくれとかって云いわれた？」

　マスターは興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

「いえ、知り合いの知り合いっていうか……」

　崇人とは古くからの顔見知りのようだから、あながち噓うそではない。親しん戚せきだというよりは余程説得力がある。

「じゃあ、ただ礼くんに会いにきたの？」

「よくわからないんで、ちょっと訊きいてみます」

　マスターの淹れてくれたコーヒーをクリスのテーブルへと運んでいく。

「お待たせしました」

　いつもは心を穏おだやかにしてくれる芳ほう醇じゆんな香かおりを楽しむ余よ裕ゆうは、いまの礼は持ち合わせていなかった。

「ありがとうございます。うん、いい香りだ。僕は紅茶党なんですが、コーヒーも悪くないですね」

「───どういったご用件ですか？」

　硬かたい声で目的を訊く礼に、クリスは鷹おう揚ように微笑ほほえんだ。

「すっかり嫌きらわれてしまったようですね」

「好感が持てる出で逢あい方ではなかったので」

「それは確かに。一刻も早くあなたと二人きりでお話ししたくて気が急せいてしまいました。不快にさせてしまったことを謝らせて下さい」

　クリスの演技がかった大おお袈げ裟さな謝罪に、眉まゆを顰ひそめる。

「その件はもういいです。それより、今日の目的を教えて下さい」

「とくに明確な目的はないんですよ。あなたの様子を見にきたといったところでしょうか。普ふ段だん過ごしているところを見てみたい気持ちもありましたし。レナートにあなたのことを報告したいですしね」

「……そうですか」

　父のことを出されると、強い態度に出られなくなってしまう。

　クリスが親しくしていたのは事実のようだし、父が可愛かわいがっていたというなら、一いつ般ぱん的てきな常識に欠けてはいるが悪い人間ではないのだろう。

「少しは気持ちの整理がつきましたか？」

　クリスの云う『気持ちの整理』とは『後こう継けい者しや』になる気があるかということだ。彼の中に断るという選せん択たく肢しがないことは、礼にだってわかる。

「整理も何も、俺には日本での生活があるんです。考えるまでもありません」

「本当に欠片かけらも考えませんでしたか？」

「……っ」

　重ねて問われ、答えに詰つまる。あり得ない未来だという前提だが、『もしも』を考えてしまったのは事実だ。

「日本にはあなたの家族は一人もいない。本当にここがあなたのいるべき場所なんですか？」

「親戚はいませんが、大事な友人は何人もいます」

　母が亡なくなり天てん涯がい孤こ独どくになったけれど、礼の故郷はこの日本だ。アメリカに血けつ縁えん者しやが多いとしても、向こうに生活の場を移したいとは思わない。

「お友達とはどこにいたって会えるでしょう。現に僕にも世界中に友人がいますし、彼らとは頻ひん繁ぱんに集まっています。だけど、家族は友人とは違う。可能な限り、日々の生活を共にするべきです」

「あなたはそうしてるんですか？」

　崇人の話によれば、クリスの両親は親としては不適格な人物のようだ。子供を残し、何日も家を空けることも珍めずらしくなかったと聞いている。

「僕の本当の家族はレナートだけです。心は常に彼と共にありますよ」

「……っ」

　嫌いやみのつもりの問いかけは、墓ぼ穴けつを掘ほる結果になってしまったようだ。

「いきなり『ファミリーの後継者』なんて云われたら、誰だれだって戸と惑まどって当然でしょう。抵てい抗こう感かんがあるのもわかります。だけど、難しく考えないで下さい。家族の傍そばで暮らす。それが人として自然なことではないですか？」

　クリスの穏やかな語り口は不思議な説得力があった。魅み力りよく的てきな容姿に落ち着いた涼すずやかな声。出逢い方が違っていれば、礼も彼を信しん頼らいしてしまっていたかもしれない。

「自信が持てないのでしたら、安心して下さい。僕が全力でフォローします。あなたはただいてくれるだけで構いません」

「いるだけでいいなら、俺じゃなくてもいいじゃないですか」

　それこそ、クリス自身がトップの座につけばいい。それほどに優ゆう秀しゆうなら、きっとファミリーを一層盛り立てていけるに違いない。

「トップは誰でもいいというわけではないんです。血筋も大切ですが、何よりもカリスマ性が必要です。忠誠を尽つくそうと思える存在でなければならない。レナートの面おも影かげがあるあなたなら間違いありません」

「───忠誠……」

　つまり、クリスは礼を押しいただく頭にしたいのだろう。

「勘かん違ちがいなさっているのかもしれませんが、僕は権力を欲ほつしているわけではありません。カノーヴァで働いているのは、目をかけてもらったことへの恩を返しているだけに過ぎません。他ほかにやりたいこともありませんでしたしね」

　組織に属さなくても、クリスなら何でもできるだろう。彼がいま担当している分野は彼一人で起たち上げ、波に乗せたと崇人から聞いている。

「でも、いまは違います。レイの存在を知って、闇やみの中に光を得たような気分でした」

「そんな期待をかけられても困ります。俺はカノーヴァの家とは関かかわるつもりはありませんから」

「でしたら、どうして迷っているんですか？」

「……っ」

「ハナのことを追いかけないのかと訊たずねたときのレナートも同じような目をしていました。当時は不思議でしたがいまならわかります。大人になると様々なしがらみに囚とらわれてしまう。そのせいで自分の気持ちに素す直なおになれなくなるんですよね」

「────」

「あなたには日本でやりたいことでもあるんですか？　ここでしか叶かなわない将来の夢でも？」

「それは……」

　クリスの問いかけに、礼は押し黙だまるしかなかった。自分のやりたいこと───それがいま一番わからないことだ。

　まずはイメージモデルの仕事を勤め上げたいし、大学も無事に卒業したい。崇人ともずっと一いつ緒しよにいたいと思っている。

　だけど、『将来の夢』というのは、そういうこととは違うような気がするのだ。

　黙り込んだ礼に、クリスは子供を見守る教師のような鷹揚な笑えみを浮うかべた。

「まだ考える時間が必要なようですね。今日はこれで失礼します」

　何も問題は片づいていないけれど、とりあえずほっとする。

　クリスは立ち上がりながら、礼に告げた。

「ああ、そうそう、僕が今日来たことは彼には秘密にしておいて下さい。あなたにとっても、そのほうがいいと思いますしね」

「どうしてですか？」

　彼とは崇人のことだろう。崇人の存在はクリスにとっては邪じや魔までしかない。しかし、自分に口止めをして素直に従うとでも思っているのだろうか。

「自分がいないときに僕が現れたなんて知ったら、どんな反応をするか想像がつくでしょう？　下手へたをしたら閉じ込められてしまいますよ。彼はだいぶ過保護なようですからね」

「……っ」

　そんなことはない、と自信を持って否定することはできなかった。崇人が実際にそこまでするとは思えないけれど、閉じ込めておきたいとは思いそうだからだ。

「籠かごの中の小鳥になるのは、あなたも嫌でしょう？」

「……お会計はあちらになります」

　彼が礼を揺ゆさぶろうとして、極きよく端たんなことを云いってきていることはわかっている。わかっていても動どう揺ようしてしまうのは、礼の心に迷いがあるからだ。

　クリスの問いかけには答えず、レジへと案内する。これ以上、話をしていたら余計な動揺をするだけだ。

　迷いや悩なやみがあるのは事実だけれど、自分自身と向き合って解決すべきことであって、それはクリスとは関係のないことだ。

「コーヒーごちそうさまでした。とても美味おいしかったです。次は食事に来ますね」

「あっ、あの、お釣つり！」

　トレーに札を一枚置いて踵きびすを返したクリスに声をかけたけれど、振ふり向くことなく行ってしまった。

「……日本はチップ制じゃないんだけど……」

　きっと、彼には普段お釣りをもらっていく習慣がないのだろう。

　レジを締しめるときに計算が合わないほうが困るのだが。返さなければと思いつつも追いかける気力は残っておらず、レシートを手にため息を吐ついた。










　クリスが店を出るのと入れ替かわるように、店が混こみ始めた。

　意識して客層を観察すると、確かに女性の割合が増えた気がする。以前は一人客が多かったけれど、いまは二、三人で連れ立ってきているグループが多い。

　彼女たちは店内をきょろきょろと眺ながめたあと、心なしかガッカリとした顔になった。隣となりのテーブルを片づけていたら、会話が聞こえてきた。

「何だー、今日はいないんだね。目の保養に来たのに！」

「やっぱりランチのときのほうが確率高くない？」

「今度、声かけてみようよ」

「えー、あんな男前に彼女がいないわけないじゃん」

「でも、いつも一人だよ」

「ここのマスターと知り合いみたいだから、そっちに探さぐり入れてみる？」

　やはり、崇人が目的のようだ。相変わらず、女性には無む闇やみにモテる。

　アメリカでも数多あまたの女性から連れん絡らく先を渡わたされていたけれど、日本でも相変わらずのようだ。

（カッコいいから仕方ないけど……）

　自分の恋こい人びとがモテるのは誇ほこらしい。けれど、限度を超こえると嫉しつ妬とよりも不安のほうが大きくなってしまう。

　浮うわ気きや移り気を心配しているのではない。自分ではやはり彼に相応ふさわしくないのではという懸け念ねんが蘇よみがえってきてしまうのだ。

　もやもやとした気分で食器を下げに戻もどると、マスターが困った様子で時計を見つめていた。

「八や坂さかはまだ来てないのか？」

「そうみたいですね。もう少ししたら来るんじゃないですか？」

　同じアルバイトの八坂はいつも時間ぎりぎりに現れる。掛かけ持ちをしてあちこちで働いているせいで、分刻みのスケジュールになっているらしい。

　一番実入りがいいのは肉体労働らしいが、［Ｃｈｅｒｉｓｈ］は、賄まかないが美味しいから辞やめられないと云っていた。

「困ったな、配達を頼たのもうと思ってたんだが……」

「配達なら俺行ってきますよ。届け先はどこですか？」

［Ｃｈｅｒｉｓｈ］では近くのオフィスへの配達も請うけ負っている。熱々の淹いれ立てコーヒーをポットで持っていくのだ。軽食程度なら一緒に持っていくこともある。毎日決まった時間に配達することがほとんどだが、たまに追加注文がある。

「一いち条じようさんのところだ。コーヒーの追加とサンドイッチを頼まれたんだが、君に行かせるわけにはいかないしな」

「え、どうしてですか？」

　不思議に思って訊きき返すと、マスターの目が泳いだ。

「あ、いや、どうしてって、その……」

　狼狽うろたえている様子にピンと来た。脳のう裏りに一人の顔が浮かぶ。

「もしかして、崇人が何か云ったんですか？」

　礼の追つい及きゆうに、ぎくりという顔になった。思い返してみれば、最近、配達を頼まれることがほとんどなかった。

「まあ、うん、何というか……口止めされてたんだけどなあ……」

　マスターは気まずげに頭の後ろを搔かく。追及を逃のがれられないと観念したのか、渋しぶ々しぶといった体ていで話し出した。

「礼くんを一人にしないよう頼まれたんだよ。だから、配達は違う子に行ってもらったほうがいいかなって思って……」

「やっぱり……」

　過保護な崇人が思ったほど口やかましくならないことを不思議に思っていたけれど、その代わりにこうして裏で手を回していたようだ。

　心配してくれる気持ちはありがたいけれど、周りの人たちに迷めい惑わくをかけてしまうのは本意ではない。

　苦い表情になった礼に、マスターはフォローの言葉をかけてくれる。

「きっと君が気にするだろうから、黙ってたんだよ。いま、ヘンな男につけ狙ねらわれてるんだろう？　用心して当然だろう。俺だって危ない目に遭あわせたくはないしね」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。事務所まで行って戻って十分もかからないじゃないですか。人通りの多い道だから、もし近寄ってきたとしてもヘンなことはしてきませんって」

「だがなぁ……」

「仕事なんだから、気にしないで下さい。俺じゃ料理の追加が来ても対応できませんから」

「けど、当面は不用意な行動はしないほうがいいんじゃないか？」

「すぐ戻ってくるから大丈夫ですよ。念のため、護身用グッズも持っていきますから」

「護身用グッズ？」

「これです」

　ポケットに入れてあった小さなスプレー缶かんを取り出す。

　以前、崇人と共に護身用の武器の携けい帯たいを検討したことがある。日本では銃じゆうは使えないし、護身用に刃は物ものを持っていても罪に問われることもある。

　スタンガンも武器という扱あつかいで過か剰じよう防衛と取られかねないし、重くて持ち歩くには向いていない。逆に奪うばわれたときに余計危険が増してしまう。

　話し合った結果、捻ねん挫ざなどのときに使うアイシングスプレーを持ち歩くことにした。実際に手足を痛めたときにも使えるし、万が一のときは威い嚇かくとして使用できると判断したのだ。

「確かに顔にかけられたら、堪たまらないだろうなあ」

「でしょう？」

　スプレーを使った手でうっかり目を擦こすっただけでも身み悶もだえることになった。直接吹ふきかけたらどんなことになるか、想像もしたくない。

　もちろん、日常において人に向けて使うのはよくない。飽あくまで危険な状態に陥おちいった場合の緊きん急きゆう事態のみだ。

「それじゃあ、頼んでもいいかな。危ないと判断したら、近くの店に駆かけ込むんだぞ」

「わかってます」

「くれぐれも気をつけてな」

　心配を拭ぬぐいきれない様子のマスターに見送られながら、ポットと配達用バスケットを手に店を出る。

　配達先はすぐ近くの設計事務所だ。［Ｃｈｅｒｉｓｈ］はそこの先代に設計してもらったのだそうだ。

「お待たせしました、［Ｃｈｅｒｉｓｈ］です。コーヒーをお持ちしました」

　インターホンを鳴らして配達に来たことを告げると、中から疲つかれた様子の所長の一条が顔を出した。

「ありがとう。助かったよ、ちょうどいまコーヒーが切れたところだったんだ」

「珍めずらしいですね。こんな時間に追加なんて」

　普ふ段だんは残業のほとんどない事務所だ。閑かん古こ鳥どりが鳴いているわけではなく、時間内に終わらせるような働き方をしているらしい。

「今日はまだまだ帰れそうになくてね。これ、お代ね。金額確かく認にんしてくれるかな」

「お預かりします。ちょうどですね。こちらが領収書になります」

「どうもね。明日あしたもこんな感じだろうから、またお願いすることになると思う。マスターによろしく伝えておいてくれる？」

「わかりました。またよろしくお願いします」

　空になったポットを受け取り、設計事務所をあとにする。のんびりとしていたら、マスターが心配する。足早に来た道を戻った。

「あ、特売になってる」

　商店街を早足で歩きながらも、総菜店の店頭に目を引きつけられる。アルバイトのあとも残っていればいいのだが。

　ほんの一いつ瞬しゆんよそ見をした瞬間、どんっと何かにぶつかった。

「……っ、すみません」

　かなりの衝しよう撃げきに、蹈鞴たたらを踏ふんで後あと退じさる。反射的に謝罪を口にしたけれど、ぶつかったというより体当たりをされたような衝撃だった。

「いてーな、おい」

「あんたさ、どこ見て歩いてるんだ？」

　脇わき道みちから出てきた男たちが不ふ機き嫌げんに不満を口にする。

（何でそんなところから出てきたんだ？）

　脇道と云いっても、建物と建物の間の私道のような細い路地だ。通り抜ぬけることはできるけれど、先のほうは人一人が通るのがやっとの狭せまさで、近所の人間くらいしか使わない。

「何だ、その顔は？　ぶつかっておいて詫わびの一つもねーのかよ」

　先ほどの謝罪が聞こえていたはずなのに、難なん癖くせをつけてくる。その態度から、故意に前方を塞ふさいできたのだとわかった。

「こちらも不注意でしたが、突とつ然ぜん出てきたのはあなた方じゃないですか？」

　事を荒あら立だてるような物云いはよくないとわかっていたけれど、黙だまっていられなかった。

（崇人に知られたら怒おこられるだろうな……）

　危ないことには近づくなと口を酸すっぱくして云われている。相手を煽あおったなどと知られたら、小一時間説教されてしまいそうだ。

「ああ!?　人のせいにすんのかよ！」

「それはあなたたちのほうでしょう？　わざとぶつかってきたようでしたけど、何が目的なんですか？」

　そう問いかけながら、自分でも彼らの目的を考えてみる。

（……かつあげか？）

　事務所で預かった代金がエプロンのポケットに入っているけれど、金が目的ならその程度の額では満足しないだろうし、もっと金を持っていそうな相手を狙うはずだ。

　ただ、弱い相手をいたぶり、怯おびえさせたいだけかもしれない。だが、それが目的なら当てが外れたと云っていいだろう。

　礼はアメリカで危険な目に遭いすぎて、ずいぶん感覚が麻ま痺ひしてしまった。いま礼に詰つめ寄っている男たちは逞たくましさの欠片かけらもなく、恐きよう怖ふを感じることもない。

「ごちゃごちゃうるせぇな！　大人しく怖こわがってりゃいいんだよ！　つーか、先に謝ったってことは、お前のほうが悪いってことだろ」

　男は小学生のような屁へ理り屈くつを捏こねてくる。思った以上に話の通じない相手だとわかり、とっとと立ち去っておけばよかったと後こう悔かいする。

「やっぱり聞こえてたんじゃ……」

「大体、謝ってすむと思ってんのか？　誠意の見せ方ってもんがあるんじゃねーの？」

「わ……っ」

　乱暴に体を突つかれ、路地の壁かべ際ぎわに追い詰められる。奥側に抜けて逃にげることも考えたけれど、生ゴミを入れるプラ容器が行く手を阻はばんでいた。

「生意気だけど、よく見たら小こ綺ぎ麗れいな顔してんじゃん」

「そのデカい態度はいつまで続くだろうな？」

「……っ、触さわるな！」

　ニヤニヤと笑いながら顎あごを摑つかまれ、ぞわっと鳥とり肌はだが立つ。その不快感で反射的に男の手を取り、背中に捻ひねり上げてしまった。

「いててて！」

「あ……」

　万が一のときのために、崇人から簡単な護身術を習っている。これは崇人の特訓の結果だ。思った以上に上手うまくできた。

「て、てめえ……っ」

　男の情けない悲鳴で仲間が殺気立つ。一対一ならどうにかなるけれど、複数を相手にする対処はまだ習っていなかった。

（どうしよう……あ、そうだ！）

　そのとき、ポケットに忍しのばせてあるものを思い出した。こんなときのために持ち歩いているのに使わない手はない。

　締しめ上げていた男を突き飛ばすのと同時に、ポケットの中のスプレーを取り出して指で蓋ふたを弾はじくと、男に向けて力ちから一いつ杯ぱい噴ふん射しやした。

「うああ、目が、目が……っ」

　思っていたよりも効果絶大だったようだ。顔を押さえ、のたうち回っている。

「ふざけたことしやがって……！」

　突き飛ばした男のほうが礼に摑みかかってくる。

「……っ」

　練習で動作を繰くり返すというのは大事なことらしい。ほぼ無意識に体が反応し、礼は飛びかかってきた男を寸前で躱かわした。それと同時に足あし払ばらいをかける。

「なっ……!?」

　男はバランスを崩くずし、ゴミ容器に顔から派手に突っ込んだ。男はゴミまみれの姿で地面に倒たおれ込むことになった。

　肉体へのダメージはさほどではないだろうが、精神的なショックを受けていることだろう。

（あとで片づけに来ないとな……）

　このゴミ箱の所有者である居酒屋には何度か足を運んだことがあるし、店主はマスターと旧知の仲のはずだ。

　まずは謝罪のほうが先だろうかと考えていたら、通りのほうから感心したような声と拍はく手しゆが聞こえてきた。

「上手くできたじゃないか」

「崇人！」

「練習の成果があったな。俺の出番くらい残しておいてくれ」　>>>♥

　崇人の登場にほっとすると同時に、またもや身勝手な行動中のトラブルを目撃されてしまったことに対しての幾いくばくかの後ろめたさを覚える。

「一人でも大だい丈じよう夫ぶって云っただろ」

　気まずさを隠かくすために虚きよ勢せいを張る。

「毎回、こんなひ弱なチンピラばかりが相手だと思うなよ」

「それはそうかもしれないけど……」

　礼と崇人が云い合っていると、苛いら立だった声が後ろから聞こえてきた。

「ぁあ!?　お前らバカにしやがって……！　よくもこんな……っ」

　ゴミの中から立ち上がった男がゾンビのように襲おそいかかってくる。

「汚きたない手で触るんじゃない」

　崇人はそう云いながら、長い足で男を蹴けり飛ばした。

「ぐあ……っ!?」

「バカにはしていない。哀あわれんではいるけどな。……って、もう聞こえてないか」

　崇人の言葉はもう彼には届いていない。蹴りが鳩尾みぞおちに綺麗に決まったらしく、今度こそゴミに埋うもれながら気を失ったようだった。

　目を押さえて騒さわいでいた男のほうはいつの間にか姿を消していた。

「礼、店に戻もどるぞ」

「でも、ここ片づけないと」

「あとで手伝ってやるから一度戻ろう。掃そう除じ用具も持ってきたほうがいいだろう？　それにマスターが心配してるだろうからな」

「わかった。そうだね」

　居酒屋の店主に一声かけてから、カフェへと戻ることになった。崇人と連れ立って歩きながら、疑問を口にする。

「ところで、どうして崇人がいるの？」

　崇人が迎むかえに来るのは、礼がアルバイトを終える時間のはずだ。

「夕飯を食べようと思って、早めに寄ったんだよ。お前が配達に行ってるって云うから様子を見に来たんだ」

「あっ、そうだ！　マスターにまでヘンなこと頼たのまないでよ！」

　礼の知らないところで頼みごとをしていたことを責めると、崇人は気まずげに肩かたを竦すくめた。

「ん？　ああ、そのことか。最近困ってるってマスターに相談したら、協力してくれるっていうから甘えさせてもらったんだ。お前が気にするだろうから黙っててもらったんだが、バレたなら仕方ない」

「マスターにまで迷めい惑わくかけたくなかったのに……」

　悪びれた様子もない崇人に唇くちびるを尖とがらせる。

「いまみたいなトラブルに巻き込まれるほうが迷惑をかけることになるだろ。用心しておいたほうが後の被ひ害がいを軽減することもできる」

「……っ」

「お前はそうやって一人で抱かかえ込もうとするが、協力し合うことはそんなに悪いことか？」

「そういうわけじゃ……」

「別に責めてるわけじゃない。もっと肩の力を抜ぬけと云いってるだけだ。協力してもらってばかりじゃないぞ。俺だって店の役に立ってる」

「アルバイトしてるのは俺なんだけど」

「ボディガードなんだから、お前の身を守るためにすることは業務の一いつ環かんだ」

「すぐそういう屁へ理り屈くつ云うんだから。お店であんまり目立つようなことしないでよね」

「どうしてだ？」

「……べ、別に何となく……さっきも崇人目当てっぽい綺麗な人とか来てたし……」

　自分の知らないところでモテていると思うと、胸の辺りがもやもやするのだ。愛あい想そのいい崇人なら、女性たちに声をかけられたら笑え顔がおで会話に応じるに決まっている。

「もしかして、嫉しつ妬としてるのか？」

「ち、違ちがっ……」

　心理を云い当てられ、慌あわてて否定する。けれど、こんなに動どう揺ようしていては、肯こう定ていしているも同然だ。したり顔でニヤニヤと笑う崇人の視線から逃のがれようと、反対側へと顔を背そむけた。

「大丈夫だよ。声をかけられても、俺には可愛かわいい恋こい人びとがいるって云ってあるから」

「ちょっ、俺のことだなんて云ってないよね!?」

「名前は云ってないが、モデルをしてる年下の美人だって伝えてあるぞ」

「その説明だと凄すごい想像されてそうなんだけど……」

　モデルをしているのも、年下なのも本当だ。だが、美人という形容詞は礼には向いていないのではないだろうか。

「でも、事実だろ」

「……バカ」

　よくないとわかっていても、最近口くち癖ぐせになってしまっている。照れ隠しについ口をついて出てしまうのだ。

「他ほかに変わったことはなかったか？」

「え？　あ、そういえば、この間の記者に会ったよ」

　咄とつ嗟さにクリスの顔が浮うかんだけれど、違う話題を口にした。彼に口止めされたからというわけではない。

　いま、クリスの話をしたら、どんな話をしたか伝えなければならなくなる。いまはまだ、もやもやとした自分の考えを上手うまく話す自信がなかった。

「この間のって、盗とう撮さつしてきたやつか？　店に来たのか？」

　崇人は厳しい表情になった。仕事モードがオンになったようだ。

「ううん、バイトの前に声かけられた。会ったっていうか、待ち伏ぶせされてたっていうか……。俺のことをずいぶん調べてるみたい」

「バイトの前？　俺と別れた直後じゃないか。やっぱり、次は店まで送ったほうがいいな」

　絶対、そう云われるだろうと思っていた。けれど、もう気き恥はずかしいなどと云っている場合ではない自覚はある。

「それで、何か云ってたか？」

「色々ムカつくこと云われた。じろじろ人の顔見ながらヘンな目の色だとか、何でカフェなんかでバイトしてるのかとか」

　どこの血が混じってるのかと揶や揄ゆする口調で云われたときは、頭に血が上りかけた。

　自分が混血だということを卑ひ下げしてはいないし、コンプレックスに思ってもいない。けれど、見下した物云いは許しがたかった。

「でも、最初のうちはインタビューさせろってしつこく云ってきたわりに、あっさり帰ってったんだよね。何が目的だったんだろ」

「好意的な記事を書くつもりはさらさらないんだろう。挑ちよう発はつして暴力を振ふるわせて示談金を脅おどし取る、という手口もあるようだから気をつけてくれ」

「そんなことあるの!?」

「世の中にはろくでもない人間もいるんだってことを忘れるな」

「うん……」

「ああいうやつは諦あきらめが悪いからな。またお前の前に現れるだろう。次は問答無用で警察に通報しろ」

「わかった。あっ、あと、名めい刺しを押しつけられたから一応取っておいたんだけど、この雑誌って大きな出版社が出してるやつだよね？」

　一度丸めたせいでぐしゃぐしゃになってしまった名刺を崇人に渡わたす。何かの役に立てばいいのだが。

「これは別人の名刺だろうな。もしくは知人の名前を借りた偽ぎ造ぞうかもしれない。本名を知られるのはまずいという判断はつくようだ」

「え？」

「第一に名前が違う。この雑誌に記事を載のせたことはあるはずだが、フリーランスのはずだ。いまは報告書が手元にないが、和わ田だって云ったかな」

「ちょっと待って。どうして崇人があの人の名前とか知ってるの？」

　まるで見知った相手かのように話す崇人に待ったをかける。

「この間、車のナンバーを控ひかえておいただろ？　そこからちょっと調べてもらった。今日はその報告書を受け取りに行ってたんだ」

「本当に調べてたんだ……」

「俺を何だと思ってるんだ。お前のボディガードだぞ。露つゆ払はらいが俺の仕事だ」

「露払いって……時代劇の再放送見すぎだよ」

　崇人の言葉遣づかいに笑ってしまう。その云い方ではボディガードというより武士のような印象だ。

「云い方が古かったか？　とにかく、あいつの一通りの情報は押さえてある。名前、住所、電話番号、メールアドレスに学歴に職歴。前科はないが、タレントへの強ごう引いんな取材で苦情を入れられて会社を首になったようだ」

「そこまで調べられるんだ……」

「蛇じやの道は蛇へびって云うだろ？　お前のことを嗅かぎ回ってる理由が気になったからな」

「どういうこと？」

「［フェデリーカ］の件だけならともかく、あっち関係が目的なら放ほうっておくわけにはいかないからな」

「あ、そっか……」

　カノーヴァファミリーに関することが目的なら、軽視しているわけにはいかない。

　血の繫つながりがあるだけでほぼ無関係だとしても、あることないこと面おも白しろおかしく書き立てられる可能性もある。

　そうなったら、今度こそ大学に通い続けることができなくなってしまう。

　インターネット上の事実無根の情報ですら消し去るのは難しいのに、一度、週刊誌の記事になってしまったら、名めい誉よ回復は簡単ではないだろう。

　下手へたをしたら、就職もまともにできなくなるかもしれない。

「いまは完全にフリーランスで所属しているところはないようだ。一人では大したことはできないだろうが、面めん倒どうなところから金を借りてるのが気にかかるな」

「お金？」

「ギャンブルと酒で身を持ち崩くずして、あちこちに借金があるらしい。強引な取材は金に困っての結果かもな」

「…………」

　お金がない苦労は礼にもわかる。けれど、それがギャンブルやアルコールのせいとなると、少しも同情できない。

「とりあえず、ここにも苦情を入れておく。この名刺の人物が関かかわっている可能性もあるかもしれないからな。共犯にしろ被ひ害がい者しやにしろ、知らせておけば何かしら動きが見えるだろう」

「なるほど」

　共犯者だとしたら釘くぎを刺さすことになるし、名前を利用されているとしたら警告になる。やはり、名刺を勝手に処分しないでよかったようだ。

　話をしていたら、あっという間にカフェについた。

「一いつ緒しよに入らないほうがいいか？」

「別にいいよ。店の中で知らない人のふりするほうが難しいし」

　気恥ずかしさはあるけれど、云いうなれば授業参観のときのような恥ずかしさだ。

「……さっきはありがと」

　きちんと感謝の気持ちを伝えていなかったことを思い出し、早口で告げる。

「ん？」

「本当は崇人が来てくれて凄くほっとしたんだ。いつも感謝してる」

　突つっかかるようなことを云ってしまうのは、崇人に甘えているせいだ。子供っぽい態度をいつも後こう悔かいするけれど、鷹おう揚ように受け止めてもらえる居い心ごこ地ちのよさになかなか甘えが抜ぬけない。

「どういたしまして」

「崇人は俺に甘すぎるよ」

「お前を甘やかさないで、他の誰だれを甘やかすって云うんだ？」

「それがよくないって云ってるんだけど！」

　軽口を叩たたき合っていたら、ふと崇人が表情を硬かたくした。

「礼、その首の跡あとはどうした？」

「え？」

「擦すり傷ができてる」

　崇人の言葉に、何気なく首に手をやった。そこにあるべき感かん触しよくがないことに気づき、血の気が引いていく。慌あわてて胸むな元もとに触ふれてみたけれど、やはりなくなっている。

「リングがない……」

　チェーンに通して首に下げていた父のカレッジリングがなくなっていた。あれは唯ゆい一いつの父の形見でもある。お守り代わりにとチェーンに通し、身に着けていたのだ。　>>>♥

「指輪ってあのカレッジリングか？」

「うん……。どこで落としたんだろう。探してくる……っ」

「礼！　俺も探すのを手伝うから、まずは落ち着け」

「う、うん」

「最後に確かく認にんしたのはいつだ？」

「配達前はちゃんとここにあったんだけど……」

「それなら、店と配達先の間で落とした可能性が大きいな。となると、この道のどこかにあるはずだ」

「そうだね、探しながら戻もどってみる」

「俺は左側を見て歩くから、礼は右側を探せ」

　急いでマスターに一声かけたあと、来た道を引き返す。自分の歩いた道筋を思い出しながら、その周辺にリングが落ちていないか探していく。

　設計事務所の前まで戻ってみたけれど、リングは見つからなかった。

「その傷からすると、チェーンが引き千切られたようだな。やつらと揉もみ合ったときに切れたんじゃないか？」

「……そうかも。まさか、あいつらが取ってったんじゃ……」

　もしそうなら、いくら探しても見つかるはずはない。礼は絶望感に肩かたを落とす。

「落ち込むのはまだ早い。あのゴミを片づけたら、出てくるかもしれないだろ」

「そっか。そうだよね」

　崇人の言葉に気を取り直す。諦めるのはまだ早い。

　さっきの路地を覗のぞき込んだら、気を失っていた男は姿を消していた。礼たちが去ったあと、目を覚ましたようだ。

　改めて見ても、無残な状態だ。この中からリングを探すのかと思うとげんなりするけれど、弱音は吐はいていられない。礼は散らばったゴミを前に気合いを入れ直した。
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「───じゃあ、週末はそんな感じでよろしく」

「了りよう解かい」

　講義の間に学食で昼食を摂とりながら、名塚との打ち合わせを終えた。頼たのまれているマジックショーは今週末に迫せまっていた。

　今回のパーティの主目的は施し設せつのシスターたちの慰い労ろう会だそうだ。彼女たちに日ひ頃ごろの感謝を伝えるために子供たちがお菓か子しを作ったり、出し物をしたりと工く夫ふうを凝こらす予定らしい。

　礼のショーはシスターやボランティアスタッフたちからのサプライズのお返しという形でやらせてもらうことになっている。

「いま、結構真ま面じ目めに練習してるんだ」

　クリスに持っていかれてしまったマジックグッズは買い直した。メインはトランプを使ったマジックをやるつもりでいる。

「ホントに？　当日楽しみにしてる」

「名塚にも手伝ってもらうつもりでいるから、リハーサルの時間取ってもらっていいかな？」

「あんまり難しいことじゃないよね？」

「横でアイテムの受け渡わたしをしてもらいたいだけだから大だい丈じよう夫ぶ」

　プログラムは新商品発表のステージのときにイリュージョンのプロデュースと指導をしてくれた人物に相談して組み立ててみた。

　小規模な内輪のパーティのために世界的に有名なイリュージョニストに頼たよるのは気が引けたけれど、子供たちのためにマジックを披ひ露ろうするのだと告げたら喜んで協力してくれた。

　マジック自体はインターネットの動画を参考に練習している。種がわかると意外とできるもので、やり始めたら楽しくなってしまった。

　母に手遊びの一いつ環かんで教えられていたことが、ずいぶん身についているのだと実感した。

「なあなあ、俺は何すればいい？」

「小湊と若林にはパーティの準備のほうを手伝ってもらいたいんだ。子供たちで準備するって云っても監かん督とくは必要だろ？　でも、シスターたちが見守ってたらサプライズにならないしさ」

「任せろ」

　名塚が作ったスケジュール表をカバンにしまい込む。

「そういえば、今日はあれ着けてないんだ？」

「あれ？」

「ほら、お守り代わりにって首から下げてただろ。形見の指輪」

　若林の指し摘てきにドキリとなる。本来あるものがそこにないと思うだけで、落ち着かない気分だ。

　彼らに愚ぐ痴ちるのもどうかと思ったけれど、話題になったのに敢あえて隠かくすのもヘンだ。礼はぎこちなく、数日前にあったことを話し始めた。

「あー……。実はさ───」

　搔い摘つまんで説明すると、友人たちは自分のことのように憤いきどおってくれた。

「それは災難だったね……」

「つーか、ムカつくなそいつら！」

　結局、どんなに探しても形見のカレッジリングが見つかることはなかった。行き来した道にも落ちていなかったし、散らばった生ゴミの中にもなかった。

　商店街の人たちも探すのを手伝ってくれたけれど、それでも見つからなかったことを考えたら、リングは礼にぶつかってきた男たちに奪うばわれた可能性が大きいということだ。

　確証はないけれど、思うようにいかなかった腹いせに奪っていったのかもしれない。

　あのときは目の前のことで手て一いつ杯ぱいになっていたから気づかなかったのだが、首の擦り傷は時間と共に痣あざが浮うき出てきた。

　形見のリングは、落とさないようにしっかりとしたチェーンに通していた。あれが千切れたということは、かなり強い力で引っ張られた証しよう拠こだ。

　念のため、被ひ害がい届は出してある。反はん撃げきして撃退してしまったけれど、彼らの行動は強ごう盗とうと変わらない。二次被害を出さないための措そ置ちだ。

　ああいった輩やからには余罪があるはずだ。今後、何かしらの罪を犯おかし、警察の世話になることもあるだろう。だが、彼らが逮たい捕ほされてもリングが礼の下もとに返ってくるとは限らない。

　リング自体はただのシルバーだ。金額的な価値は大したことはない。換かん金きんしようとしても、ほとんど値はつかないだろう。

　どこかに投げ捨てられでもしていたら、発見はほぼ不可能だ。

（もう諦あきらめたほうがいいのかな……）

　礼にとっては唯一無二の形見の品だ。本音を云いえば、どんなことをしてでも取り返したいという気持ちでいる。だけど、見つける術すべが何もない。

　肌はだ身み離はなさず身に着けているよりも、大事にしまっておくべきだったのかもしれない。いまさら、そんな後こう悔かいをしても遅おそいのだけれど。

「しかし、怪我けががなくてよかったよ。なくなったのは残念だが、親父おやじさんの指輪が身代わりになってくれたのかもな」

　若林の言葉にはっとする。つまり、お守りの役目をきちんと果たしてくれたのだと慰なぐさめてくれているのだろう。

「……そうかもしれないね」

　簡単には割り切れないけれど、そういう考え方もできるのだと少しだけ気持ちが軽くなった。

「それにしても、織原も大変だよなー。ストーカーみたいな記者とか当たり屋とかヘンな親しん戚せきとか。いきなり、祖父じいさんが凄すごい大物だって云われても困るよな」

「正直、まだあんまり実感は湧わいてないかな」

　友人たちにはさらなる迷めい惑わくをかけることになる可能性があるため、礼の詳くわしい事情を話してある。あまりに浮き世離れした状じよう況きように驚おどろいていたけれど、彼らは自分の言葉を信じてくれた。

「この際、厄やく払ばらいにでも行ってきたほうがいいんじゃないのか？」

「厄払いかあ……。みんな、行ったことある？」

「俺は姉ちゃんにつき合わされて正月にやってもらったことあるよ」

「男の厄年っていつだっけ？」

「二十五歳、四十二歳、六十一歳だったかな？」

「じゃあ、まだ先か」

　名塚の云うようにここまで災難続きなら、神様に縋すがるしかないかもしれない。

「親戚とか逃にげてったチンピラはともかく、その記者はストーカー行こう為いで逮捕とかしてもらえないわけ？」

「警察には相談はしてあるけど、直接手を出されてはいないから逮捕はできないみたい。一応、注意はしてくれるって。あとその人が仕事してる会社に苦情を入れたんだけど、フリーランスだから行動を制限するのは難しいって……」

「そっかぁ……。じゃあ、やっぱり俺たちで警けい戒かいするしかないってことか」

「面めん倒どうばっかりかけてごめん……」

「バカだな、お前が謝ることないだろ。大学にいる間は俺たちに任せとけって。記者はともかく親戚の人が現れたらすぐわかるだろうし」

　あれからというもの、礼の行動範はん囲いはさらに限られたものになった。件くだんの記者の目的がはっきりするまでとのことだが、それがいつになるのかは見当もつかない。

　結果的に、崇人が行動を共にする時間が多くなった。大学やアルバイトの時間以外はほとんど一いつ緒しよにいる。

　行きたいところがあれば彼が連れていってくれるし、一緒にいられることは純じゆん粋すいに嬉うれしいけれど、それが負担になっていないかということは不安だった。

（俺ばっかりに構ってて大丈夫なのかな……）

　崇人の主な仕事は礼のボディガードとマネージメントだというけれど、いまはイメージモデルの仕事をしているわけではない。

　せいぜい、先日のようにブランドの顔としてパーティに連れていかれる程度だ。そんな自分にそこまで手をかけさせているのは申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　しかし、いまは『一人で大丈夫』と云える状況ではない。クリスの件もあるし、礼をつけ狙ねらっている記者もいる。迂う闊かつな行動はできない。

　そのとき、一人の学生がふらりと近寄ってきた。

「なあ、ここに織原っている？」

「俺ですけど、何ですか？」

　見たことのない学生だったため、さりげなく身構える。同じ大学に通っていても、学部が違ちがえばほとんど顔を合わせることはない。若林たちも警戒してくれているようだった。

　大学内での礼の噂うわさは収束しつつあるようだった。礼自身が目立つタイプではないため、興味が違うものへと移っていったのだろう。

　そういう意味では油断していたため、学生に声をかけられ驚いてしまった。

　モデルのことを訊きかれるのかと思ったけれど、想像していた質問の代わりに茶ちや封ぶう筒とうが差し出された。

「あんたにこれ渡してくれって頼たのまれた」

「へ？」

　反射的に手にしてしまったが、考えなしに受け取ってしまってよかったのだろうか。

「あの、これって誰だれからですか？」

　感かん触しよくから察するに中には何か手紙のようなものが入っているようだが、封筒の表にも裏にも何も書かれていない。

「さあ、俺もいま頼まれただけだから」

「どんな人でしたか？　男性か女性かだけでも」

「男だよ。とにかく、渡わたしたから」

「え、ちょっと！」

　呼び止めようとしたけれど、その学生はそそくさと立ち去ってしまった。

　追いかけ損そこねてしまったけれど、彼を問い詰つめたところで知りたい答えを知ることはできなそうだ。あの様子では本人が話していたように、誰かに頼まれただけでしかないのだろう。

「何渡されたんだ？」

「わかんない」

　何の変へん哲てつもない茶封筒だ。封は糊のりづけされており、光に透すかしてみたけれど厚みがあるせいで中身はよくわからなかった。

「ラブレターって感じの封筒じゃないね。学生課からの通知なら、掲けい示じ板ばんで呼び出されるはずだし……」

　大学からの通知なら、名塚の云うように掲示板に呼び出しがかかるか、郵送で届くはずだ。そもそも、学生が直接届けに来ることはあり得ない。

「とりあえず、中見てみろよ」

「そうだね」

　訝いぶかしく思いながらも封を手で破ってみると、何枚かの紙が折り畳たたまれて入っていた。

「プリントっぽいのが入ってる」

　逆さまにして封筒の中身を取り出した。一緒にカードのようなものが入っていたことに気づかず、何枚かテーブルに落としてしまった。

「あっ」

　床ゆかに散らばったものを拾い上げた若林は、表情を強こわ張ばらせた。

「何だこれ。礼の隠かくし撮どりか？」

「こっちは指輪が写ってる。これって……」

　封筒に入っていたのは礼が大学内で一人で歩いているところを遠くから写したものと、なくしたはずのカレッジリングを撮った写真だった。

　写真を確かく認にんした礼は小さく息を吞のんだ。

「……俺のだと思う」

　デザインはもちろん、記き憶おくしている細かな傷の位置が一いつ致ちする。刻印されたイニシャルはＲ・Ｃ。間違いなく、父の形見のリングだ。

「え？　じゃあ、故意に盗ぬすまれてたってことじゃん！」

　やはりあの男たちが奪うばっていったのだと確信すると共に、彼らは誰かの手先だったのだと思い至る。礼に絡からんできた理由がわからなかったのだが、最初からリングを奪うことが目的だったとしたら、あの不可解な態度も納なつ得とくがいく。

　わざわざ盗んだことを知らせてきたということは、何か目的があるはずだ。折り畳まれた紙を広げてみると、パソコンで打たれた文書が印刷されていた。

「これ、冗じよう談だんなら笑えないぞ」

　横から覗のぞき込んでいた若林が深刻な声こわ音ねで呟つぶやく。同どう封ふうされていた写真以上に洒落しやれにならない内容だった。

「……つまり、脅きよう迫はくされてるってこと？」

　回りくどく書かれていた文章を、名塚が要約してくれる。

「多分、そうだと思う」

『織原礼様』で始まっている文章の内容を大まかに纏まとめると、イタリアンマフィアのボスの孫だという素す性じようを公おおやけにされたくなければ金を払えという要求だった。

（どうして、こんなに詳しく知ってるんだろう……）

　場所と時間が指定されており、金と引き替かえにカレッジリングは返すとのことだった。この件に関して他言すれば、すぐに情報を流しリングを処分するとも書かれている。

　あのリングに『人ひと質じち』としての価値があると知っているということは、それなりの筋からの情報だということだ。悪ふざけだろうと決めつけるわけにはいかない。

「俺、脅迫状って初めて見た」

　小湊が呆ぼう然ぜんと呟く。

「俺も初めてもらった」

　普ふ通つうに暮らしていたら、脅迫状なんて目にする機会はほとんどない。こうして実物があるにも拘かかわらず、現実味がなかなか湧わいてこなかった。

「いくら要求されてるんだ？」

「三百万円って書いてある」

　ゼロの数を数え直してみたけれど、確かに三百万と書いてあった。

「三百万!?」

「脅迫内容から考えたら、そう破格でもないな」

　声をひっくり返らせている小湊とは違い、冷静な呟きを零こぼしたのは若林だ。

「何云いってんだよ！　すげー大金だろ！　俺たちまだ大学生なんだぞ？　宝くじでも当たったならともかく……」

「俺たちにとっては大金だが、非現実的でもないだろう。ここにいる全員で貯金をかき集めたり、消費者金きん融ゆうとかで借りたりすれば用意できなくもない額だ」

「なるほど、それもそうか……」

　若林の説明に、小湊も納得する。

「つまり、ただの脅おどしではなく本気で金を取りたいと思ってるってことじゃないか？」

「そういうことだろうね」

　若林が言うように要求金額が破格ではないのは、大事にならないようにするためだろう。工面できそうにない破格の大金なら、誰かに相談するしかなくなる。

　もちろん、礼にとっては大金だ。だが、イメージモデルの契けい約やく料はすでに振ふり込まれている。来年の学費を支し払はらう前だから、いまなら自分一人でも用意することは可能だ。

（……どうしよう……）

　現状でさえ噂になってしまっているのに、父親の血筋まで公開されたらまともに大学に通うことができなくなってしまうだろう。自分だけの問題ですむならいいけれど、仕事で関わっている人たちにも迷めい惑わくをかけることになってしまう。

　あることないこと悪く書き立てられ、ブランドに傷がつくようなことがあったら取り返しがつかなくなってしまう。

　脅迫されたからと云って、卑ひ劣れつな輩やからに屈くつしたくはない。だが、無視するわけにもいかない。どうしたらいいのかと途と方ほうに暮れた。亡なき母は、こういう事態を危き惧ぐして礼を表に出さないようにしていたのかといまになって気づく。

「誰が犯人か、心当たりはあるか？」

「リングは配達の帰りに絡んできたやつらが盗とっていったんだと思う。偶ぐう然ぜん、ターゲットにされたのかと思ってたけど、初めから俺が狙ねらいだったのかも。あのとき、向こうからぶつかってきたのに、お金を要求してこなかったから不思議に思ってたんだよね……」

　恐きよう喝かつが目的なら、早々に何か要求してきていたはずだ。

「じゃあ、そいつらがこの脅迫状の犯人ってことか？」

「どうかなぁ。こういう回りくどいことはしなそうなタイプに見えたけど。こんなに俺のこと詳くわしく知ってたら、あのときに何か云ってきてた気もするし」

「じゃあ、黒幕が他ほかにいるって可能性もあるね」

「そういえば、週刊誌の記者にストーカーされてるって云ってなかったか？　そいつが関かかわってるってこともあるんじゃないか？」

「それはあるかも！」

　若林の指し摘てきにはっとなった。先日、待ち伏ぶせされたときに血筋のことを云われて腹が立ったけれど、もしかしたらあれは礼の生まれを確認するためのものだったのかもしれない。

　礼の情報と礼自身を見比べ、確信を得たから帰っていった。そして、素性の証しよう拠こ品と脅迫の材料としてリングを奪うために男たちを使った───そう考えれば納得がいく。

「衛本さんに相談したほうがいいんじゃないのか？」

「でも、他言するなって書いてあるよ？　って云っても、俺たちも知っちゃったけど……」

　警察に通報したり、会社の人間に報告したりすれば、それがわかった段階で記事を表に出すと脅迫状には書かれている。犯人もこんな大勢で脅迫状を読まれるとは思っていなかっただろう。

「別に織原が他言したわけじゃないからセーフじゃね？　こんなところで渡してきたんだから、脅迫状を見られて文句云うほうがおかしいだろ」

　小湊の云い分にも一理ある。犯人の指示に従うかどうかはさておき、そういう意味では脇わきの甘い犯人だ。

「確かに。俺なら家のポストとかに入れるかな。何でわざわざ大学で渡わたしてきたんだろうな」

「お前のことはどこからでも見てるぞって脅しのつもりだとか？」

　それに、人の多い構内なら、人込みに紛まぎれることもできる。社会人向けの講座もあるため、学生でなくても目立つことはない。

「それなら自宅のほうが怖こわい気がするけど、まあ、どっちにしろ気持ち悪いか……」

　カレッジリングの写真を見つめていた礼に、若林が静かに訊きいてくる。

「礼はどうしたい？　警察に云えばそいつは捕つかまるかもしれない。だけど、お祖父じいさんのことが公になってしまう可能性もある」

　例えば、指定された場所で張っていれば犯人を捕とらえることはできるかもしれない。だが、犯人が一人でないとしたら、情報がどこかに流れてしまう可能性が大だ。

　だからと云って、大人しく脅迫に従ったところで、犯人が大人しくリングを返してくれる保証もない。けれど、何もせずにいても状じよう況きようは変わらない。

　まずはリングと金を交こう換かんし、犯人が誰だれなのかを突つき止めるのはどうだろうか。金が手に入れば相手も油断するだろうし、人物が特定できれば対処のしようもある。

　情報が不確定な段階で崇人を頼たよるのは、気が進まない。

「───このリングはどうしても取り返したいんだ。どうにかするよ。お金はいまなら何とかなるし」

「何とかなるって、もしかして学費用の金を使う気か？」

「……っ」

「やっぱりな」

　察しのいい若林に、考えていることを見み抜ぬかれる。

「自分だけでどうにかしようとするな。すぐ一人で抱かかえ込もうとするのは悪い癖くせだ。俺たちは友達だろう？」

「俺らじゃ衛本さんほど頼りにならないだろうけど、力にならせてよ」

「そうだそうだ。もっと甘えていいんだぞ」

　彼らの言葉に胸が熱くなる。似たようなことを崇人にも云われたことを思い出す。

「とにかく、悩なやんでても仕方ないって！　世の中、なるようになるんだからどーんと構えてればいいんだよ」

「……そうだな」

　小湊の励はげましに同意する。こちらが難しく考えていたところで事態が変わるわけではないのだから、無む闇やみに動どう揺ようしても意味はない。

「小湊。お前は少しくらい悩んだほうがいい。直感だけで突き進んでたら落とし穴があっても気づかないぞ」

「何だよ、それ！　俺が何も考えてないバカみたいじゃんか」

「まあ、バカとまでは云わないが……」

「こら！　もっとしっかり否定しろ！」

　若林と小湊の漫まん才ざいのようなやり取りに、思わず吹ふき出してしまう。ツボに入ってしまって、なかなか笑いが治まらなかった。

「織原まで笑うなよな」

「ごめん、つい。でも、凄すごく元気出た」

　トラブル自体は不本意だけれど、そのお陰かげで彼らとの友情をこうして実感できたことは幸せなことだと思う。

　うっかり涙なみだぐみそうになったけれど、どうにか我が慢まんした。だけど、彼らと友達になれてよかった。心からそう思う。

「そっか。まあ、いいや。よくわかんないけど、元気出たならよかった」

「───ありがとな」

　心からの感謝を伝えると、三人はそれぞれ照れ笑いを浮うかべた。
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　たくさんの拍はく手しゆの中、礼は恭うやうやしく頭を下げて簡易ステージを降りた。控ひかえ室代わりの応接室に戻もどると、名塚に両手を握にぎられ、厚く感謝の念を伝えられた。

「ありがとう、織原！　すっごくよかった！　子供たちも喜んでくれてたね！」

「上手うまくいってよかった。名塚も手伝ってくれてありがとう」

「こんなに凄いことできるなんて思わなかったよ。ほんとにほんとにありがとう！」

　いつもはゆったりとした口調の名塚だが、興奮しているのか早口になっている。

「お礼を云いいたいのは俺のほうだよ。俺も凄く楽しかった」

　もちろん、［フェデリーカ］お披ひ露ろ目めのときのステージとは比べものにならないくらい小規模な会だ。

　しかし、大勢の子供が喜んでくれている光景は、何にも代えがたい喜びだった。達成感に心が満たされるというのはこういう気持ちを云うのだろう。

［フェデリーカ］でのショーもやり遂とげた達成感はあったけれど、大だい舞ぶ台たいすぎたせいか何よりも安あん堵どが大きくて、自分の気持ちを落ち着いて振り返るどころではなかったように思う。

　だが、今回は我ながら上出来のステージだった。

　簡単で見み栄ばえのいいとっておきのトリックを教えてもらったお陰で、見事なショーをやることができた。

「じゃあ、俺、向こうの準備を手伝ってくるね。仕し度たくできたら呼びに来るから、それまでゆっくりしてて」

「ありがと」

　名塚と入れ替かわりに崇人が入ってきた。手には立派なビデオカメラを持っている。

「お疲つかれ。とてもいいショーだった」

「ありがと。崇人も撮さつ影えいお疲れさま」

　今日の崇人の仕事はカメラ係だ。緊きん張ちようするから来るなと云ったのだが、どうしても見たいと譲ゆずらなかったため役割を振ふったのだ。

　直接見られるよりは、モニター越ごしのほうがいくらか緊張せずにすむ。

　今日撮とった映像は施し設せつの子供たちのための記録でもあるが、ユーインたちにも送ることになっている。プログラムの相談に乗ってくれた『師し匠しよう』にも見てもらうつもりだ。

「礼はマジックの道を究きわめる気はないのか？」

「俺が？　プロになるのは無理だよ。俺がやってるのは趣しゆ味みの範はん囲いだって」

「そうか？　凄く筋がいいと云われていたじゃないか」

「素人しろうとにしてはって意味だって」

「誰しも最初は素人だ。どんな達人だって訓練の積み重ねがあってこそだろう」

「まあ、そうなんだけど……」

「ショーの間は凄くいい顔をしてたぞ。あんな笑え顔がお、最近見てなかったぞ」

「そ、そう？」

　崇人の言葉に顔を押さえる。クリスや将来、脅きよう迫はくのことなど、頭を悩ませることが多くて笑う余よ裕ゆうがあまりなかった自覚はある。

　自分でも思っていた以上に思い詰つめていたのかもしれない。

「お前だって楽しんでただろう？」

「うん、子供たちが喜んでくれて本当に嬉うれしかった。誰かに喜んでもらえるってこんなに幸せなんだって思った」

　魔ま法ほうを目まの当たりにしているかのようなキラキラした眼まな差ざしにくすぐったい気持ちになったけれど、同時に誇ほこらしくもあった。

　一いつ緒しよに片づけをしながら、隣となりにいる崇人に何気なく切り出した。

「……あのさ。俺、将来についてずっと考えてたんだ」

「将来？　クリスに云われたことを気にしていたのか？」

「ううん、跡あと継つぎとかそういうことじゃなくて、将来がわからなくなっちゃって」

　あの言葉に動揺したことは事実だけれど、それ以前から悩んでいた。

「ずっと母さんに親孝行するのが夢だったから、自分のやりたいことって云われても何も思いつかなくて」

「そうだったのか」

　きっと、崇人は礼の様子には気づいていただろう。敢あえて黙だまって見守ってくれていたことはわかっている。お節せつ介かいで過保護だけれど、肝かん心じんなところはちゃんと距きよ離りを保ってくれる。

「いまはお前がやりたいと思うことを探せばいい。将来に迷うのは若者の特権だろ？　若いうちに悩まないでいつ悩むんだ」

「そっか、悩んでいいんだ……」

　薄うす暗ぐらかった未来が、ぱっと明るくなったかのようだった。

　もちろん、具体的な将来像が描えがけたわけではない。だけど、『悩んでいい』のだということが、礼にとっては目から[image: ]うろこだった。

　答えを出さなければと気負い、自覚している以上にフラストレーションが溜たまっていたのかもしれない。

「───何となく見えてきた気がする」

　まだ答えは出ないけれど、糸口が摑つかめたことで肩かたが軽くなったようだった。

「ヒントが得られたってことか？」

「まあ、そんな感じかな」

「出口が見えてきたならよかった。相談したくなったら声をかけてくれ。大した人生は歩んでいないが、一応先せん輩ぱいではあるからな。アドバイスくらいならできるかもしれない」

「うん、そのときはよろしく」

　肩が軽くなったところで、名塚が顔を覗のぞかせた。

「織原、衛本さん！　ケーキ切るから一緒に食べよう。片づけは後回しでいいからさ。子供たちがみんな待ってる」

「わかった！　行こう、崇人」

　崇人の手を摑み、子供たちの待つ食堂へと向かった。
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「────」

　鮮あざやかな夕ゆう陽ひで染まった空の下、礼は一人で脅迫犯を待っていた。

　脅迫状で指定された場所は［Ｃｈｅｒｉｓｈ］の近くにある公園、時間はアルバイトの休きゆう憩けい時間だった。本当に礼の行動をよく調べているようだ。

　電話やメールなどのやり取りもなかったのは、交こう換かんするものがリングだからだろう。脅迫が失敗したところで、向こうには失うものなど何もない。

　指示どおり、礼は西側のベンチに座っている。きっと、どこかからこちらの様子を監かん視ししているに違ちがいない。

　新たな指示が届けられるのか、それとも、本人が現れるのか。周囲を警けい戒かいしていると、砂じや利りを踏ふむ足音が聞こえた。

「……っ」

「時間どおりだな」

「……やっぱり、あんただったんだな」

「そのくらい想定内だろ？」

　待ち合わせ場所に現れたのは、予想どおり礼を狙ねらっていた記者だった。崇人の調べによると、『和田』という名前だったはずだ。

　金を脅おどし取るために礼のことを調べていたのか、大きなネタが引っかかったことで泡あぶく銭ぜにを得ようとしたのかはわからないけれど、理由なんていまさらどうでもいい。

　さりげなく周辺に目を向ける。そんな礼を見て、和田は揶や揄ゆするように笑う。

「警戒しないでも大だい丈じよう夫ぶだって。俺一人だからさ。お前もちゃんと一人で来たみたいだな」

「この間の二人組はお前の仲間だろ」

「ただの『お友達』だよ。ちょっとばかし協力してもらったんだが、お前には二度と会いたくないってさ。治ち療りよう費のぶん上乗せしたいところだが、今回はサービスしといてやるよ。ちゃんと金は持ってきたか？」

「あんたこそ俺のリングを返してくれるんだろうな？」

　礼が確かく認にんを取ると、和田はポケットから無造作にチェーンを引っ張り、礼のカレッジリングを取り出した。

「ほら、これだろ？　こんな安物持ってても意味ねーしな。質しち屋やに持ってったら、二束三文にもならなかったぞ？」

「なっ……」

　金銭での取り引きを持ちかけてきておきながら、売るつもりがあったことに憤いきどおりを覚える。扱あつかいも粗そ雑ざつなことが腹立たしい。想像以上に最低な人間だったようだ。

　指輪自体の素材はシルバーだ。しかも、カレッジリングとなるとデザイン的な評価は皆かい無むだろう。期待するほどの金額にならないのは当たり前だ。

　しかし、礼にとってはどんなものにも代えがたい両親の形見だ。他人に価値を決められたくはない。

「ヤクザだかマフィアだかの孫なんだったら、それなりのもん身に着けとけよな。まあ、質屋の代わりにあんたが出してくれるんだからある意味高級品か？」

「…………」

　和田の下品な笑い声が耐たえがたかったけれど、ここで心変わりをされても面めん倒どうだ。不快感をぐっと堪こらえて押し黙る。

「さっさと交換と行こうぜ。早くしないとバイトの休憩時間終わっちまうぞ」

「……わかった」

　礼が鈍にぶい手つきでカバンから厚みのある封ふう筒とうを取り出すと、和田は目の色を変えて手を伸のばしてきた。

「早くこっちに寄よ越こせ！　金が本物かどうか確認できたら、この指輪は返してやる」

「お前に金を渡わたすつもりはないし、リングも返してもらう」

　封筒に手が触ふれる前に、崇人が和田の背後に立っていた。

「……っ!?　いつの間に……っ」

「お前が公園に来る前からいたが気づかなかったのか？」

　誰だれもいないと油断していたのか、和田は飛び上がらんばかりに驚おどろいていた。

　待ち合わせ場所には一人でいたけれど、近くに誰もいないとは云いっていない。初めから和田を捕とらえるつもりで作戦を立てていた。

　礼もエプロンをつけてアルバイト中を装よそおってはいるが、今日は休みをもらってある。小湊が代理でシフトに入ってくれている。

　すぐに片をつけるつもりではあるけれど、何かあって時間がかかってしまった場合、シフトに穴を開けることになってしまうからだ。

「誰にも云うなっつっただろうが！」

　一方的な指示だったにも拘かかわらず、約束を破ったことを責めてくる。その不満に言葉を返したのは崇人だった。

「礼は何も云っていない。一いつ緒しよにお前からの脅きよう迫はく文を見た礼の友人たちが俺に教えてくれたんだ。あの文章では礼に対しての指示しか書いてなかったからな」

「何なんだよ、その屁へ理り屈くつは！」

「だって、一人で読めとは云われなかったし、学食なんかで渡してくるのが悪いんだろ」

　四人で読むことになったのはその場の流れだが、礼だけで受け取っていたら一人で抱かかえ込んでいたかもしれない。

　報告を受けた崇人は、脅迫の内容よりもその情報がどこから漏もれたかが気になっていたようだ。こうして脅迫に従うふりをしたのは、脅迫者を捕つかまえて情報源を吐はかせるためだ。

「くそ、何なんだよ。上手うまく行くと思ったのに……」

「詰つめが甘かったな、和田」

「!?　何で俺の名前を……」

　本名を呼ばれた和田はあからさまに狼狽うろたえている。自分の素す性じようが知られているとは露つゆほども思わなかったのだろう。

（いまだ……！）

　彼の意識が崇人に向いた瞬しゆん間かんを狙って、カレッジリングを奪うばい返す。

　手の中に戻もどってきたリングを確認する。間違いなく本物だった。礼はそれをしっかりと握にぎりしめ、安あん堵どの息を吐ついた。

「あっ、こら！　返せ！　金と交換だっつったろ！　卑ひ怯きようだぞ！」

　自分の手からリングがなくなったことに気色ばむけれど、文句を云われる筋合いはない。

「これは俺のものだ。盗ぬすんだもので脅迫をしてくるほうが卑怯だろ」

「か、金を渡さないなら、お前のことを何もかも書いてやるからな！　そうしたら、日本じゃ暮らせなくなるだろうな！」

「だったら、そんなものを書かせる前にお前の口を塞ふさぐまでだ」

　崇人が手にしていたのは、一丁の拳けん銃じゆうだった。青い顔になった和田は、引き攣つった笑いを浮うかべている。

「じょ、冗じよう談だんはよせ……ここは日本だぞ……」

「どこだろうと、欲しいものは何でも手に入る。いい時代だよな」

　崇人の薄うすい微笑ほほえみは凄すごみが滲にじんでいる。

「お、脅かしてびびらそうってつもりか……？」

「記事にしようっていうんだから、礼がどういう生まれか知ってるんだろう？　そんな相手を脅してどうなるか想像つかなかったのか？」

「こんな街中でそんなもの使ったら、騒さわぎになるぞ！」

「大丈夫だ。サイレンサーがついてるから、大した音はしない。だが、お前のアドバイスに従って、場所を変えてもいいぞ。リクエストはあるか？」

「なっ、そんなものあるわけないだろう！」

「どういう方法を取れば痕こん跡せきを残さずにすむか、お前なら色んな方法を知ってるだろう？　日本だと東京湾わんに浮かべるのが定番だったか？」

　淡たん々たんと告げられる冷ややかな声こわ音ねに、和田はとうとう音を上げ、へなへなとその場にへたり込んだ。

「ひっ、か、勘かん弁べんして下さい……！　金はいりませんから今回だけは見み逃のがして下さい!!」

「金なんか元々渡すわけないだろう。この封筒の中身はただのパンフレットだ」

「は……？」

　厚みを出すためにパンフレットを折り曲げているだけで、紙し幣へいは一枚も入っていない。

「見逃すかどうかはお前次し第だいだな。ずいぶんと色んなことに詳くわしいようだが、どこからの情報だ？」

　こちらがネタの出所が知りたいのだとわかると、和田は自分に少しは分があるとでも思ったのか、態度がまた大きくなった。

「バカなこと云うな、ネタ元を吐けるわけねーだろ！　俺だって、ジャーナリストの端はしくれだ。そのくらいのプライドは───」

　崇人が握りしめた拳銃を和田のこめかみにより強く押しつけると、再び黙だまり込んだ。

「ご託たくはもういい。素直に吐けば見逃してやるって云ってるのに、云いたくないなら仕方がないな」

「待て待て待て！　云う！　云うから待ってくれ！」

「初めからそうすればよかったんだ。で、誰から礼のことを聞いたんだ？」

「名前は知らない！　金きん髪ぱつのイケメンが教えてくれたんだよ！」

　ジャーナリストのプライドがどうこう云っていたくせに、あっさりと情報元を口にした。

「金髪？」

「十中八九、クリスだろうな」

「まさか……」

　一瞬、クリスの顔が浮かんだけれど、金髪の人物ならたくさんいる。日本人でも髪かみの色を変えることはあるわけだし、一いち概がいに外国人だとは決めつけられないのではないだろうか。

「お前とカノーヴァの繫つながりを知ってるのは、ヒューバートたち以外、一族の関係者しか考えられない。お前の友人たちに話したのはこの男が現れたあとのことだろう？　そういった状じよう況きようを考えたら、容疑者は一人しかいないだろ。おい、その金髪は何て云って近づいてきたんだ？」

　崇人は拳銃の先を押しつけながら、和田にさらなる情報を要求する。

「ひっ、もうそれ下ろしてくれよ！　逃にげたりしないって約束するから！」

「信用できない。それで？」

　男の懇こん願がんを一いつ蹴しゆうし、次を促うながす。

「こ、こいつのことがちょっとネットで噂うわさになってたから、いいネタになるんじゃないかって調べてたら、いきなり向こうから連れん絡らくが来たんだよ。どうやって俺のこと調べたのか知らねーけど、記事にできたら金くれるって云われて……」

「その話に乗ったんだな」

「金になるんだから当然だろ！　でも、マフィアがどうとかってのが本当なら、黙って記事にするよりもいい方法があると思ってさ。けどさ、ちょっと魔まが差しただけだろ？　見逃してくれよ」

　つまり、礼のことを記事にさせようとしたクリスの思おも惑わくから外れ、金目当てで暴走したというところのようだ。

「なるほど、脅迫はお前の独断か。クリスが画策するにしても、礼を傷つけるような真似まねをするはずがないからな。これで納なつ得とくがいった」

「でも、何でクリスはそんなこと───」

「記事にさせて騒ぎになれば、お前が日本に居づらくなる。大方、そうやって一緒にアメリカに連れ帰るつもりだったんだろう。目的を果たすためなら、手段は選ばない。あいつはそういう男だ」

「…………」

　少なからずショックを受けているのは、クリスに対して幾いくばくかの親近感を抱いだいていたせいかもしれない。

　父と親しかったのだから、悪い人間ではない。そう思いたかった。

「感情の機き微びがわからない人間なんだ。お前が落ち込む必要はない。あいつに悪気なんて一つもない。だからこそ厄やつ介かいなんだ。常識や共感を期待しても無む駄だなんだよ」

　落らく胆たんしている礼の様子に気づいたのだろう。崇人は慰なぐさめの言葉をかけてくれる。

「も、もういいだろ？　俺が知ってることはそのくらいしかねーよ！」

「まだ確かく認にんしたいことが残ってる。礼を襲おそおうとしたチンピラどもはお前の差し金だな。どうして指輪を狙ねらったんだ？」

「そいつを脅おどすための担保を押さえておきたかったんだよ。その指輪がマフィアの血けつ縁えんだって証しよう拠こだというからさ。高値で売れるなら、脅きよう迫はくなんて面めん倒どうな真似しなくてすんだのによ」

「何だって？」

　記者の大口を崇人が低く唸うなるように問い返す。

「ひ……っ、じょ、冗談だって！　冗談！」

「笑えない冗談は身を滅ほろぼすぞ。覚えておけ」

「す、すみませんでした……」

「借金で首が回らなくなるほどギャンブルに入れ込んでるようなら病院へ行け。この封ふう筒とうの中に入ってるパンフレットは依い存そん症しよう専門の病院のものだ。参考にするといい」

「うるせぇな！　余計なお世話なんだよ！」

　逆ギレするということは、依存状態になっているという自覚があるのだろう。声を荒あららげる記者に対し、崇人はいま思い出したと云いわんばかりの口調でつけ加えた。

「ああ、その前に自首してもらわないとな。窃せつ盗とうと脅迫とあとは何だ？」

　崇人の問いかけにみるみる青くなっていく。

「み、見逃してくれるんじゃないのかよ!?」

「お前次第だって云っただろ？　お前のことは何もかも調べ上げてある。もし、妙みような真似をしようとしたら、今度は忠告なしに制裁を加えるからな」

「制裁って何する気だ……!?」

　血相を変えた記者に、崇人は追い打ちをかける。

「先送りすることもないか。いまのうちに消しておいたほうが安心だよな」

「ななな何云って───」

「バン！」

「ぎゃっ」

　崇人が口で銃じゆう声せいを真似ると、記者は悲鳴を上げた。跪ひざまずいた態勢のまま前のめりに倒たおれ、白目を剝むいている。

「バカだな、本気で撃うつわけないだろう。映画の見すぎだ」

「ど、どうしちゃったの？」

「脅しを真に受けて失神したみたいだな」

　本気で撃たれたと思い込み、恐きよう怖ふで意識を失ってしまったようだ。人を脅迫してきたわりに、小心だったらしい。　>>>♥

「ていうか、そんなの持ってて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　アメリカでは免めん許きよを持っていたとしても、日本では銃じゆう刀とう法ほう違い反はんになってしまう。そんな礼の問いかけに、崇人はニヤリと笑った。

「これはライターだ。いくらなんでも、違法なことをするわけにはいかないだろう。向こうならこんなチャチなオモチャで騙だますのは難しいだろうな」

　そう云って、火をつけてみせた。

　触さわらせてもらうと、金属ではなくプラスチック製だということがわかる。細かな細工と本物らしいペイントを施ほどこしてあるため、一見本物に見えてしまう。

「凄すごい、よくできてるね」

「一応、モデルガンの専門店で調達してきた。ああいう輩やからには形から入ったほうが脅しになるだろうからな」

「なるほど……」

　こうして喋しやべっている間も、男は意識を失ったままだ。

「この人どうしようか。気絶したままだけど」

「冬でもないし、このまま放ほうっておいても蚊かに刺さされる程度だろう。自首するつもりがないようなら、改めて手を打つつもりだ」

　自主的な反省を促そうというのだろう。思っていたよりも厳しい処しよ遇ぐうが下されずにほっとした。嫌いやな思いはしたけれど、解決することができた。厳げん罰ばつが下されるよりも心を入れ替かえてくれたほうがいい。

「すまない、礼。俺はこれから行くところがあるから、家で待っていてくれ。一人が不安なら、友達を呼ぶといい」

「もしかして、クリスのところ？」

「お見通しか。そうだ、ケリをつけてくる」

　礼の問いかけに、崇人は困ったような苦笑いを浮うかべた。

「俺も行く」

「ダメだ。何があるかわからない」

　案の定、いい顔をされなかった。

（当然だよな）

　礼がついていくとなると、余計に神経を使うことになる。そうとわかっていても、今日は我が儘ままを押し通した。

「ちゃんと自分の気持ちを伝えたいんだ。聞いてもらえないかもしれないけど、逃げ回るだけなんて嫌だし、崇人が一いつ緒しよにいるときなら安心だろ？」

「……わかった。ただし、俺の傍そばから絶対に離はなれるなよ」

　礼の決意を感じ取ったのか、崇人は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくしてくれた。










　崇人に連れてこられた都内のタワーマンションのエントランスは重じゆう厚こう感かんに溢あふれ、シャンデリアと吹ふき抜ぬけで彩いろどられたエントランスにはコンシェルジュが常じよう駐ちゆうしていた。クリスの所在は、この最上階にあるらしい。

「どうやって会いに行くの？」

「泥どろ棒ぼうに入るわけじゃないんだ。普ふ通つうに訪ねるだけだ」

　崇人はコンシェルジュに部屋の号数と自分の名前を告げ、クリスに取り次ぎを頼たのんだ。あっさりとオートロックの扉とびらが開かれ、エレベーターに乗り込むことができた。

　目的の階で降りると、スーツを着た男性が待っていた。クリスの秘書だろうか。

「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　彼に案内され、個人の住まいにしては無機質な一室に足を踏ふみ入れる。クリスは、モノトーンで統一されたその部屋で礼たちの来訪を待ち侘わびていた。

「ようこそ、レイ。よくここがわかりましたね」

「一応、それなりの伝つ手てがあるからな。そもそも隠かくす気もなかっただろう」

「そちらに座って下さい。紅茶にしますか？　それとも、コーヒーがいいですか？」

「飲み物は結構です」

　部屋の真ん中にあるソファを勧すすめられたけれど、腰こしを下ろす気にもならなかったため、飲み物も断った。緊きん張ちように息を詰つめながら、できるだけ崇人に体を寄せる。

「まさか、あなたから訪ねてくれるとは思いませんでした。事前にわかっていたら、もっと部屋を整えておいたんですが」

　クリスは崇人の存在を無視し、礼にだけ話しかけてくる。崇人はそんな態度を気にかけることなく、淡たん々たんと云いたいことを口にする。

「お前の計画が失敗に終わったことを報告に来た。ゴシップで礼を日本に居づらくして、アメリカに連れ帰ろうなんて、安直すぎるだろう。本当にお前が考えたのか？」

　その問いに、クリスはやっと崇人に目を向けた。

「ちょっと単純すぎたよね。でも、レイに自分の立場をわからせるにはいい方法だと思ったんだよ。いまの環かん境きようは望ましいものじゃないからね」

「何がいい方法だ。礼を危険な目に遭あわせておいて、大おお怪け我がでもしたらどうするつもりだったんだ？　礼に傷をつけたことを許す気はないからな」

　崇人の追つい及きゆうに、クリスは物もの憂うげな顔をする。

「彼があんな愚おろかな真似まねをするとは思わなかったんだよ。人選を間ま違ちがえてしまったことは反省している」

「バカな計画を立てたことについて反省しろ。あの男は公園に転がしてきた。そろそろ目を覚まして、どこかに行ってるだろうよ」

「それは面めん倒どうをかけたね。勝手な行動をして、レイを傷つけるなんて万死に値あたいする」

「そもそもの原因はお前だろうが……」

　責任転てん嫁かし、憤いきどおりさえ見せるクリスに崇人が呆あきれた声を上げる。

「監かん督とく不行き届きだったことは云いい訳できないな。もちろん、責任はきちんと取るよ。彼の処置はこちらに任せて欲しい」

「……っ」

　クリスの薄うすい微笑ほほえみに、ぞくりと鳥とり肌はだが立つ。『処置』とは、一体何をするつもりなのだろうか。得も云われぬ不安を感じてしまう。

　礼が押し黙だまっていると、クリスの眼まな差ざしがこちらに向いた。崇人に向けられていたときと打って変わり、眼差しが柔やわらかくなった。

「深い理由があったとは云え、怖こわい想おもいをさせて申し訳ありませんでした。彼は二度とあなたの周りに現れることはないでしょうから安心して下さい」

「……どうするつもりなんですか？」

「あなたは知らないほうがいいでしょうね。そんなことより傷の具合はいかがですか？」

「傷は大したことありません。奪うばわれたリングも取り返しましたし」

「レナートのリングを大事にしてくれているんですね。きっと、彼も嬉うれしく思っていることでしょう」

「────」

　クリスの言葉に複雑な気分になる。返す言葉が浮かばず、黙り込んでしまう。

「そうだ。生前のレナートの写真があるんですよ。ご覧になりませんか？」

　父のことを聞かせてもらえることが嬉しくないわけではない。けれど、今日はそんな用件で来たわけではない。

「俺が今日お邪じや魔ましたのは、きちんとお断りするためです」

　そう切り出すと、クリスは一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたような顔になったあと、鷹おう揚ような笑えみを浮かべた。

「まだ決心がつかないんですね。大丈夫ですよ、僕はいつまでも待っています。急いで答えを出す必要はありません。ゆっくり考えて下さっていいんですから」

　最終的には自分の提示した選せん択たく肢しを選ぶはずだと、クリスは信じているようだ。断りの言葉を告げるたびに、答えを受け入れることを先延ばしにしようとする。

「充じゆう分ぶん考えたし、凄く悩なやみました。その上で出した答えです。祖父とは交流したいとは思いますが、家業に関かかわるつもりはありません」

「どうしてですか？　何をそんなに遠えん慮りよしてるんですか。不安なんて感じる必要はありません。あなたのことは僕が全力で支えます」

「足が地に着いた生活をしていくことが俺の夢です。大きな組織をどうこうしたいとは思わないし、そんな責任を押しつけられても困ります。それにクリスさんが必要なのは、俺じゃないでしょう？」

「何を云ってるんですか？」

　礼の言葉に、クリスは不可思議そうな顔をする。

「いい加減、目を覚ませ。もうレナートはいないし、礼はレナートとは違う人間なんだぞ？」

「何を当たり前のことを云ってるんだ？」

「お前は礼をレナートの代わりにしたいだけだろう」

「決めつけないでもらいたい。僕はただあの人の忘れ形見であるレイに相応ふさわしい立場についてもらいたいだけだ」

　クリスは語気を強めた。レナートと礼を同一視しているのではないと主張しているけれど、やはり依い存そん対象を求めているとしか思えなかった。

（もしかしたら、本人も自分の気持ちをわかっていないのかも……）

　本人は本当に身代わりにしているつもりはないのかもしれない。だが、無意識に重ねて見ているところは大いにあると思う。

「礼の意志を無視してか？」

「いまは腰が引けてるんでしょう。背負うものの大きさを考えたら仕方がないですよね？」

「だから、背負うつもりなんて───」

「あなたはカノーヴァには必要な人間なんです。愚かな人間ばかりが血を残している。あんなやつらがのさばるなんて、許されることじゃない」

「……っ」

　あんなやつらというのは、叔父おじに当たるロベルトや礼を誘ゆう拐かいしたジーノのことだろう。クリスは彼らを見下しているというよりも、憎ぞう悪おしているように感じた。

「レナートは家業を嫌いやがってたんだろう？　それなのにどうしてそんなところに礼を引き摺ずり込もうとするんだ」

　崇人は問いかけを変えた。

「あの人は欲よく深ぶかい『ファミリー』を嫌きらっていました。腐くさったやつらを一いつ掃そうすればよりよい組織に生まれ変わります。そうすれば、彼の夢を叶かなえることができる」

「つまり、お前はファミリーを乗っ取って潰つぶすことが目的なのか？」

「潰すわけではありません。生まれ変わらせるんです。レナートの目指した社会に貢こう献けんできる組織になれば、誰だれも悲しまずにすむ」

　クリスは立ち上がり、熱弁を振ふるった。

「は、はあ……」

　その理想は素す晴ばらしいものかもしれない。けれど、そこに巻き込まれるとなると黙ってはいられない。

「あなたが戻もどってくれれば、レナートも喜ぶでしょう。これが最良の未来のためなんです。レイ、あなたなら僕の考えを理解してくれるはずです……！」

「ちょっ……」

　詰め寄られ、手を握にぎられる。もうクリスには周りが見えていないようだった。

「お願いです、レイ。あなたに忠誠を誓ちかわせて下さい」

「そ、そういうのはやめて下さい！」

　手を振り払はらい、後あと退じさる。崇人もクリスとの間に入ってくれた。

「やめろ、クリス。礼が嫌がるようなことをしてレナートが喜ぶとでも思ってるのか!?」

「お前は邪魔をするな！　レイ、僕を見捨てないで下さい。あなたのお傍そばにいたいんです！」

　クリスは崇人を押しのけ、礼に追い縋すがってくる。逃にげの態勢でいる礼の足あし下もとで跪ひざまずき、慈じ悲ひを乞こうように手を伸のばしてきた。

「あなたのためならどんなことでもします。一生をかけて、この身を捧ささげると誓います。だから───」

「[image: ][image: ][image: ]っ」

　絡からみつく腕うでの感かん触しよくに鳥肌が立ち、反射的にクリスの顔を蹴けり飛ばしてしまった。

「ぐは……っ」

　顎あごを突き上げるようなキックになってしまい、クリスはその場で背中から大理石の床ゆかに倒たおれ込んだ。　>>>♥

「うわ、すみません！」

　反射的に暴力を振るってしまった自分に動どう揺ようする。すぐに謝ったけれど、クリスは床の上に仰あお向むけに横たわったまま、起き上がってこなかった。

「別に謝る必要はないだろう。蹴られるようなことをしたのはこいつだ」

「でも……」

「いまのはいい蹴りだった」

「いや、体が勝手に……。っていうか、誰か呼んだほうがいいんじゃ……」

　さっきの和田のように勝手に気絶したわけではない。医者か救急車か、とにかく誰かに診みてもらったほうがいいのではないだろうか。

　おろおろとしている礼に代わって、崇人がクリスの口元に手を翳かざし、呼吸を確かく認にんしてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。息もあるし、脈もしっかりしてる。伸びてるだけだろう。寝ねかしておけば、そのうち目を覚ます。腰こしの入った、いい動きだった。結構格かく闘とう技ぎの素質があるかもな。将来の選択肢が増えたな」

　冗じよう談だんだとは思うけれど、こんな短期間でレッスンの効果が出ているとしたら、崇人が格闘技の指導者として優ゆう秀しゆうな証しよう拠こだ。

「や、やりすぎたよね？」

「こいつはもう何発か蹴られておいてもいいくらいだ」

「恨うらまれて面めん倒どうなことになったりしたらどうしよう……」

「恨みはしないだろ。むしろ、こいつはご褒ほう美びくらいに思いそうだ」

「ご、ご褒美？」

「まあ、何かあっても困るからそこに寝かせておくか。床に転がってるのを見つかっても面倒なことになるだけだからな」

　意識のないクリスを崇人が抱かかえてソファに運ぶ。

「気持ちよさそうな顔しやがって何だかムカつくな。というか、まだ伝えることがあったんだが、まあいいか」

「え？　伝えることって？」

「明日にはアメリカからクラウディオが寄よ越こした迎むかえが来る。拒きよ否ひは許されないだろう。いま頃ごろ、金の流れも全すべて止められているはずだ。こいつのことだから、隠かくし口座の一つや二つあるだろうが、クラウディオなら全て把は握あくしてるだろうな。身勝手な行動をしても能力の高さから見み逃のがしてもらっていたようだが、さすがに今回は目に余る。近いうちに、クラウディオから正式な謝罪が来るだろう」

「お、俺に？」

「ああ。今回も身内の恥はじを晒さらしたようなものだからな。きっちりと片をつけるから安心して欲しいとのことだ」

「…………」

　祖父の心こころ遣づかいはありがたい。けれど、崇人の口からそういった報告を聞くのは、やはり複雑な気分になった。

「目を覚ますと面倒だ。いまのうちに帰るぞ」

「あ、ちょっと待って」

　ポケットを漁あさり、小こ銭ぜにと折り畳たたんだレシートを取り出した。テーブルの上に置き、崇人の下もとへと戻る。

「何だあれ」

「この間のお釣つり。受け取らずに帰っちゃったから」

「あいつ、俺の知らないうちに店に来てたのか!?」

「あっ」

　崇人には、クリスの来訪を話していなかったことを思い出す。

「ご、ごめん！　コーヒー飲んで帰ってっただけだから、報告するまでもないかなって……」

　云いい訳をすると、大おお袈げ裟さなため息が返ってきた。

「まったく、お前は危機感が足りないと何度云ったら───まあいい。そのために俺がいるんだしな」

「お世話になってます」

『ごめん』や『ありがとう』という言葉は相応ふさわしくない気がして、そう感謝を告げる。

「帰ったらお仕置きだ」

「え!?　いま、いいって云ったじゃん」

「それとこれとは別だ」

「そんな……っ」

　不ふ穏おんな宣言をされ、狼狽うろたえる。崇人はどこまで本気なのだろうか。動揺しながらクリスの部屋をあとにする。幸い、さっきの秘書のような人物の姿は見当たらなかった。

　マンションをあとにして、近くの駐ちゆう車しや場に停とめていた車に乗り込む。

「どうする？　どこかで飯でも食っていくか？」

「ううん、何かお腹なか空いてないしいいよ。あ、崇人が食べたいならつき合うけど」

「それなら帰ろう。さすがに今日は疲つかれた」

「だよね」

　大きな問題は片づいたとは云え、礼には気にかかっていることがもう一つある。それは自分一人でどんなに考えても、答えの出ない悩なやみだ。

「…………」

　こんなことを訊きいたら、崇人に気を遣わせてしまうかもしれない。けれど、直接問う以外に疑問が解消することはない。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、礼は思い切って切り出した。

「───一つだけ確認してもいい？」

「何だ？」

「崇人は本当はどう思ってるの？」

「何の話だ？」

「後こう継けい者しやになるとかそういうやつ。崇人はアメリカに帰りたいんじゃないの？」

　いざ言葉にしようとしたら、要領を得ない問いかけになってしまった。

「俺が？　いつそんなこと云った？」

「云ったわけじゃないけど、お父さんのこと尊敬してるみたいだし、将来はああいうふうになりたいのかなって……」

　慌あわてて説明をつけ加えるけれど、ますます混乱させてしまった。

「質問の意図がよくわからないが、俺は父親のようになりたいと思ったことはない。仕事に対する姿勢は尊敬できるが、家庭人としては最低だしな。子供の頃ころはカノーヴァファミリーなんて潰つぶれてしまえと思ってたくらいだ」

「えっ、じゃあ、俺がカノーヴァの血を引いてることは関係ないの？」

「どうしてそんな話になるんだ？」

「それは、その……」

「もしかして、クリスに何か云われたのか？　大方、俺がお前を守っているのは、直系の血を引いているからだとか何とか云われたんだろう」

「…………」

　図星すぎて、声も出ない。気まずさに俯うつむくと、崇人は大きなため息を吐ついた。

「このところ様子がおかしいと思ってたら、そんなことをあいつに吹ふき込まれてたのか」

「吹き込まれたっていうわけじゃないけど……」

　クリスの云い分を完全に信じていたわけではない。それでも不安になってしまったのは、自分に自信がないせいだ。

「はっきり云うが、カノーヴァの血筋だから礼の傍そばにいるわけじゃない」

「本当に……？」

「そりゃ、無関係の人間だったら出で逢あうこともなかったかもしれない。だから、そういう意味ではよかったと思ってる。だけど、それは礼に出逢えたことに感謝しているだけだ」

「……っ」

「生まれなんてどうでもいい。俺は俺の意志でお前と一いつ緒しよにいたいんだ」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かん、ぽろりと涙なみだが零こぼれてしまった。泣くつもりなんて全然なかったから、自分でも驚おどろいてしまった。自覚していた以上に不安だったのかもしれない。

「あれ、俺何で泣いてんだろ。おかしいな……」

　こんなことで泣くなんて笑われてしまう。作り笑いでごまかそうとしたら、力強く抱だきしめられた。

「不安にさせて悪かった。俺は肝かん心じんな言葉が足りないな」

　苦い呟つぶやきに、礼は崇人の腕うでの中で首を横に振ふる。

「そんなことないよ。俺が悪いんだ。俺が自信なくて、そのせいで余計なこと考えちゃって……ホントにバカだよね」

「悩むのは若者の特権だって云っただろう？　別に我が慢まんしなくていい。泣きたいときは泣けばいいんだから」

「[image: ][image: ][image: ]っ」

　優やさしく頭を撫なでられ、ますます涙が溢あふれてくる。いくら拭ぬぐっても次から次に零れてきてキリがない。

「……俺も一緒にいたい。ずっとずっと崇人と一緒がいい……っ」

　しゃくり上げながら、必死に自分の気持ちを訴うつたえる。その間も崇人の手は、優しく礼を慰なぐさめてくれるのだった。










（……泣きすぎだろ、俺）

　一いつ旦たん、堰せきを切って溢れた涙はなかなか止まってくれなかった。色んなことが片づいて、緊きん張ちようの糸が切れたのかもしれない。

　崇人が『泣けばいい』などと云うものだから、泣き止やむタイミングを逃のがしてしまった。

　帰りの車の中でどうにか治まったけれど、気き恥はずかしさは半はん端ぱではない。気持ちを切り替かえようと、顔を洗うついでにシャワーを浴びている。

「いつまでシャワー浴びてるんだ？」

「もうちょっとで上がる───ちょっ、何で入ってきてるんだよ！」

　日本の一いつ般ぱん的てきなマンションのバスルームはさほど広くない。崇人が入ってくると、天てん井じようがやけに低く感じる。

「いまさら照れなくたっていいだろう」

「照れてるって云うか……」

　全ぜん裸らでいるところに乱入されて恥ずかしい気持ちはもちろんあるけれど、それよりも気になっているのは崇人に云われた言葉だ。

（お仕置きする、って云ってたよな……？）

　礼がもじもじとしている理由を察したのか、崇人の口元に笑えみが乗る。

「もしかして『お仕置き』のことを意識してるのか？」

「……っ、違ちがっ」

「お前は噓うそを吐くのが下手へたくそだよな。声が裏返ってる」

「ば、場所変えようよ！　俺、もう出るから」

　ごまかしきれなかったことを察し、ストレートに自分から提案する。『お仕置き』と云いうからには、必要以上に恥ずかしいことをするに違いない。

　約束を破った結果なわけだから逃にげるつもりはないけれど、可能な限り恥ずかしくない状じよう況きようにしたかった。

「まだ泡あわが流しきれてないぞ」

「え？　どこ？」

「このへんとか」

「ひゃっ」

　首筋を指で撫で上げられ、上うわ擦ずった声が上がる。

「ほ、本当に泡ついてたの？」

「ここもよく洗わないとな」

「やっ、そんなとこ泡なんてついてないだろ！」

　背後から回り込んできた手が、礼の胸むな元もとを探さぐる。崇人は耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみしながら、周りの皮ひ膚ふごと乳ち首くびを揉もんできた。

「やだ、や、ぁん」

「何が嫌いやなんだ？」

　こんなに感じてるくせに、と耳元で囁ささやかれ、カッと頭に血が上る。反論できる状態ではないことが悔くやしかった。息を吞んだ瞬間、指先で尖とがったそこを抓つままれる。痛みと快感の入り交じった感覚に、びくんっと反応してしまった。

「ン、んん……っ」

「ほら、硬かたくなった」

「あっ、ぅん、ん、ん……っ」

　弄いじられて硬くなるたびに押し潰される。崇人は首筋に残った泡を指で掬すくい、尖ったところに塗ぬりつける。ぬるぬると捏こねられると、余計に感じてしまう。

「あ、だめ、ぁあ……！」

　しつこく弄られているせいで、徐じよ々じよに自身が反応してきてしまう。ずくりと疼うずいた下腹部に視線を落とすと、礼のそれは緩ゆるく勃たち上がりかけていた。

「勃ってきてるぞ」

「ばか……っ」

　そんなの云われなくてもわかっている。崇人の視線から隠かくそうとしたけれど、それよりも早く兆きざしかけていた自身をやんわりと握にぎり込まれた。

「や……っ」

「責任取るよ」

「ここでするの……？」

「いいだろ？　お前だってもうその気じゃないか」

「だって、それは……っ」

　硬さを確かめるかのようにやわやわと揉まれ、息を吞む。礼の昂たかぶりはあっという間に張り詰つめてしまった。　>>>♥

　こんな顕けん著ちよな変化を見せてしまった以上、嫌だと云ったところで説得力は皆かい無むだ。

「あ、ン、ここじゃ、やだ……っ」

「安心しろ。あとでベッドに連れていってやる」

「あとでじゃなくて───ぁあっ、あ、あ！」

　反り返った屹きつ立りつと根元の膨ふくらみを両手で刺し激げきされ、まともに喋しやべれなくなってしまう。立っていることさえ精せい一いつ杯ぱいで、壁かべに手をついて歯を食い縛しばる。

　礼の体を知り尽つくした崇人は、的確な刺激で容よう赦しやなく高めてくる。指の動きの何もかもが気持ちいい。

「あっ、ん、う、んん……っ」

「声を我慢するな。ちゃんと聞かせてくれ」

「ぅあ……っ、あ、ぁん！」

　ぐりっと先せん端たんの窪くぼみを抉えぐられ、抑おさえていた声が上がってしまった。

　浴室は音が反はん響きようするから嫌なのだ。崇人に抱かれているときは、自分のものとは思えない嬌きよう声せいを上げてしまう。それが恥ずかしくて堪たまらない。

「あ、あっ、は、あ……っ」

　それに声を出しているときのほうが、ダイレクトに快感を覚えてしまう気がする。気持ちのいいことが嫌なわけではないけれど、感じすぎてしまう自分に不安になることがある。

　快楽に[image: ]おぼれているうちにそんな不安はどこかに行ってしまうけれど、未知の自分への戸と惑まどいから来るものだろうと思っている。

「や、崇人、あっ、あ、あ」

「一度出しとくか？」

　崇人はそう問いかけると共に、礼のそれを扱しごく指に力を込める。一人だけ乱れ、追い上げられるのはあまり好きではない。

　だけど、そんな礼の気持ちなど関係なく、巧たくみな愛あい撫ぶに追い立てられる。

「あっ、あ、ダメ、出る、出ちゃう……っ」

　敏びん感かんな部分を集中的に責められ、身み悶もだえる。堪こらえようとはしたけれど、あっという間に上り詰め、再び先端の窪みを抉られた瞬しゆん間かん、派手に達してしまった。

「あっ、あぁあ……っ」

（俺ばっかり恥ずかしい気がする……）

　もちろん、崇人も興奮してくれていることはわかっているけれど、礼の体は堪え性しようがなさすぎる。触ふれられれば過か敏びんに反応し、もっと欲しいと求めてしまう。

　ぜいぜいと浅い呼吸をしながら、目の前の壁に縋すがるように寄りかかると、自分が吐はき出した白はく濁だくが壁に散っているのが目に入った。

「……っ」

　妙みような生々しさに羞しゆう恥ち心しんを覚える。崇人の手にかかると、呆気あつけなく高められてしまう自分が嫌になる。

「な、流さないと」

　お湯が出っぱなしになっていたシャワーのヘッドに手を伸のばし、壁や自分の体を洗い流す。痕こん跡せきが消えて、居たたまれなさは少し緩かん和わする。

「それはあとでいいだろう？」

「あっ」

　崇人にシャワーを止められ、ヘッドをやんわりと取り上げられる。

「お仕置きはまだ終わってないぞ」

「ひゃッ!?」

　ベビーオイルを塗りつけられ、指を押し込まれる。

「ん、んん……っ」

　いつも使っているローションとは少し感かん触しよくが違うせいで、余計に指の動きを意識してしまう。礼は壁に爪つめを立て、体の中で蠢うごめく違い和わ感かんを堪たえ忍しのんだ。

「もっと声を聞かせろ」

「……っ、う、んん、く」

　首を横に振ふり、抜ぬき差しに歯を食い縛る。上擦った嬌声を聞かれるだけでも恥はずかしいのに、聞かせろと云われたら余計に恥ずかしくなってしまう。

「ぅあ、や、あ、あ……っ」

　必死にヘンな声が出ないよう頑がん張ばっていたら、抜き差しする指を増やされた。崇人は荒あら々あらしく中を搔かき回しながら、恥ずかしい言葉を囁いてくる。

「また勃ってる」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

「ちょっと出てるぞ」

「そういうの、云わないで……っ」

　反り返った自身を指先で弄もてあそばれる。羞しゆう恥ちと快感に息も絶え絶えになっていたら、崇人が先に音を上げた。

「───ダメだな。俺のほうが抑えが利きかない」

「え？」

「悪い、もう入れたい」

「あっ……」

　腰こしを摑つかまれ、後ろから屹立を宛あてがわれる。硬いもので狭はざ間まを探られると、そこに力が入ってしまう。狭せばまった入り口をこじ開けるように、先端が入り込んできた。

「ぅあ……っ」

　押し入ってきた先端がぬるついているのは、オイルを纏まとっているせいだろう。礼の体はその切っ先を締しめつけてしまう。

「そんなにキツくするな。まだ少ししか入ってないだろ」

　耳元の囁きは、心なしかいつもより余よ裕ゆうのない声こわ音ねだった。

「だって……ぁ、あ、あ……」

　崇人は無意識に逃にげようとする礼の腰を引き寄せ、じりじりと自身を押し込んでくる。押し開かれていく粘ねん膜まくは物欲しげに震ふるえながら、無ぶ遠えん慮りよな侵しん入にゆう者しやを吞のみ込んでいく。

（いつもより大きい気が……）

　もう数え切れないほど体を繫つなげているのに、受け入れるものの大きさには毎回のように戸惑ってしまう。

「ぅあ……っ」

　それまで、ゆっくり入ってきていたせいで油断した。最後、勢いよく捻ねじ込まれた衝しよう撃げきで、また軽く達してしまった。

　絶頂の余よ韻いんで四し肢しが甘い痺しびれに支配されている。体に力が入らずへたり込んでしまいそうだったけれど、上半身をがっしりと抱かかえ込まれた。

「今日はたくさん出るな」

「……っ」

　事実だけれど、はっきりと言葉にされると恥ずかしい。二度も上り詰めたせいで、体が疲ひ弊へいしている。だけど、体内の疼うずきはまだ治まりそうになく、さらなる快感を求めていた。

　そんな礼の状態をわかっているのか、崇人は体を繫いだまま、手を前に伸ばしてきた。

「や……っ!?」

「まだイケるだろう？」

　大きな手が、再び礼のものを握り込む。緩ゆるく扱きながら腰を揺ゆすられると、体の中心から蕩とろけていきそうになる。

「ああっ、あっ、一いつ緒しよに、しないで……っ」

　強すぎる快感に身悶え、壁かべに縋りつく。

「お前の体は喜んでるみたいだぞ」

「うぁっ、あ、ああっ」　>>>♥

　律動のテンポを上げられ、悲鳴じみた嬌声を上げる。興奮し、怒ど張ちようした屹きつ立りつは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに礼を翻ほん弄ろうする。突つき上げられるたびに、先端から体液が溢あふれ出す。繰くり返される深い抽ちゆう挿そうに、意識がぼやけていく。

「ぁあっ、そんな、だめ、あっあ、あ……っ」

「ダメじゃなくて、いい、だろ？」

　途と中ちゆうで何度もオイルを足されたせいで、打ちつけられるたびに濡ぬれた卑ひ猥わいな音が立つ。

「いい、すご、きもちい……っ」

　熱に浮うかされた状態のせいで、思考回路が上手うまく働かない。問われるがままに、思っていることを素す直なおに口にしてしまう。

「これじゃお仕置きにならないな」

「だって……っあ、あ、あっ、もういく、出ちゃ、ぅあっ……!?」

　激しく打ちつけられ、高みへと上り詰つめかけたそのとき、屹立をキツく握にぎり込まれた。

「まだダメだ」

　衝しよう動どうを塞せき止められ、混乱する。どうしてと問おうとした瞬間、屹立が勢いよく引き抜かれた。突とつ然ぜんの喪そう失しつ感かんに戸と惑まどっていたら、くるりと体の向きを変えられた。

「最後は顔が見えたほうがいいだろ？」

「あ……っ!?」

　壁に背中を押しつけられ、足を抱え上げられる。不安定な態勢で一息に貫つらぬかれ、頭の中が真っ白になった。

「あ───」

　意識が再びはっきりしたときには、至近距きよ離りで見つめられていた。熱っぽい眼まな差ざしに射い貫ぬかれ、さらに血液が沸ふつ騰とうする。

「エロい顔してるな」

「や、見ないで」

　快感に蕩けきった顔を見られていると思うと恥ずかしくて堪たまらない。けれど、こんな状態で表情を引き締めることなどできるわけもなかった。

「本当に可愛かわいいな、お前は」

「ばか……っ、あ、ぁああっ」

　深々と貫かれた体をがくがくと乱暴に揺さぶられるたびに、甘ったるい声で喘あえぐことしかできなくなっていた。

　気が遠くなる中、激しく追い上げられ、あとがなくなった。

「あっあ、あ、あ───」

　高みへと上り詰めるとほぼ同時に、体の奥深くで熱が爆はぜるのを感じた。崇人も息を詰め、欲よく望ぼうの証あかしを礼の中に注ぎ込んだ。

「……気持ちよすぎて死んじゃう」

　終わりを迎むかえた体は快感の余韻に支配されている。甘ったるく蕩けた体はこのまま混じり合って一つになってしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚える。

「お仕置きになったか？」

　真ま面じ目めに考えて、答えを出す。

「……あんまりなってない」

「それは困ったな。もう一度、思い知らせてやらないといけないようだな」

「え、もう一度!?」

　思い知ったと云いえるほどの苦痛はなかったけれど、もう一度となるとそんな体力は残っていない。礼のほうが若いとは云え、本格的に鍛きたえている崇人とは持久力に差がありすぎる。

「『お仕置き』だからな」

　こんな状態で逃げられるはずもない。至近距離でニヤリと笑う崇人に、礼はごくりと喉のどを鳴らし覚かく悟ごを決めたのだった。
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「───こんなもんかな」

　ビーフシチューの味見をして火を止める。我ながら、いい味に仕上がった。

「崇人───」

　そろそろ夕ご飯にしようと声をかけようとしたら、崇人は礼の部屋で電話中だった。真しん剣けんな面おも持もちをしているところを見ると、仕事の電話だろう。

　邪じや魔まをしないよう、そっとキッチンへと戻もどる。

　当面の危機は去ったということで、礼の生活は日常へと戻った。朝と遅おそい時間は崇人の送り迎えがつくけれど、四六時中警護されているという状じよう況きようではなくなった。

　大学内での噂うわさ話ばなしも収束し、いまは新たな話題で持ちきりだ。お陰かげで平へい穏おんな学生生活を送れている。

　崇人はと云うと、このところはボディガード以外の仕事で忙いそがしくしている。元々、警護のプロとして、アドバイザーの立場での採用だったらしく、やることが山積みなのだそうだ。

　それでも、絶対に残業はしてこない。きっちりと時間内に終わらせて帰ってくる。そういうところが日本人の感覚とは違ちがうところだ。

　毎日定時に退社し、アルバイトを終えた礼を拾って帰宅するのが崇人の日課になっている。

　身辺は落ち着いたといっても、崇人の心しん配ぱい性しようは変わらない。夜間の単独行動は禁止されているし、新しい人間関係は報告するよう云われている。

　過保護すぎると訴うつたえても、本人は『恋こい人びとが心配して何が悪い』と譲ゆずらない。

（さすがにもう大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど……）

　礼をつけ回していた記者・和田の消息はその後不明らしい。クリスはもう二度と礼の前には現れないから安心しろと云っていた。彼の脅おどしが効いて、ひっそりと暮らしているのだろう。

　騒さわぎの元だったクリスは、強制送そう還かん後、謹きん慎しん状態にあるそうだ。

　自由奔ほん放ぽうな彼の手た綱づなを握るお目付役のような秘書がいるらしく、その人物が首に縄なわをつける勢いでアメリカに連れ帰ったようだ。

　崇人が前以もつて連れん絡らくを入れており、礼たちがクリスの部屋に行った日の夜に迎えに来たらしい。日本に到とう着ちやくした足でクリスを捕ほ獲かくし、そのままトンボ返りをしたそうだ。

　そんなわけで、一ひと先まずは安心してもいいと云われた。あらゆる外部との連絡手段を断たち、監かん視し状態にあると聞いた。

　ずいぶん、厳しい処しよ遇ぐうに思えるけれど、目を離はなすと何をしでかすかわからないとのことだ。

（まあ、あの様子じゃ人の云うことは聞かなそうだしな……）

　確かに、礼のことを簡単に諦あきらめるとは思えない。クリスなら、また違う手段で接せつ触しよくしてくる可能性だってある。

　むしろ、手綱を握れる人物がいるということに驚おどろいた。その人は、一体どんな人物なのだろうか。崇人以上の強面こわもてか、それとも、クリスよりも頭が切れるタイプなのか。

　そんなことを考えていたら、携けい帯たい電話が鳴った。

「はい、もしもし」

『レイ？　よかった。元気そうな声が聞けてほっとしました』

「クリス!?」

　何気なく出た電話の相手に、心臓が出そうなほど驚いてしまう。

「いま、監視されてるんじゃ!?」

『あの程度の警備で僕が抜ぬけ出せないわけないでしょう？　と云っても、しつこい男がいますから短い自由でしかありませんが』

「は、早く戻ったほうが……」

『僕の身を案じて下さるんですね。やはり、あなたは素晴らしい人だ。今回のことは深く反省しています。気持ちが先走るあまり、強ごう引いんなことをしてしまいました。許してくれとは云えませんが、遠くであなたのことを想おもうことだけでも許していただけませんか？』

「いや、だから、そんなの許すも何も……」

　心の中のことまでは他人が口出しできることではない。

『許していただけ───』

『こんなところにいたのか、クリス。さあ、部屋に帰るぞ』

『今日はずいぶん見つけるのが早かったね。痛っ、痛いって！』

　向こうで揉もめている話し声がしたかと思ったら、ぶつりと通話が切れた。

「？」

　一体、向こうでは何が起こったのだろう。狐きつねに抓つままれたような気持ちでいたら、崇人が血相を変えてキッチンに飛び込んできた。

「礼！　ヘンな電話がかかって来たりしてないだろうな!?」

「ヘンかどうかはわからないけど、いまクリスから電話があった……」

「あいつ……！」

「何かあったの？」

「屋や敷しきを抜け出したらしく、いま報告があったんだ」

　つまり、クリスは監視されている屋敷を抜け出して、外から礼に電話をかけてきたのだろう。

「それなら、大丈夫そうだよ。誰だれかに捕つかまったみたいだし」

　あの様子だと、あれ以上逃にげるつもりはなさそうに感じた。むしろ、隠かくれん坊ぼうをして遊んでいるかのような雰ふん囲い気きだった。

「それは本当か？」

「うん、すぐに電話切れたし」

「ああ、俺のほうにも連絡が来た。監視態勢をもっと強化するとのことだ。礼に謝罪しておいて欲しいと書いてある」

　クリス捕獲を知らせるメールを受け取ったようだ。

「別に謝ることなんてないよ。電話だけだし」

　まるで、小さな嵐あらしに襲おそわれたかのような気分にはなったけれど、でも、それだけだ。むしろ、崇人のほうが胃を痛めていそうだ。

「まったく、少しも気が抜けないな……。けど、相手が誰だろうとお前を奪うばわれるつもりはないからな。ボディガードとしても、恋人としてもな」

「……っ」

　崇人の宣言に、思わず息を吞のむ。一いつ瞬しゆん、見み蕩とれてしまった自分が恥はずかしい。

「お、俺だって守られてばっかりじゃないんだからな！」

　照れ隠しに、つい反論してしまうのだった。








あとがき









　はじめまして、こんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。今シーズンは寒暖の差が大きく服装に困る毎日ですが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？




　さて、この度たびは拙せつ作さくをお手に取って下さり、ありがとうございました！

　私事になりますが、この『略奪トラップ』で著作七十冊目、「トラップ」シリーズとしては十三冊目になります。

　原げん稿こうを書いてるときはいつも終わりが見えない中を手て探さぐりで進んでいるように感じるせいもあって、『七十冊』という冊数に、自分でも「こんなに書いたのか……」と不思議な気分です。

　節目ごとにいつも思うのですが、デビューした頃ころはこんなに長く書き続けられるとは考えもしていなかったので、感無量というか、他人ひと事ごとのように驚おどろいている自分がいます。

　こうして『本』という形で作品を発表できるのは、お手に取って下さる皆様がいらっしゃるからに他ほかなりません。本当にありがとうございます。

　これからも皆様に楽しんでいただけるお話が書けるよう、精せい一いつ杯ぱいがんばります！　よろしければ、一言で構いませんので感想などお聞かせいただければ幸いです。




　そして、今回も美び麗れいなイラストを描いて下さいました[image: ]はす川かわ愛あい先生、本当にありがとうございます。デビュー作で[image: ]川先生に挿絵を引き受けていただけると聞いた当時、夢ではないかと思ったものです。こんなにたくさんお仕事をご一いつ緒しよさせていただけて、改めて幸せを嚙かみしめています。

　いつもいつもお世話になっている担当の相澤様、出版に携たずさわって下さった皆様にも深くお礼申し上げます。ご迷めい惑わくをおかけすることもあるかもしれませんが、これからもどうぞよろしくお願いします。




　それでは、最後までおつき合い下さいましてありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一五年晩秋


藤崎　都　　
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